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〈保護者のみなさんへ〉


本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。










好すきになる理り由ゆうなんて、あるのか？




　こういう本ほんを書かいていると「どうして理り科かが好すきになったのですか？」と聞きかれることが多おおいのだが、この質しつ問もんはとても困こまる。実じつは自じ分ぶんでもわからなくて、「気きがついたら好すきになっていた」というのが正しょう直じきなところなのだ。

　僕ぼくは、鹿か児ご島しま県けんの種子たねが島しまで生うまれた。種子たねが島しまには、動どう物ぶつや植しょく物ぶつも多おおかったし、星ほしも夜よ空ぞらいっぱいに見みえたし、耕こう運うん機きなど仕し組くみが目めに見みえる機き械かいもたくさんあった。小しょう学がく３年ねん生せいのときには、宇う宙ちゅう開かい発はつ事じ業ぎょう団だん（現げん在ざいのＪＡＸＡジャクサ）のロケット発はっ射しゃ基き地ちも、町ちょう内ないに作つくられた。生せい活かつのなかでそれらに触ふれているうちに、自し然ぜんに理り科かが好すきになったのは確たしかだろう。

　同どう時じに、テレビのブラウン管かん（テレビ画が面めんのことを、昔むかしはそう呼よんだのだ）のなかで活かつ躍やくするヒーローや科か学がく者しゃにもモーレツに憧あこがれた。特とくに『ウルトラマン』が始はじまったときの衝しょう撃げきはすごくて、当とう時じ５歳さいだった僕ぼくは「これはニュース番ばん組ぐみだ」と信しんじた。だから怪かい獣じゅうとウルトラマンが戦たたかってビルが壊こわれたりすると「ああっ、ビルにいる人ひとは大だい丈じょう夫ぶ!?」と、本ほん気きで心しん配ぱいしたものだ。

　つまり、目めの前まえの動どう物ぶつや植しょく物ぶつや星ほし空ぞらや機き械かいも、ブラウン管かんや本ほんのなかのできごとも、僕ぼくにとっては同おなじように「リアルなできごと」だったのだ。「ネコのしっぽは何なんのためにあるのだろう？」と疑ぎ問もんを持もち、「オリオン座ざは真ま夏なつには見みえない」ことを知しり、「ウルトラマンの身しん長ちょうは、何なん階がい建だてのビルくらいか？」という計けい算さんをする。あらゆることを対たい象しょうに、興きょう味みを抱いだいて真しん剣けんに考かんがえていく……という体たい験けんをたくさんした結けっ果か、それらの結けつ論ろんは自じ分ぶんの予よ想そうを超こえ、オドロキに満みちていることに気きづいた。知しっているつもりのできごとや現げん象しょうほど、考かんがえたり調しらべたりしていくと、予よ想そう外がいに広ひろくて深ふかい顔かおを見みせてくれることに感かん動どうした。

　僕ぼくは、つばさ文ぶん庫この読どく者しゃの皆みなさんにも同おなじような経けい験けんをしてほしいと思おもった。だから『ジュニア空くう想そう科か学がく読どく本ほん』を書かき始はじめたのだが、各かく地ちへ講こう演えんに行いって読どく者しゃの方かたと話はなしたり、つばさ文ぶん庫このホームページに寄よせられた感かん想そうを読よんだりして、自じ分ぶんの気き持もちが読どく者しゃに伝つたわっていると感かんじた。これに勇ゆう気きをもらい、シリーズ４冊さつ目めの本ほん書しょでは、これまで以い上じょうに新しん旧きゅうさまざまな作さく品ひんを採とり上あげたつもりである。いま大だい人にん気きの『妖よう怪かいウォッチ』や『進しん撃げきの巨きょ人じん』から、僕ぼくが子こどもの頃ころに衝しょう撃げきを受うけた『マグマ大たい使し』や『フランダースの犬いぬ』まで。目めの前まえの現げん象しょうがすべて理り科かの研けん究きゅう対たい象しょうになるのと同おなじように、どんな作さく品ひんでも、謎なぞを発はっ見けんし、調しらべ、考かんがえれば、楽たのしい何なにかに出で会あえる。

　そしてこれが、僕ぼくが理り科かを好すきになった理り由ゆうでもある。お金かねは使つかえばなくなるけれど、理り科かや科か学がくは、楽たのしめば楽たのしむほど世せ界かいが広ひろがる。わかる楽たのしさ、広ひろがる楽たのしさ、どこまで行いけるかわからない楽たのしさ……。１人ひとりでも多おおくの人ひとに伝つたわるといいなあ、と心こころから願ねがう。
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　つばさ文ぶん庫この読どく者しゃで、『シンデレラ』の話はなしを知しらない人ひとはいないだろう。幼おさない頃ころから科か学がく科か学がく言いってたワタクシでも、昔むかしから知しっている。

　原げん典てんはグリムやシャルル・ペローの童どう話わ『灰はいかぶり』といわれるが、それを元もとに、オペラや、バレエや、芝しば居いや、小しょう説せつや、絵え本ほんや、人にん形ぎょうや映えい画がや、ミュージカルや、マンガや、アニメや、東とう京きょうディズニーランドのお城しろが作つくられ、世せ界かい中じゅうで知しられる『シンデレラ』となった。時じ間かんと空くう間かんを超こえたすごい作さく品ひん世せ界かいである。

　もちろん、日に本ほんを代だい表ひょうする辞じ書しょ『広こう辞じ苑えん』にも「シンデレラ」の項こうはあり、童どう話わとオペラやバレエ曲きょくの解かい説せつに続つづいて、「③比ひ喩ゆ的てきに、突とつ然ぜんの幸こう運うんを得えた人ひと」とある。確たしかに、今いまでも「芸げい能のう界かいのシンデレラ」などと使つかう。「シンデレラ・ボーイ」という不ふ思し議ぎな言こと葉ばさえある。

　本ほん稿こうでは、シンデレラに訪おとずれた幸こう運うんについて、科か学がく的てきに検けん証しょうしよう。





◆豪ごう華かな馬ば車しゃだ！　売うり払はらおう！



　お城しろの王おう子じさまが、お妃きさき探さがしのために舞ぶ踏とう会かいを開ひらくことになった。シンデレラも胸むねを弾はずませるが、舞ぶ踏とう会かいに着きていけるようなドレスはなく、姉ねえさんたちの意い地じ悪わるもあって、お留る守す番ばんとなった。

　そこへ魔ま法ほう使つかいが現あらわれ、シンデレラのボロボロな服ふくを美うつくしいドレスに変かえ、カボチャを馬ば車しゃに、ネズミを馬うまに、トカゲを従じゅう者しゃに変かえて、舞ぶ踏とう会かいに行いけるようにしてくれた。ただし、魔ま法ほう使つかいはこう言いった。

「時と計けいが12時じを打うつと、この魔ま法ほうは解とけてしまう。12時じまでには必かならずお城しろを出でるんだよ」

　いや～、あらためて考かんがえると、ドキドキしますなあ、この話はなし。豪ごう華かな装よそおいはすべて仮かり初そめで、形かたちを保たもつのは12時じまで。いったいどうなるのでしょう!?（←知しってるって）

　さて、前ぜん述じゅつのとおり『シンデレラ』の物もの語がたりはいくつもあり、話はなしの細こまかい点てんはいろいろ違ちがう。その１つに「カボチャの馬ば車しゃは金きんでできていた」というバージョンのお話はなしがある。

　馬ば車しゃが金きんでできていたら、大たい変へんだ。金きんは重おもい金きん属ぞくで、１Ｌの牛ぎゅう乳にゅうパックの大おおきさで19・３kgもの重おもさがある。カボチャが人ひとの乗のれる大おおきさになったら、直ちょっ径けい３ｍ、高たかさ１・５ｍほどだろう。壁かべの厚あつさを１cmとすると、馬ば車しゃの重じゅう量りょうは３・８ｔになる。これは、四よん輪りん駆く動どうなどの大おおきな乗じょう用よう車しゃ２台だい分ぶんの重おもさだ。馬うまに変へん身しんさせられて、これを引ひっ張ぱらされたネズミも苦く労ろうしただろう。

　これだけの金きんとなると値ね段だんもすごい。この原げん稿こうを書かいている本ほん日じつの相そう場ばで、金きんは１ｇあたり５２３７円えん。３・８ｔだと時じ価か１９７億おく円えん！　新しん幹かん線せんでも１両りょう３億おく円えんだから、途と轍てつもない金きん額がくだ。金きんのカボチャの馬ば車しゃ１台だいで、16両りょう編へん成せいの東とう海かい道どう新しん幹かん線せんが４編へん成せいも買かえてしまう！

　こんなお宝たからが手てに入はいったら、筆ひっ者しゃならもう、迷まよわず売うりに行いきますね。しかし、古こ物ぶつ商しょうに持もっていき、欲よくをかいて買かい取とり価か格かくを吊つり上あげようと粘ねばっているうちに、12時じになってしまって魔ま法ほうが解とける……と。シュ～ン。

　オチまで想そう像ぞうして元げん気きをなくしている場ば合あいではない。シンデレラは売うっ払ぱらったりせず、カボチャの馬ば車しゃに乗のって、舞ぶ踏とう会かいに行いったのだ。よほど行いきたかったのだろう。不ふ憫びんな娘むすめじゃのう。





◆大だい丈じょう夫ぶか、この王おう子じさま!?



　こうしてシンデレラは、念ねん願がんの舞ぶ踏とう会かいに少すこし遅おくれて参さん加かする。それまでつまらなそうにしていた王おう子じさまは、シンデレラが入はいってきたのに気きづくと、その美うつくしさに魅みせられ、ダンスを申もうし込こんだ。２人ふたりは夢ゆめのように楽たのしい時じ間かんを過すごし、気きがついたときには、時と計けいが12時じを告つげ始はじめ……。いや、ちょっと待まて。

　王おう子じさまと夢む中ちゅうでダンスするシンデレラが履はいているのは、ガラスの靴くつ。そんな履はき物ものでダンスなんぞ踊おどって、大だい丈じょう夫ぶなのか？

　心しん配ぱいなのは、体たい重じゅうのかかるヒールの部ぶ分ぶんだろう。ガラスは圧あっ縮しゅくする力ちからには意い外がいに強つよく、断だん面めん積せき１[image: ]あたり11ｔの荷か重じゅうに耐たえる。だが、それは傷きずのないときの話はなし。ガラスはわずかな傷きずでもあると、強きょう度どが極きょく端たんに落おちるのだ。

　お城しろの床ゆかは、おそらくは石いし畳だたみだ。こんな場ば所しょで何なん時じ間かんも踊おどっていたら、ヒールに傷きずがつくんじゃないかなあ。しかも、ヒールのように棒ぼうの形かたちをしたガラスが圧あっ縮しゅく力りょくで壊こわれるときは、竹たけヤリのように斜ななめに割われる。最さい悪あくの場ば合あい、その鋭するどい切きっ先さきが、王おう子じさまの足あしにグサッ！

　材ざい質しつの特とく性せいから「ガラスの靴くつ」というものを想そう像ぞうすると、そんな心しん配ぱいばかりが頭あたまに浮うかんでしまうが、ガラスの靴くつは割われず、なぜか12時じが過すぎても元もとに戻もどることもなかった。だからこそ、名な前まえも告つげず走はしり去さったシンデレラを探さがす唯ゆい一いつの手てがかりになったわけで、これこそがシンデレラ最さい大だいの幸こう運うんであろう。

　それにしても、筆ひっ者しゃは王おう子じさまに、ひとこと申もうし上あげたい。そもそもこの舞ぶ踏とう会かいは、お妃きさきを探さがすために開ひらいたものだろう。気きに入いった女じょ性せいがいたら、とっとと名な前まえくらい聞きかんかい！

　まさか王おう子じさまも、シンデレラが突とつ然ぜん帰かえっちゃうとは思おもわなかったのかもしれないが、時ときが経たつのを忘わすれるほど気きに入いったのなら、普ふ通つうは何なんらかの特とく徴ちょうを覚おぼえているだろう。顔かおはもちろん、背せの高たかさとか、体たい型けいとか、髪かみの長ながさや色いろとか、瞳ひとみの色いろとか、声こえとか。普ふ通つうは誰だれでも注ちゅう目もくするこれら一いっ切さいを覚おぼえていない王おう子じさまって、どうなんだ。シンデレラは、こんなヤツが恋こいの相あい手てでいいのかなあ。
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◆実じつは科か学がく的てきな王おう子じさまだった!?



　人ひとの恋こい路じにケチをつけてないで、科か学がく的てきに気きになる問もん題だいを考かんがえたい。

　シンデレラが去さった翌よく日じつ、王おう子じさまは「このガラスの靴くつに足あしがぴったり合あう人ひとをお妃きさきにする」と言いって、家け来らいに靴くつの持もち主ぬしを探さがさせる。普ふ通つうに考かんがえれば、この方ほう法ほうはとってもマズイと思おもう。靴くつというのは、サイズが合あえば他ほかの人ひとでも履はけてしまうではないか。

　ところが、物もの語がたりでは、国くにじゅうの娘むすめに履はかせたけれど、誰だれの足あしにも入はいらなくて、とうとうシンデレラの家いえにやってきた、となっている。「誰だれの足あしにも入はいらなかった」ということは、シンデレラの足あしが、国くにじゅうの誰だれよりも小ちいさかったってことだ！

　女じょ性せいの足あしのサイズについて調しらべてみたところ、女じょ性せい８７０人にんに靴くつのサイズを聞きいたアンケート結けっ果かが見みつかった。そのデータによると、女じょ性せいの足あしの平へい均きんサイズは23・５cmだという。

　また、こういう統とう計けいを取とると、平へい均きんから離はなれるほど人にん数ずうが減へっていく山やまなりのグラフができる。その人にん数ずうの減へり具ぐ合あいを表あらわす「標ひょう準じゅん偏へん差さ」が、この統とう計けいでは「１cm」と書かかれていた。これは、平へい均きんから上じょう下げに１cmずれた22・５cmから24・５cmのなかに68％の人ひとが含ふくまれ、２cmずれた21・５cmから25・５cmのあいだに95％が含ふくまれるということだ。

　すると、シンデレラの足あしのサイズはどれほどだったのか？　この国くにに年とし頃ごろの娘むすめが千せん人にんいたとして、シンデレラ以い下かの人ひとが他ほかに１人ひとりも存そん在ざいしないサイズを統とう計けい的てきに算さん出しゅつしてみると、おおっ、20・５cmだぁ！

　大人おとなの女じょ性せいとして、これはなかなか小ちいさい足あしである。筆ひっ者しゃは、こういう小ちいさな足あしの人ひとには会あった記き憶おくがないような……。あ。王おう子じさまも同おなじ思おもいだったとしたら、先さきほどの「この方ほう法ほうはとってもマズイ」という筆ひっ者しゃの指し摘てきは間ま違ちがいかもしれません。

　つまり、王おう子じさまが残のこされたガラスの靴くつを見みて「こんな足あしのサイズの女じょ性せいは、わが国くにには統とう計けい的てきに１人ひとりしかいないはず！」と考かんがえて、靴くつを手てがかりにシンデレラを探さがさせたとしたら……。彼かれは記き憶おく力りょくはモーレツにないけど、とっても科か学がく的てきな王おう子じさまだと思おもいます。
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　２０１５年ねんの年とし明あけ早そう々そう、映えい画が館かんに『映えい画が 妖よう怪かいウォッチ 誕たん生じょうの秘ひ密みつだニャン！』を見みに行いったのだが、大だい盛せい況きょうでしたなあ。エンディングで子こどもたちが「ゲラゲラポー走そう曲きょく」を楽たのしげに踊おどっているのがうらやましかった。よし、筆ひっ者しゃも急いそいで練れん習しゅうを……。

　いやいや、ゲラゲラポーの練れん習しゅうをしている場ば合あいではなかった。この映えい画がでは、なんといってもフユニャンが強つよい印いん象しょうを残のこした。フユニャンは浮ふ遊ゆう霊れいの妖よう怪かいで、ケータの祖そ父ふ・ケイゾウの大たい切せつな友とも達だちだ。ケータを60年ねん前まえの世せ界かいにつれていき、妖よう怪かいウォッチの開かい発はつを阻そ止しする怪かい魔またちに立たち向むかう。必ひっ殺さつ技わざは、ど根こん性じょうストレート肉にく球きゅう！

　だが、そんなふうにカッコいいのは物もの語がたりの中ちゅう盤ばんからの話はなしである。最さい初しょに登とう場じょうしたフユニャンは、ビルほどもある巨きょ大だいな猫ねこの妖よう怪かいで、なんだかボーッとしていて、その名なもまんま「デカニャン」。浮ふ遊ゆう霊れいなので街まちの上じょう空くうを漂ただよいながら、いろんなものを巨きょ大だい化かさせる迷めい惑わく行こう為いを働はたらいた。

　本ほん稿こうでは、巨きょ大だい化かしてしまったフユニャンの謎なぞについて考かんがえてみたい。





◆冒ぼう頭とうの事じ件けんは科か学がく的てきにすごい



　物もの語がたりの冒ぼう頭とう、突とつ然ぜん街まちに現あらわれたデカニャンは、さまざまなものを瞬しゅん時じに巨きょ大だい化かさせていく。女じょ性せいの帽ぼう子しを、八や百お屋やの野や菜さいを、生いけ簀すの魚さかなを、ハンバーガーを、通つう行こう人にんのハイヒールを、そしてケータのアタマをも……！

　街まちはもう、大たい変へんな騒さわぎ。生いけ簀すから飛とび出だした鯛たいと思おもわれる魚さかなは、空くう中ちゅうで１・５ｍほどに巨きょ大だい化かした。これをお客きゃくのご婦ふ人じんはハッシと抱だき留とめていたが、40cmほどの普ふ通つうの鯛たいは重おもさ１kgほどだから、鯛たいは３・７５倍ばいに巨きょ大だい化かし、重じゅう量りょうは53kgになったと思おもわれる。そんなモノを急きゅうに受うけ止とめるとは、このご婦ふ人じん、ここのシーンに登とう場じょうしただけだが、すごい人ひとだ！

　また、ハンバーガーは直ちょっ径けいが１ｍほどに巨きょ大だい化かした。市し販はんのハンバーガーを計はかると、直ちょっ径けい10cm、重おもさ１４８ｇだった。直ちょっ径けいが10倍ばいになったということは、重おもさは千せん倍ばいの１４８kgになったはずだ。食たべようとしていた客きゃくは即そく座ざに「食たべられません～！」と叫さけんでいたが、そこが大だい事じですか!?　それより何なにより、急きゅうに大おおきくなったという事じ実じつにもっと驚おどろいていただきたい。

　気きの毒どくなのは、頭あたまを巨きょデカにされた人ひと々びとである。ケータの場ば合あいで目もく測そくすると、通つう常じょうの８倍ばいほどに巨きょ大だい化かしていたから、重じゅう量りょうは５１２倍ばい増ぞうした計けい算さんになる。小しょう５男だん子しの頭とう部ぶの重じゅう量りょうは２kgほどなので、なんと１ｔを超こえる！　道みち行ゆく人ひと々びとも同どう様ように頭あたまを巨きょ大だい化かされ「おっとっと」と言いいながらバランスを取とっていたが、筆ひっ者しゃとしては、よく首くびが折おれなかったと胸むねをなで下おろします。しかし皆みなさん逞たくましいというか、反はん応のうが吞のん気きですなあ。





◆デカニャンはどれだけデカい？



　もちろんフユニャン自じ身しんも巨きょ大だい化かしてデカニャンになっていたわけだが、その大おおきさはどれほどだったのか？

　映えい画が館かんで見みただけなので、映えい像ぞうの一いち時じ停てい止しや巻まき戻もどしはできず（当あたり前まえです）、そのサイズを正せい確かくに割わり出だすことは難むずかしい。そこで劇げき場じょう用ようパンフレットで、ケータといっしょに描えがかれていたカットをもとに計けい算さんしてみよう。

　その絵えで測はかると、デカニャンの頭とう部ぶの上じょう下げは、ケータの身しん長ちょうの５・３倍ばいもある。小しょう５のケータの身しん長ちょうが、同どう学がく年ねんの平へい均きんに等ひとしい１４５cmだったとすると、デカニャンの頭とう頂ちょうの高たかさは７・７ｍ。学がっ校こうの体たい育いく館かんの天てん井じょうに届とどく！　また、顔かおの横よこ幅はばは10・２ｍ。ダブルスのテニスコートの横よこ幅はば（10・９７ｍ）に迫せまる！

　体たい長ちょうは、映えい画がの記き憶おくを元もとにした計けい算さんになってしまうが、おそらく28ｍほどと思おもわれる。まるで怪かい獣じゅうだ。

　こんな猫ねこが実じつ在ざいしたら、その体たい重じゅうは１２００ｔ。もちろん、浮ふ遊ゆう霊れいのデカニャンは宙ちゅうに浮ういていたから、体からだの平へい均きん密みつ度どは空くう気きと同おなじなのだろう。それでも１・５ｔ！　街まちに現あらわれたデカニャンは、ぶつかった建たて物ものを破は壊かいしていたが、宙ちゅうに浮ういているとはいえ大おお型がたの乗じょう用よう車しゃくらい重おもいのだから、あのシーンは当とう然ぜんだったのである。
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◆いつ出でられなくなったのか？



　フユニャンの本ほん来らいの身しん長ちょうは、ジバニャンと変かわらない65cmくらい。それがなぜ28ｍにも巨きょ大だい化かしてしまったのか。その理り由ゆうは劇げき中ちゅうで、フユニャン自じ身しんが述のべていた。

　それによると、お蔵くらのなかで怪かい魔まと戦たたかう方ほう法ほうを考かんがえるうちに、つい60年ねんが過すぎ、妖よう気きを吸すって巨きょ大だい化かして、蔵くらから出でられなくなった……らしい。そこで霊れい体たいだけを街まちに漂ただよわせ、いっしょに怪かい魔まと戦たたかってくれる少しょう年ねんを探さがしていたのだった。

　う～む。気きの毒どくとは思おもうものの、おマヌケ感かんは免まぬがれない話はなしである。ではフユニャンは、どの時じ点てんでお蔵くらから出でられなくなってしまったのだろう？

　フユニャンの顔かおの横よこ幅はばは、30cmほどと思おもわれる。これが60年ねん間かんで10・２ｍになったのだから、一いっ定ていの割わり合あいで大おおきくなったとしたら、１年ねんに16・５cmずつ巨きょ大だい化かしてきたことになる。

　また、猫ねこは狭せまいところでも、頭あたまが通とおり抜ぬけられれば、全ぜん身しんも抜ぬけられるという。蔵くらの入いり口ぐちの横よこ幅はばは、日に本ほんの古ふるい単たん位いで１間けん＝１・８１８ｍだろう。この映えい画がが封ふう切きられた２０１４年ねん12月がつがジャスト60年ねん目めだとすると、フユニャンが蔵くらに入はいったのは１９５４年ねん12月がつ。怪かい獣じゅう映えい画が『ゴジラ』が公こう開かいされた翌よく月げつである。

　そこから毎まい年とし少すこしずつ大おおきくなっていって、ついに出でられなくなったのは64年ねん３月がつだと思おもわれる。奇くしくも、60年ねん後ごに『妖よう怪かいウォッチ』で大だいヒットを飛とばすテレビ東とう京きょう（旧きゅう社しゃ名めいは東とう京きょう十じゅう二にチャンネル）が開かい局きょくするのは、その翌よく月げつだ。蔵くらから抜ぬけ出だすチャンスは、10年ねんもあったのになあ。

　だが、冷れい静せいに考かんがえれば、デカニャンにはモノを巨きょ大だい化かさせる妖よう力りょくがあるのだから、何なによりも先さきに、蔵くらの大おおきさを10倍ばいにするべきではなかったか。すると入いり口ぐちの横よこ幅はばも10倍ばいになって、18・１８ｍに。10・２ｍのデカ頭あたまでも、楽らく々らくと抜ぬけられたはずである。

　やっぱりどこかヌケているキャラクターだが、心こころを閉とざすケイゾウを信しんじて、ブレることなく励はげまし続つづけたフユニャンは本ほん当とうにカッコいい。筆ひっ者しゃも早はやく、ゲラゲラポーを踊おどれるようにならなければ。
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　東とう京きょうスカイツリーができて世せ間けんの話わ題だいをさらったときには、東とう京きょうタワーはどうなってしまうんだ!?と心しん配ぱいしたものだ。でも、あれから３年ねん近ちかく経たっても、意い外がいと存そん在ざい感かんを失うしなっていませんな。テレビで東とう京きょうを象しょう徴ちょうする映えい像ぞうが映うつるときには、画が面めんに東とう京きょうタワーが入はいっていることが多おおい。

　これに胸むねをなでおろしているのは、子こどもの頃ころから東とう京きょうタワーに憧あこがれた筆ひっ者しゃのような上じょう京きょう組ぐみと、『ポケモン』のポニータであろう。前ぜん者しゃはともかく、ポニータは「東とう京きょうタワーを跳とび越こえる」と、その能のう力りょくが東とう京きょうタワーを基き準じゅんに語かたられているから、この電でん波ぱ塔とうの存そん在ざい感かんは死し活かつ問もん題だいだ。

　具ぐ体たい的てきに見みてみよう。ポニータは「たかさ１・０ｍ　おもさ30・０kg」の「ひのうまポケモン」。全ぜん身しんに赤あかと黄き色いろの炎ほのおがゆらめいていて、その脚きゃく力りょくについて各かく種しゅポケモン図ず鑑かんは、高たからかにこう謳うたっている。

「東とう京きょうタワーのような高たかい建たて物ものだってひとっ飛とびできるんだ」（『ポケモン全ぜんキャラ大だい事じ典てん』小しょう学がく館かん）

「１回かいのジャンプで、東とう京きょうタワーもとびこえるぞ」（『ポケモン全ぜんキャラ大だい図ず鑑かん』小しょう学がく館かん）

　東とう京きょうタワーは、高たかさ３３３ｍ。小ちいさなカラダでこれを跳とび越こえるとは、恐おそるべき跳ちょう躍やく力りょくだ。いったいどれほどの脚きゃく力りょくなのだろうか。





◆どこでジャンプすればよいか？



　ポニータの脚きゃく力りょくを求もとめるには、その跳ちょう躍やくが、具ぐ体たい的てきにどのような軌き道どうを描えがくかを明あきらかにする必ひつ要ようがある。

　ポニータはひのうまポケモンの名なのとおり、馬うまにそっくりな姿すがたをしている。当とう然ぜん、人にん間げんのように真ま上うえに跳とび上あがることはできまいから、馬ば術じゅつの障しょう害がい競きょう技ぎのように、助じょ走そうをつけて斜ななめにジャンプするのだろう。そこで、この競きょう技ぎにおける馬うまの踏ふみ切きり位い置ちを調しらべてみると、バーの高たかさは60～１６０cmで、踏ふみ切きり位い置ちは馬うまに任まかせるが、バーの高たかさと同おなじ距きょ離りだけ手て前まえで踏ふみ切きるのが基き本ほんだという。

　な～るほど。これに学まなべば、ポニータが３３３ｍの東とう京きょうタワーを跳とび越こえるには、タワーの３３３ｍ手て前まえでジャンプするのがよいことになる。また、ジャンプで描えがく軌き道どうは、上じょう昇しょうと下か降こうで左さ右ゆう対たい称しょうになるから、着ちゃく地ち点てんも東とう京きょうタワーの３３３ｍ向むこう側がわになるはずだ。

　これを前ぜん提ていに、ポニータが本ほん当とうに東とう京きょうタワーを跳とび越こえようと思おもったら、どこでジャンプし、どこに着ちゃく地ちすればいいのかを、現げん実じつ的てきに考かんがえよう。

　ひとたび跳とび上あがったら、もうコントロールは利きかず、着ちゃく地ち点てんは選えらべない。すると、ジャンプの際さいは多た少しょうの危き険けんを冒おかしてでも、着ちゃく地ち時じの安あん全ぜんを優ゆう先せんすべきだろう。地ち図ずで調しらべると、考かんがえられるコースはただ１つ。

　東とう京きょうタワーに向むかって西せい北ほく西せいから走はしる外がい苑えん東ひがし通どおりで助じょ走そうし、飯いい倉くら交こう差さ点てんの直ちょく前ぜんでジャンプして、増ぞう上じょう寺じという大おおきな寺てらの境けい内だいに着ちゃく地ちするのだ。増ぞう上じょう寺じにご参さん詣けいの皆みな様さま、空そらから燃もえ盛さかる馬うまが降ふってくることがありますので、ご注ちゅう意いください。
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◆道どう路ろが壊こわれないか、心しん配ぱいだ！



　では、この東とう京きょうタワー越ごえ大だいジャンプには、どんなスピードと脚きゃく力りょくが要よう求きゅうされるのか。

　３３３ｍ手て前まえで踏ふみ切きって、３３３ｍの高たかさのものを跳とび越こえるには、時じ速そく１４５kmの助じょ走そうが必ひつ要ようだ。外がい苑えん東ひがし通どおりを走そう行こう中ちゅうの車しゃ両りょうも、ご注ちゅう意いください。

　時じ速そく１４５kmで走そう行こうし、飯いい倉くら交こう差さ点てんの手て前まえに達たっしたら、地じ面めんから63度どの角かく度どでジャンプする。要よう求きゅうされる離り陸りくスピードは、時じ速そく３２５km！　なんと日に本ほん最さい速そくの列れっ車しゃ・東とう北ほく新しん幹かん線せんはやぶさの時じ速そく３２０kmを上うわ回まわるのだ。

　この大だい跳ちょう躍やくには、当とう然ぜんモノスゴイ脚きゃく力りょくが必ひつ要ようだ。離り陸りくの直ちょく前ぜんに膝ひざを30cm曲まげると仮か定ていして計けい算さんすると、おお33・３ｔ。３３３ｍの東とう京きょうタワーを飛とび越こえるための脚きゃく力りょくが33・３ｔ！　なんだか感かん動どうするなあ、単たんなる偶ぐう然ぜんだけど。

　だが心しん配ぱいなこともある。前ぜん掲けいの『大だい図ず鑑かん』に次つぎの記き述じゅつがあるからだ。

「足あしのヒヅメは、ダイヤモンドの10ばいもかたい」。なんと、ダイヤモンドは地ち球きゅうでもっとも硬かたい物ぶっ質しつなのに、それを10倍ばいも上うわ回まわるとは。そんなに硬かたいヒヅメで33・３ｔもの大だい衝しょう撃げきを与あたえちゃって、道どう路ろは大だい丈じょう夫ぶなのか？

　調しらべてみると、道どう路ろのアスファルトは１[image: ]あたり30kgの力ちからに耐たえるという。一いっ方ぽう『大だい図ず鑑かん』の絵えでポニータの蹄ひづめの直ちょっ径けいを測はかると10cmである。この蹄ひづめで路ろ面めんを蹴けると、33・３ｔの衝しょう撃げきが４本ほんの足あしに均きん等とうに分ぶん散さんしたとしても、道どう路ろには１[image: ]あたり１０６kgの力ちからがかかる。ああっ、限げん界かいを３倍ばい以い上じょうも超こえちゃった。路ろ面めんはブチ割われ、ポニータの足あしはアスファルトにメリ込こむ！

　そして、アスファルトの破は壊かいに余よ分ぶんなエネルギーを使つかってしまったポニータには、東とう京きょうタワーを跳とび越こえるだけのエネルギーはもはや残のこされていない。目もく標ひょうのはるか手て前まえで下か降こうに入はいり、東とう京きょうタワーに激げき突とつ……。

　外がい苑えん東ひがし通どおりは東とう京きょう都と道どう３１９号ごう環かん状じょう三さん号ごう線せんに属ぞくしている。これを管かん理りする東とう京きょう都と建けん設せつ局きょくには、外がい苑えん東ひがし通どおりの強きょう化か工こう事じをお願ねがいします～。





◆そ、それは進しん化かなのか？



　時じ速そく３２５kmでジャンプし、高こう度どは３３３ｍを超こえる。これだけでも驚きょう嘆たんに値あたいするが、ポケモンの常つねとして、このポニータが、さらに進しん化かするのだから恐おそろしい。

　その名なはギャロップ。姿すがたはほぼ同おなじだが、体たい高こう１・７ｍ、体たい重じゅう95・０kgと大おおきくなる。１ｍ・30kgのポニータが、そのままの体たい型けいで体たい高こう１・７ｍに拡かく大だいすると、体たい重じゅうは１４７kgになるから、ギャロップが体たい重じゅう95kgということは、体からだはグッと引ひき締しまるわけだ。ふむ、素す晴ばらしい。では、この体たい躯くから発はっ揮きされる脚きゃく力りょくとはどれほどか？

『大だい事じ典てん』は語かたる。「その走はしるスピードはとっても速はやく、最さい高こう時じ速そく２４０キロにも達たっするほどだ」。とっても速はやく……って、遅おそくなってるじゃん！　ポニータのときは時じ速そく３２５kmで走はしれたぞ！

　しかも『大だい事じ典てん』は、その前まえにこう述のべている。「速はやく動うごく物ぶっ体たいを見みつけるときょう走そうしたくなり、ついつい追おいかけてしまう」。

　おそらくギャロップは、まだ進しん化かしていない別べつのポニータを見みると、ついつい追おいかけてしまうのだろう。だがキミの足あしでは、ポニータには追おいつけないって！

　まあ、進しん化かしたからといって、能のう力りょくが上あがるとは限かぎらない。サルから進しん化かした人にん間げんだって、木き登のぼりがヘタになってるしね。ギャロップはこれにメゲず、風かぜのように走はしっていただきたい。
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　大だいヒットしている『進しん撃げきの巨きょ人じん』は恐おそろしいマンガである。

　１０７年ねん前まえのある日ひ、身しん長ちょう数すうｍの「巨きょ人じん」が出しゅつ現げんし、人にん間げんを食くい始はじめた。総そう人じん口こうが50万まん人にんにまで激げき減げんしてしまった人じん類るいは、高たかさ50ｍの壁かべを３重じゅうに築きずき、その中なかで息いきを潜ひそめて暮くらしてきた。ところが、その壁かべが１００年ねんぶりに破やぶられる──。この衝しょう撃げきのシーンから、物もの語がたりは始はじまる。

　巨きょ人じんは３ｍとか、７ｍとか、15ｍとか、さまざまな大おおきさで、とにかく人にん間げんを見みたら追おいかけてくる。で、つかまえたらパキパキ食くう！

　そのうえ再さい生せい能のう力りょくがモノスゴく、大たい砲ほうで頭あたまを吹ふき飛とばしても、数すう分ふんで元もとに戻もどる。唯ゆい一いつの弱じゃく点てんはうなじで、そこを斬きりつければ、体からだは消しょう滅めつしてしまう。

　こんな巨きょ人じんと戦たたかって勝かつのは、至し難なんのワザである。実じっ際さい、主しゅ人じん公こうのエレンが所しょ属ぞくする調ちょう査さ兵へい団だんは、厳きびしい訓くん練れんを積つみ、工く夫ふうを凝こらし、勇ゆう敢かんに戦たたかっているにもかかわらず、巨きょ人じんと遭そう遇ぐうするたびに多おおくの犠ぎ牲せい者しゃを出だしている。ここまで力ちからに差さがあっては仕し方かたがない、あきらめるか……。

　いやいや、あきらめたらダメだろう。マンガは絶ぜっ賛さん連れん載さい中ちゅうであり、劇げき中ちゅうの人ひと々びとは懸けん命めいに戦たたかっているのだから。ならば、筆ひっ者しゃといたしましては、21世せい紀きの人にん間げんらしく「過か去この例れい」から考かんがえて、巨きょ人じんどもを滅ほろぼす方ほう法ほうを考かんがえよう。われわれ人じん類るいには「たくさんの動どう植しょく物ぶつを絶ぜつ滅めつさせてきた」という負ふの実じっ績せきがある。これを応おう用ようして、巨きょ人じんを絶ぜつ滅めつさせてしまう卑ひ劣れつな策さくを考かんがえるのだ！





◆人じん類るいは滅ほろぼされて当とう然ぜん？



　人にん間げんは、１対たい１ではライオンに勝かてない。

　だが、かつてアフリカ全ぜん土どはもちろん、インドやヨーロッパにも棲すんでいたライオンが、アフリカの一いち部ぶで数すう万まん頭とうが暮くらすのみになったのは、人にん間げんが餌えさとなる動どう物ぶつを乱らん獲かくし、生せい活かつの場ばである草そう原げんを狭せまくしたからだ。人にん間げんが直ちょく接せつ戦たたかわなくても、環かん境きょうを悪あっ化かさせることなどによって、強つよい動どう物ぶつが種しゅとしての勢せい力りょくを弱よわめることもあるということだ。

　これはもちろん、人にん間げんが猛もう烈れつに反はん省せいすべき歴れき史しである。ライオンに限かぎらず、人にん間げんのせいで勢せい力りょくを弱よわめられ、あるいは根ね絶だやしにされた生せい物ぶつは数かぞえ切きれない。マンモス、ペルシャトラ、ニホンカワウソ、メキシコハイイログマ、カモノハシガエル……。現げん在ざいでも１日にちに１００種しゅずつの生せい物ぶつが絶ぜつ滅めつしているともいわれる。その原げん因いんは、たとえば次つぎのようなことだ。



①乱らん獲かく（これでニホンオオカミは絶ぜつ滅めつ。ニホンウナギは絶ぜつ滅めつ危き惧ぐ種しゅに指し定ていされた）

②外がい来らい種しゅによる生せい態たい系けい破は壊かい（ブラックバスが放はなたれた湖みずうみで、日に本ほん固こ有ゆう種しゅが激げき減げん）

③自し然ぜん環かん境きょうの破は壊かい（産さん卵らん場ば所しょの砂すな浜はまが減へって絶ぜつ滅めつが心しん配ぱいされるアカウミガメなど）

④化か学がく汚お染せん（ダイオキシンなどの有ゆう害がい物ぶっ質しつにより、生せい殖しょく機き能のうが失うしなわれる）

⑤オゾン層そうの破は壊かい（カエルの激げき減げんは、これと関かん係けいがあるとされる）





　うわ～。人にん間げんはひどいコトしてきたなあ。こう考かんがえると、人じん類るいが巨きょ人じんによって滅ほろぼされるのも仕し方かたがないような気きがしてきますな。人にん間げんがいなくなっても、巨きょ人じんは他ほかの動どう物ぶつを食たべたりしないから、多おおくの動どう植しょく物ぶつにとっては、巨きょ人じんよりも人じん類るいが滅ほろびるほうがありがたいのでは。むむ……。

　根こん源げん的てきな問といを投なげかけて、自じ分ぶんで答こたえに窮きゅうしている場ば合あいではない。これら「人にん間げんの犯おかした罪つみ」を悪あく用ようすれば、人じん類るいは巨きょ人じんをも絶ぜつ滅めつさせることができるのか？

「①乱らん獲かく」は、１体たいの巨きょ人じんを倒たおすのにあれだけ苦く労ろうしているのだから、やれと言いうほうが無む理りだろう。ライオンの場ば合あいみたいに、餌えさとなる動どう物ぶつを乱らん獲かくする手てもあるが、その餌えさって人じん類るい！

「②外がい来らい種しゅによる生せい態たい系けい破は壊かい」とは「元もとからその場ば所しょにいた固こ有ゆう種しゅに自し然ぜん界かいでの役やく割わりが似にているが、より強つよい動どう物ぶつ」を連つれてきて、固こ有ゆう種しゅの生せい活かつ圏けんを奪うばうということだ。すると、巨きょ人じん絶ぜつ滅めつのために連つれてくるべきは、巨きょ人じんのように人にん間げんを食くいまくり、巨きょ人じんより強つよい未み知ちの超ちょう巨きょ人じんってこと？　そんな連れん中ちゅうがやってきたら、人じん類るいはたちまち食くい尽つくされて全ぜん滅めつだあ！

　残のこる「③自し然ぜん環かん境きょうの破は壊かい」「④化か学がく汚お染せん」「⑤オゾン層そうの破は壊かい」には共きょう通つう点てんがある。それをやったら、人じん類るいも滅ほろびる！　むむ、どれもロクなことにならんどころか、事じ態たいを悪あっ化かさせるだけ……。





◆巨きょ人じんインフルエンザが大だい流りゅう行こう!?



　絶ぜつ滅めつというと「恐きょう竜りゅうの絶ぜつ滅めつ」が有ゆう名めいだ。６５００万まん年ねん前まえ、地ち球きゅうに直ちょっ径けい10kmの小しょう惑わく星せいが衝しょう突とつし、捲まき上あがった土ど砂しゃで太たい陽よう光こう線せんが遮さえぎられて気き温おんが下さがり、恐きょう竜りゅうは滅ほろんだといわれる。これと同おなじことが起おこれば、さすがの巨きょ人じんも滅ほろぶのではないか？

　え？　どうやって小しょう惑わく星せいを衝しょう突とつさせるのか？　うーん、それはもう天てんに祈いのるしか……。いや、その祈いのりが通つうじたところで、巨きょ人じんは滅ほろぶかもしれんが、人にん間げんも滅ほろびる！

　では、次つぎの手て。巨きょ人じんに病びょう気きはないのだろうか？　巨きょ人じんインフルエンザウィルスみたいなものを広ひろめる鳥とりや昆こん虫ちゅうは、『進しん撃げきの巨きょ人じん』の世せ界かいにはいないのか？

　エレンの父ちち親おやは医い者しゃだった。しかも名めい医いで、多おおくの人ひとが同おなじ病びょう気きで亡なくなったとき、その病びょう気きを起おこす細さい菌きんやウィルスを無む力りょく化かする「抗こう体たい」を持もって駆かけつけ、たくさんの人ひとを救すくったのだ。

　その医い学がくの力ちからで、ぜひとも「人にん間げんには無む害がいだが、巨きょ人じんを病びょう気きにする細さい菌きんやウィルス」を発はっ見けんして、培ばい養ようしていただきたい。まだ発はっ見けんされていないこのウィルスを「打だ倒とう巨きょ人じん！」の願ねがいを込こめて、「タイガースウィルス」と名なづけよう。がんばれ、タイガースウィルス！

　と思おもったが、筆ひっ者しゃは困こまった事じ実じつに気きづいてしまった。人にん間げんが病びょう気きにかかると高こう熱ねつを発はっするのは、細さい菌きんやウィルスのせいではない。人にん間げんの体からだが、これらを倒たおすため、あえて体たい温おんを上あげるのだ。

　つまり細さい菌きんやウィルスは、熱ねつに弱よわい！　そして巨きょ人じんは、体からだから湯ゆ気げが上あがるほど、異い常じょうに体たい温おんが高たかいのだ。ああ、タイガースウィルスのほうが死し滅めつしちゃうじゃん。





◆究きゅう極きょくの巨きょ人じん退たい治じ法ほうだホイホイ！



　こうなったら１体たいずつ倒たおすしかない。ただし、まともに戦たたかったのでは勝かてないから「彼かれらが背せを向むけてじっとしている状じょう況きょう」を作つくり出だして、一いち網もう打だ尽じんにうなじを切きり裂さくのだ。

　筆ひっ者しゃが思おもうに、その作さく戦せんにあたって参さん考こうになるのは「ゴキブリホイホイ」であろう。
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　ゴキブリホイホイとは、粘ねん着ちゃくシートの上うえに誘ゆう引いん剤ざいを撒まき、惹ひかれてやってきたゴキブリを、粘ねん着ちゃく剤ざいで動うごけなくする捕ほ獲かく装そう置ち。これに倣ならって、高たかさ50ｍの壁かべの外そと側がわに粘ねん着ちゃく剤ざいを塗ぬりまくるのだ。

　その誘ゆう引いん剤ざいは、エビ、ビーフ、キャベツ、タマネギなどが原げん料りょうで、ゴキブリの好このむ匂においを放はなつ。だが、巨きょ人じんをおびき寄よせるのに、誘ゆう引いん剤ざいは不ふ要ようだろう。彼かれらは人にん間げんを求もとめて壁かべに近ちかづくのだから。

　また粘ねん着ちゃく剤ざいとは、押おし当あてればくっつく物ぶっ質しつのことで、接せっ着ちゃく剤ざいとの違ちがいは、固かたまらないので長ながく粘ねん着ちゃく力りょくを保たもち、必ひつ要ようがあれば剝はがせる点てんだ。ゴキブリホイホイの他ほかにも、「熱ねつさまシート」などに使つかわれている（熱ねつさまシートが剝はがせなかったら、困こまるよね）。

　これを人じん類るいの居きょ住じゅう区くを囲かこむ壁かべに塗ぬれば、巨きょ人じんは触さわったとたんビタッと粘ねん着ちゃくされ、動うごけなくなるだろう。しかも、その姿し勢せいはたぶん壁かべに体からだを向むけたまま。背はい後ごに回まわれば、うなじはガラ空あきだ！　兵へい士したちは、その巨きょ人じんのうなじを存ぞん分ぶんに斬きりまくればよい。

　う～む、われながらノーベル賞しょうクラスのアイデアを思おもいついたような気きがする。ココロがハレバレとするなあ。よし、この仕し掛かけを「巨きょ人じんホイホイ」と名なづけよう。運うん用ようする部ぶ隊たいの名めい称しょうは、当とう然ぜん「ホイホイ兵へい団だん」だ！

　問もん題だいは、壁かべの外そと側がわ全ぜん部ぶに塗ぬるには、大たい量りょうの粘ねん着ちゃく剤ざいが必ひつ要ようなことくらいだろう。劇げき中ちゅうの設せっ定ていなどから壁かべの総そう延えん長ちょうを計けい算さんすると、ええっ、２６００km!?　そんなにあるの!?　しかも高たかさは50ｍだ。巨きょ人じんをピッタリくっつけるには、厚あつさ10cmは必ひつ要ようだろう。すると必ひつ要ような粘ねん着ちゃく剤ざいは……ぎょえっ、１３００万まんｔ！　それって25ｍプール３万まん３千ぜん杯ばい分ぶんなんだけど。

　冒ぼう頭とうに述のべたように『進しん撃げき』の世せ界かいの人じん口こうは50万まん人にん。それだけの人にん数ずうで１３００万まんｔの粘ねん着ちゃく剤ざいを作つくり、壁かべに塗ぬろうとすると、１人ひとりのノルマは26ｔになるが……。まあ『進しん撃げきの巨きょ人じん』において、筆ひっ者しゃ推すい奨しょうのホイホイ作さく戦せんが実じっ行こうに移うつされることはあるまいから、心しん配ぱいしなくても大だい丈じょう夫ぶか。
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　筆ひっ者しゃはゲームが苦にが手てで、あまり遊あそんだことがないのだが、それでもソニックのことは知しっている。『ソニック・ザ・ヘッジホッグ』というゲームの主しゅ人じん公こうで、青あおい髪かみの生はえ際ぎわがＶブイの字じに切きれ上あがった精せい悍かんな顔かお立だちのキャラですよね？　胴どう体たいは小ちいさく、手て足あしは長ながい。その体からだで、とにかく走はしりに走はしる！

　ヘッジホッグ＝ハリネズミの名なに恥はじず、ときには体からだをボールのように丸まるめて転ころがったりしながら、野のを越こえ丘おかを越こえ、崖がけや川かわを跳とび越こえて、休やすみを知しらず、どこまでも走はしり続つづける。

　しかも、そのスピードは「音おん速そく」だという。これだけの走はしりを音おとの速はやさでやると、大たい量りょうのエネルギーを消しょう費ひするはずだ。ソニックは、なぜ疲つかれないのだろう？





◆１秒びょう間かんに４５０歩ぽ！



　ソニックが走はしる速はやさは、実じっ際さいにどれほどなのか。

　調しらべたところ、製せい作さく者しゃは公こう表ひょうしていないが、『ＳＴＡＹステイ ＳＯＮＩＣソニック』というイギリスの書しょ物もつに「最さい高こう記き録ろくは時じ速そく７６１マイル」という記き述じゅつがあるという。これは時じ速そく１２２５km＝秒びょう速そく３４０・２ｍということだ。おお、まさに音おん速そく！　ここでは四し捨しゃ五ご入にゅうして、ソニックが秒びょう速そく３４０ｍで走はしると考かんがえて話はなしを進すすめよう。

　１秒びょうで３４０ｍということは、１分ぷんで20km。フルマラソンを２分ふんちょっとで走はしれるわけだ。たとえば、ゲームを25分ふんやったとしたら、東とう京きょうから大おお阪さかまで走はしったことになる！　驚きょう異いのランナーだが、どんな走はしり方かたをすれば、このスピードが出だせるのだろう？

　画が面めんで測そく定ていすると、ソニックは０・１６２秒びょうで１歩ぽを走はしっている。これで秒びょう速そく３４０ｍを出だすということは、１歩ぽの幅はばは３４０×０・１６２＝55ｍ！　ええっ、そんなに大おお股また!?

　そもそもソニックの体たい格かくも、公こう式しきには発はっ表ぴょうされていない。人にん間げん界かいを代だい表ひょうするスプリンターのウサイン・ボルトは、身しん長ちょうの１・４倍ばいの歩ほ幅はばで走はしるが、ソニックも同おなじ比ひ率りつだとすると、１歩ぽ55ｍで走はしるソニックの身しん長ちょうは39ｍということになる。あのヒト、そんなに大おお柄がらだったのか～。

　いやいや、そんな怪かい獣じゅうみたいなソニックを想そう像ぞうして納なっ得とくしたらいかんだろう。

　画が面めんをよく見みると、ソニックの丸まるい頭あたまの直ちょっ径けいは、路ろ傍ぼうに咲さいたヒマワリの花はなと同おなじぐらいだ。ここから頭あたまの直ちょっ径けいを25cmとしよう。全ぜん身しん各かく部ぶを測はかって計けい算さんすると、身しん長ちょうは54cm。うむ、このぐらいだとかわいい感かんじで、ナットクできる。

　しかし、身しん長ちょう54cmで秒びょう速そく３４０ｍを出だすには、１秒びょうに４５０歩ぽも走はしらねばならん。ボルトは１秒びょうに４・５歩ほだから、その１００倍ばいというけたたましい走はしりである。

　そのうえソニックは、体からだを丸まるめて転ころがるときも、スピードを落おとさない。これはスゴイ。ボールのようになった体からだの直ちょっ径けいは、身しん長ちょうの９割わりほどである。これで秒びょう速そく３４０ｍを出だすための回かい転てん数すうとは１秒びょう間かんに２２４回かい転てん！

　これは、自じ動どう車しゃのタイヤなど比ひ較かくにならないレベルだ。物ぶっ体たいが回かい転てんすると遠えん心しん力りょくが働はたらくが、ソニックの回かい転てんによって生うまれる遠えん心しん力りょくは、遠えん心しん分ぶん離り機きの強きょう力りょくなものと同おなじくらい。遠えん心しん分ぶん離り機きは、牛ぎゅう乳にゅうを脂し肪ぼうと水すい分ぶんに分わけてバターを作つくったり、血けつ液えきを、赤せっ血けっ球きゅうや白はっ血けっ球きゅうなどの血けっ球きゅうと、血けっ漿しょうと呼よばれる液えき体たい成せい分ぶんに分わけたりするのに使つかわれる。回かい転てんするソニックの脳のうから脂し肪ぼうと水すい分ぶんが分ぶん離りしたり、血けつ液えきが血けっ球きゅうと血けっ漿しょうに分わかれたりしないか心しん配ぱいである。





◆音おん速そくで走はしるのがいちばん大たい変へん



　この猛もう烈れつなランによって、ソニックは莫ばく大だいなエネルギーを消しょう費ひするだろう。生せい物ぶつが激はげしい運うん動どうをして、体たい内ないのエネルギーを消しょう費ひすると、筋きん肉にくの働はたらきを邪じゃ魔まする物ぶっ質しつが作つくられる。これが「疲つかれる」ということだ。すると、どれほど疲つかれるかは、消しょう費ひしたエネルギーの量りょうに左さ右ゆうされる。

　物ぶっ体たいが空くう気き中ちゅうを速はやいスピードで運うん動どうすると「空くう気き抵てい抗こう」という力ちからを受うける。新しん幹かん線せんや飛ひ行こう機きが滑なめらかな流りゅう線せん型けいをしているのは、空くう気き抵てい抗こうを小ちいさくするためだ。

　空くう気き抵てい抗こうは、スピードが上あがるほど強つよくなるが、音おん速そくの付ふ近きんで「音おとの壁かべ」と呼よばれる特とく異いな現げん象しょうが見みられる。音おん速そくに近ちかづくと空くう気き抵てい抗こうは急きゅうに跳はね上あがり、音おん速そくを超こえると急きゅうに弱よわくなる。

　ということは、音おん速そくで走はしるときが、空くう気き抵てい抗こうはもっとも大おおきい。つまり、ソニックは、よりによっていちばんキツイ速そく度どで走はしっている！

　ソニックの体たい格かくとスピードから計けい算さんすると、空くう気き抵てい抗こうの強つよさは１・３ｔ。ブレーキのかかった乗じょう用よう車しゃを押おしてズルズル滑すべらせるのに必ひつ要ような力ちからが、およそ５００kgだ。大人おとな10人にんがかりでも、おそらく無む理りだろう。なのにソニックは、それを２台だいまとめて押おしまくる力ちからを出だしながら走はしっていることになる。超ちょう人じん的てきな、いや超ちょうハリネズミ的てきなハリネズミである。

　これだけの空くう気き抵てい抗こうと戦たたかいながら音おん速そくで走はしると、１秒びょう間かんに１千せんキロカロリーを消しょう費ひする。これは、人にん間げんの大人おとなが半はん日にち間かんで消しょう費ひするエネルギー。それをたった１秒びょうで消しょう費ひしているはずなのに、なぜ疲つかれない!?

　そもそも、１千せんキロカロリーとは、脂し肪ぼうに換かん算さんして１２０ｇだ。つまり、走はしり続つづけるソニックは１２０ｇずつヤセていく。そう、たった１秒びょうごとに！
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◆体たい内ないの温おん度どが15億おく℃!?



　もちろん、ソニックが走はしりながら痩やせ細ほそっていく様よう子すはない。すると、走はしりながらエネルギーを補ほ給きゅうしていると考かんがえるしかないだろう。ハリネズミは、昆こん虫ちゅう、カタツムリ、果か実じつなど食たべる。いや、ソニックは走はしりながら、そんな動どう植しょく物ぶつなど食たべてはいない。

　だとしたら、空くう気きからエネルギーを調ちょう達たつしている……ということだろうか？　空くう気きには、わずかに水すい素そが含ふくまれる。水すい素そは、酸さん素そと反はん応のうすると、エネルギーを出だす。ソニックが口くちを縦たて３cm、横よこ６cmの幅はばで開あけるとしよう。秒びょう速そく３４０ｍで走はしるとき、口くちには１秒びょう間かんに０・４８[image: ]の空くう気きが流ながれ込こむ。これに含ふくまれる水すい素そから手てに入いれられるエネルギーは、脂し肪ぼう０・０６５㎎分ぶん。絶ぜつ望ぼう的てきに足たりん！

　ならば、空くう気きそのものを別べつの物ぶっ質しつに作つくり変かえる「核かく融ゆう合ごう」を行おこなっているのだろうか。核かく融ゆう合ごうは、太たい陽ようなどの星ほしの内ない部ぶで行おこなわれており、星ほしは核かく融ゆう合ごうのエネルギーで輝かがやいている。それを生せい物ぶつがやるのは想そう像ぞうを絶ぜっして大たい変へんなことだが、試ためしに計けい算さんしてみると、おお、口くちから吸すい込こんだ空くう気きの１千せん万まん分ぶんの１で核かく融ゆう合ごうを行おこなえば、ソニックは秒びょう速そく３４０ｍで走はしり続つづけられる。ただし、そのためには、体たい内ないの温おん度どを15億おく℃に保たもたねばならない……！

　なんだか、たいへんな話はなしになってきた。音おん速そくで走はしるには、生せい物ぶつを超ちょう越えつした肉にく体たいと、エネルギー機き構こうが必ひつ要ようだ。すると、おや？　疲ひ労ろうの原げん因いん物ぶっ質しつが発はっ生せいしないから、疲つかれることだけはない。ややっ、ゲーム中ちゅうの事じ実じつにぴったり!?　いやいや、制せい作さく者しゃの意い図とは、たぶん違ちがうと思おもいます。
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　現げん在ざいの科か学がく者しゃやロボット開かい発はつ者しゃのなかには、手て塚づか治おさ虫むの『鉄てつ腕わんアトム』に影えい響きょうされて育そだち、その道みちを志こころざした人ひとが多おおいという。そんな『アトム』の科か学がく観かんを象しょう徴ちょうしていた作さく中ちゅうの科か学がく者しゃが、お茶ちゃの水みず博士はかせだった。

　アトムを開かい発はつしたのはお茶ちゃの水みず博士はかせではなく、天てん馬ま博士はかせ。交こう通つう事じ故こで亡なくなった息子むすこの代かわりに作つくった。ところが、天てん馬ま博士はかせはアトムが成せい長ちょうしないことに腹はらを立たて（当あたり前まえなのに、なぜ怒いかる!?）、なんとサーカスに売うってしまった！　そのアトムを引ひき取とって人ひとの道みちを教おしえ、その体からだのメンテナンスを万ばん全ぜんに行おこなってきたのが、お茶ちゃの水みず博士はかせなのだ。アトムの望のぞみを聞きいて、ロボットの家か族ぞくも作つくってあげたし、10万まん馬ば力りきのアトムを１００万まん馬ば力りきにパワーアップしたこともあった。

　そういうすごい人ひとだから、筆ひっ者しゃはもちろん心こころから尊そん敬けいしている。だが、同どう時じにずっと気きになっていたことがある。お茶ちゃの水みず博士はかせの鼻はなって、あまりにデカくないか!?





◆顔かおよりも鼻はながデカい！



　お茶ちゃの水みず博士はかせの鼻はなは「立りっ派ぱな鼻はな」というレベルを超こえている。カタチといい大おおきさといい、ラグビーボールにそっくりで、もはや人にん間げんの鼻はなとは思おもえませんな。

　ラグビーボールは、長ながいほうの直ちょっ径けいが30cm、短みじかいほうが19cm。これに対たいし、博士はかせの身しん長ちょうを１ｍ60cmと仮か定ていして、その鼻はなの大おおきさをマンガのコマで計はかって計けい算さんすると、なんと長ながいほうの直ちょっ径けいが35cm、短みじかいほうの直ちょっ径けいが22cmもある！　縦たて、横よことも、ラグビーボールよりも一ひと回まわりデカイではないか。

　日に本ほん人じん男だん性せいの顔かおの大おおきさは、頭あたまのてっぺんから顎あごまでが24cm、顔かおの左さ右ゆうの幅はばが16cmほどだ。つまり、右みぎのようなサイズの鼻はなが顔かおの中ちゅう心しんについていたら、間ま違ちがいなく前まえが見みえない！　顔かおの左さ右ゆうの幅はばよりも鼻はなのほうが大おおきいのだから。

　ああ、筆ひっ者しゃは博士はかせの運うん転てん免めん許きょ証しょうを見みてみたい。その写しゃ真しんには、巨きょ大だいな鼻はなと、光ひかった頭とう頂ちょう部ぶと、耳みみの上うえのタワシのような白しら髪がしか写うつっていないのではないだろうか。
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　ここまで鼻はなが大おおきいと、誰だれかと向むかい合あって話はなすときも、お茶ちゃの水みず博士はかせは、自じ分ぶんの鼻はなしか見みえないはずだ。相あい手ても、博士はかせの鼻はなしか見みえないだろう。会かい話わでは、相あい手ての目めを見みて話はなすことが大たい切せつといわれるが、どちらもそれは不ふ可か能のう。お互たがいの表ひょう情じょうさえわからないまま、会かい話わを続つづけるしかないと思おもわれる。うまくコミュニケーションできるか、とっても心しん配ぱい……。




◆鼻はなの構こう造ぞうを探さぐる！

　この鼻はな、構こう造ぞうはどうなっているのだろう？

　ヒトの鼻はなは、眉み間けんから鼻はなの先せん端たんにかけての「鼻はな筋すじ」と、鼻はなの穴あなの外がい壁へきになっている「小こ鼻ばな」で構こう成せいされる。

　博士はかせの鼻はなをよくよく観かん察さつすると、おおっ、小こ鼻ばなの大おおきさは常じょう人じんとほとんど変かわらない。ならば、鼻はなの穴あなの大おおきさも一いっ般ぱん人じんと同おなじと考かんがえていいだろう。

　ということは、あの巨きょ大だいな鼻はなは、ほぼすべてが鼻はな筋すじで、その内ない部ぶに空くう洞どうはほとんどないことになる。人にん間げんの鼻はな筋すじは、骨ほねと皮ひ膚ふと脂し肪ぼうでできている。その骨ほねはたいへん薄うすいから、つまり博士はかせの鼻はなはほとんどが脂し肪ぼう。早はやい話はなしが、お茶ちゃの水みず博士はかせは「鼻はながとっても太ふとった方かた」なのだ。

　こうなると、重じゅう量りょうもハンパではないはずだ。長ちょう径けい35cm、短たん径けい22cmのラグビーボール状じょうの脂し肪ぼうの重おもさを計けい算さんしてみると……うわっ、８・３kg。２Ｌ入いりのペットボトル４本ほん分ぶんである！

　こんな重おもいモノが顔かおについていたら、日ひ々びの暮くらしが大たい変へんだ。正しょう面めんを向むいているだけで、首くびから背せ中なかにかけての筋きん肉にくに大おおきな負ふ荷かがかかり、重じゅう篤とくな肩かた凝こりに悩なやまされるだろう。散さん歩ぽをしていても、ついつい顔かおを下したに向むけたくなる。すれ違ちがう人ひとに、何なにをそんなにガッカリしているのかと、心しん配ぱいされてしまうかも。





◆食たべても寝ねても疲つかれる！



　この巨きょ大だいな鼻はなを24時じ間かん３６５日にち、顔かおにくっつけている博士はかせには、どんな日にち常じょうが待まっているのだろうか。

　まず食しょく事じ中ちゅうは、テーブルのどこに何なにがあるかさえわからない。鏡かがみなどを見みながら、食しょっ器きをなんとか手てに取とれても、そのあとが大たい変へんだ。たとえば牛ぎゅう乳にゅうは、普ふ通つうはカップを傾かたむけて飲のむが、博士はかせの場ば合あいはそれができない。巨きょ大だいな鼻はながカップの傾かたむきを阻はばんでしまうから、自じ分ぶんの頭あたま全ぜん体たいをグ～ッとのけぞらせるしかない。

　それはすなわち、顔かおについた８・３kgの物ぶっ体たいを、首くびと背せ筋すじの力ちからで頭ず上じょうまで持もち上あげるということだ。しかも、１回かいの食しょく事じで、このキツイ動どう作さを何なん度ども何なん度どもやらねばならないだろう。食たべ終おえる頃ころには、激はげしい運うん動どうのせいでお腹なかがすいているかもしれない。

　何なによりも気きをつけていただきたい、と筆ひっ者しゃが思おもうのは、お風ふ呂ろである。

　お湯ゆのなかでリラックスし、首くびの力ちからを抜ぬこうものなら、たちまち顔がん面めんが水すい没ぼつして窒ちっ息そくしてしまう。１日にちの疲つかれを癒いやす入にゅう浴よくこそ、お茶ちゃの水みず博士はかせにとっては最さい大だいに緊きん張ちょうする一いっ瞬しゅんとなる。

　さらに就しゅう寝しん中ちゅうも、仰あお向むけでは鼻はなが重おもくて寝ねられたものではない。

　その結けっ果か、博士はかせは横よこ向むきに寝ねることになるが、人にん間げんは同おなじ姿し勢せいを続つづけると疲つかれてくる。だから、一ひと晩ばんに何なん度ども寝ね返がえりを打うつのだ。その寝ね返がえりが、博士はかせには至し難なんの業わざ。ペットボトル４本ほん分ぶんの重じゅう量りょう物ぶつを顔がん面めんに固こ定ていしていては、寝ね返がえりなど容よう易いに打うてず、無む理りに打うつと体たい力りょくを消しょう耗もうして、たっぷり眠ねむれば眠ねむるほど、疲ひ労ろうは深ふかくなっていく……。

　いやはや、想そう像ぞうすればするほど大たい変へんだ。こんな博士はかせがのんびり暮くらすには、アクアラングをつけて水すい中ちゅうで生せい活かつするか、無む重じゅう力りょくの宇う宙ちゅうに住じゅう居きょを構かまえるか……。鼻はなが大おおきいというだけで、これほどの艱かん難なん辛しん苦くが待まち受うけるとは思おもいませんでした。
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　厚こう生せい労ろう働どう省しょうの「人じん口こう動どう態たい統とう計けい月げっ報ぽう年ねん計けい」（平へい成せい25年ねん）によれば、日に本ほん人じんの死し因いんの第だい１位いは「ガン」で、全ぜん体たいの29％を占しめている。続つづいて「心しん臓ぞう病びょう」が16％、「肺はい炎えん」が10％、「脳のう卒そっ中ちゅう」が９％……。日に本ほん人じんの10人にんに６人にんは、これら４つのどれかで亡なくなるのだ。

　それらに比くらべて、びっくりするほど珍めずらしい死しに方かたをしたのが、『るろうに剣けん心しん』の志し々し雄お真実まことである。功こう名みょう心しんや支し配はい欲よくにかられて人ひとを斬きりまくる男おとこで、主しゅ人じん公こう・緋ひ村むら剣けん心しんとは、生いき方かたも剣けんの使つかい方かたも対たい極きょくにある強きょう敵てきだ。

　その死しに方かたを紹しょう介かいする前まえに、背はい景けいを説せつ明めいしよう。強つよすぎる野や心しんを仲なか間まに警けい戒かいされた志し々し雄おは、不ふ意い討うちに遭あって体からだに油あぶらをかけられ、火ひをつけられた。大おおヤケドを負おいながらも命いのちを取とりとめた彼かれは、資し金きんと兵へい力りょくを集あつめて、政せい府ふを相あい手てとする復ふく讐しゅう戦せん争そうを企くわだてる。だが、ヤケドによって全ぜん身しんの汗かん腺せんを破は壊かいされてしまったため、平へい常じょうから体たい温おんが高たかく、医い師しに「全ぜん力りょく運うん動どうは15分ふんまで」と制せい限げんされていた。

　というわけで、いよいよ死しに方かたです。ついに迎むかえた最さい終しゅう決けっ戦せん、志し々し雄おと剣けん心しんたちとの死し闘とうは15分ふんを超こえた。すると、志し々し雄おの体からだの脂あぶらと燐りん分ぶんが自し然ぜん発はっ火か！　全ぜん身しんから上あがる劫ごう火かにその身みを焼やかれ、彼かれは息いき絶たえてしまったのであった。う～む、すごい。法ほう医い学がく者しゃが死し亡ぼう診しん断だん書しょに何なんと書かくのか、困こまりそうな死しに方かたですな。

　吞のん気きな心しん配ぱいをしている場ば合あいではない。モノスゴク凄せい絶ぜつな最さい期ごだと思おもうが、こういう現げん象しょうは実じっ際さいに起おこり得えるのだろうか？





◆「体たい温おんが上じょう昇しょうして発はっ火か」は正ただしいか？



　人にん間げんの平へい熱ねつは、36・５℃くらいだ。これが42℃を超こえると、呼こ吸きゅうや消しょう化かなどの生せい命めい活かつ動どうを進すすめる酵こう素そがうまく働はたらかなくなり、命いのちが危あぶなくなる。だから人にん間げんの体からだは、運うん動どうなどをして体たい温おんが上あがると、汗あせを流ながす。汗あせが蒸じょう発はつするときに体からだから熱ねつを奪うばうことを利り用ようして、体たい温おんを下さげるのだ。よくできていますなあ。

　ところが、汗かん腺せんを破は壊かいされた志し々し雄おは、これができなくなっていた。劇げき中ちゅうの医い師しが「全ぜん力りょく運うん動どうは15分ふんまで」と釘くぎを刺さしていたのは、激はげしい運うん動どうを続つづけると体たい温おんが危き険けんな領りょう域いきにまで上あがってしまうからだ。

　そんなカラダで、志し々し雄おは激はげしすぎるほどに戦たたかった。剣けん心しんを火か薬やくでふっ飛とばし、斎さい藤とう一はじめ、相楽さがら左さ之の助すけ、四し乃の森もり蒼あお紫しを続つづけざまに倒たおす。剣けん心しんが再ふたたび立たち上あがったところで、すでに15分ふんが経たっていた。そこから剣けん心しんと壮そう絶ぜつに斬きり合あい、トドメの一いち撃げきを見み舞まおうとした瞬しゅん間かん、全ぜん身しんが炎えん上じょうしたのである。

　確たしかに、医い者しゃにも止とめられていたし、体たい温おんが上あがると命いのちが危き険けんなのはわかる。だが、体からだが発はっ火か炎えん上じょうするほど体たい温おんが上あがるとは、オドロキではないか。そうなった理り由ゆうについて、志し々し雄おの配はい下か・佐さ渡ど島じま方ほう治じは「異い常じょう高こう温おんが自じ分ぶんの脂あぶらと燐りん分ぶんを燃もやした」と説せつ明めいしていたが、これはどうなのだろう？

　人にん間げんの体たい内ないに、脂あぶらは「体たい脂し肪ぼう」などの形かたちで含ふくまれる。体からだの引ひき締しまった志し々し雄おでも、脂し肪ぼうは体たい重じゅうの10％近ちかくあるはずだ。また、リンも骨ほねや歯はや細さい胞ぼう膜まくなどに含ふくまれている。実じつは、リンは人じん体たいで５番ばん目めに多おおい元げん素そであり、その割わり合あいは体たい重じゅうの１％ほどもある。

　脂し肪ぼうやリンは、確たしかに燃もえる物ぶっ質しつだ。一いっ定ていの温おん度どより高たかくなれば、火ひの気けがなくても、周しゅう囲いの酸さん素そと反はん応のうして、炎ほのおを上あげる。マッチの発はっ火か薬やくにはリンが含ふくまれているし、科か学がく的てきに実じっ証しょうされていないが、墓はか場ばでユラユラ燃もえると伝つたえられる人ひと魂だまも、埋まい葬そうされた人ひとの体からだに含ふくまれていたリンが、夏なつの暑あつい夜よる、温おん度どが上あがって燃もえているのではないかとする説せつがある。

　また、脂し肪ぼうと同おなじ油ゆ脂しの仲なか間まであるディーゼル燃ねん料りょうも、温おん度どが上あがることで燃ねん焼しょうし、バスやトラックを動うごかしている。

　このような事じ実じつに照てらせば、体たい温おんが上あがりすぎると、体たい内ないの脂し肪ぼうやリンが燃もえ上あがっても不ふ思し議ぎではないと思おもわれる。





◆志し々し雄おの体たい温おんは２６０℃に!?



　だとしても、脂あぶらとリンが燃もえたからには、これらが発はっ火かする温おん度どにまで、志し々し雄おの体たい温おんは上じょう昇しょうしたことになる。それはいったい何なん℃なのだろうか。

　発はっ火かとは、空くう気きが充じゅう分ぶんにあるとき、物ぶっ質しつが一いっ定ていの温おん度どを超こえると、火ひの気けがなくても燃もえ始はじめる現げん象しょうのことだ。その温おん度どを「発はっ火か点てん」といい、物ぶっ質しつによって異ことなる。

　脂あぶらの発はっ火か点てんは、ディーゼル燃ねん料りょうでは２２５℃だが、人じん体たいに含ふくまれる動どう物ぶつ性せい油ゆ脂しの場ば合あいは４００℃と高たかい。また、リンには赤せきリン、黄おうリン、白はくリンといろいろな種しゅ類るいがあるが、志し々し雄おが置おかれた条じょう件けんから考かんがえると、彼かれの体たい内ないで燃もえたのは赤せきリンだった可か能のう性せいが高たかい。その発はっ火か点てんは２６０℃である。

　ここから考かんがえると、志し々し雄おの体からだには次つぎのことが起おこったのではないだろうか。

　①体たい温おんが２６０℃に上じょう昇しょう、②赤せきリンが発はっ火か、③その「火ひの気け」によって脂あぶらも燃もえた。

　つまり、志し々し雄おは体たい温おんが２６０℃に上あがったから、炎えん上じょうしたわけだ。おお、科か学がく的てきにナットクできましたな～。
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◆そんな運うん動どうしたら、誰だれでも死しぬ！



　いやいや、そう簡かん単たんにナットクしてはいかんだろう。

　たとえ汗かん腺せんが破は壊かいされていようとも、体たい温おん２６０℃とは、あまりにも異い常じょうだ。どれほど激はげしい運うん動どうをすれば、体たい温おんがそこまで上あがるのか。

　これは「志し々し雄おの体たい内ないで、どれだけの熱ねつが発はっ生せいしたか」から推すい測そくできる。まず、志し々し雄おの体たい重じゅうは59kgだという。そして、志し々し雄おの額ひたいに手てを当あてた方ほう治じは、熱あつさに驚おどろいたが、ヤケドはしなかった。ここから、志し々し雄おの普ふ段だんの体たい温おんを50℃と考かんがえよう。これが２６０℃に上あがったということは、体たい温おんが２１０℃も上あがったことになる。以い上じょうから計けい算さんすると、志し々し雄おの体たい内ないで発はっ生せいした熱ねつは１万まん３００キロカロリーになる。

　また、人にん間げんが運うん動どうするとき、体たい内ないの栄えい養よう分ぶんから生うみ出だしたエネルギーは、45％が筋きん肉にくを動うごかすのに使つかわれ、55％が熱ねつに変かわる。その熱ねつが１万まん３００キロカロリーということは、運うん動どうに使つかわれたエネルギーは、８４００キロカロリーということになる。

　では、それは具ぐ体たい的てきに、どんな運うん動どうなのか。志し々し雄おが20分ぷんくらい戦たたかっていたと考かんがえると、その時じ間かん歩あるき続つづけた場ば合あいの消しょう費ひエネルギーは60キロカロリーほど。自じ転てん車しゃを漕こぎ続つづけたとしても１５０キロカロリーくらいである。８４００キロカロリーには全ぜん然ぜん足たりない。

　８４００キロカロリーを20分ぷんで消しょう費ひするような運うん動どうとは、たとえば「志し々し雄おは３２０ｍ彼方かなたから、１秒びょうで走はしってくるような激はげしい運うん動どうをした。しかもそれを20分ぷん間かん、休やすみなく」というものだ。走はしる距きょ離りの合ごう計けいは38万まん４千せんｍになる！

　暴あばれすぎだ！　そんなに激はげしい運うん動どうをしたら、汗かん腺せんがあったってなくたって、間ま違ちがいなく死しぬって！

　それほどの激げき闘とうを続つづけながら、体たい温おんが２６０℃になるまでは死しななかった志し々し雄お真実まこと。このヒト、本ほん当とうにすごいんだなあ。

　筆ひっ者しゃが思おもうに、志し々し雄おは体たい温おんが１００℃ぐらいに上あがった時じ点てんで、剣けん心しんに抱だきつけばよかったのではないか。これには、いかに人ひと斬きり抜ばっ刀とう斎さいでも耐たえられず、志し々し雄おは命いのちを失うしなわずに勝しょう利りできた可か能のう性せいがある。

　そのうえ改あらためて思おもい知しらされるのは、こんなヤツと戦たたかって、勝かった剣けん心しんの強つよさである。敵てきも味み方かたも、恐おそるべき男おとこたちでござるよ。
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　マリオの初はつ登とう場じょうは１９８１年ねん、『ドンキーコング』というゲームだった。その数すう年ねん後ごにはファミコン版ばんの『スーパーマリオブラザーズ』が出でて、大だいヒット。以い来らい、マリオはさまざまなゲームに登とう場じょうし続つづけ、いまや「世せ界かいでいちばん有ゆう名めいなゲームキャラクター」として、ギネスブックにも載のっている。日に本ほんが世せ界かいに誇ほこれるヒゲおじさんなのだ。

　彼かれの特とく徴ちょうは、小こ太ぶとりで、鼻はなが大おおきく、ヒゲを生はやしている……などいくつもあるが、筆ひっ者しゃが大だい好すきだったのは「キノコを食たべると巨きょ大だい化かする」こと。ゲームによって、巨きょ大だい化かにもいろいろなバージョンがあるが、『スーパーマリオブラザーズ』の画が面めんで計はかったところ、キノコを食たべると、それまでのジャスト２倍ばいに巨きょ大だい化かしていた。

　普ふ段だんのマリオの身しん長ちょうは１ｍ55cmらしいが、やや小こ太ぶとりだから体たい重じゅうは80kgと考かんがえよう。すると、巨きょ大だいなスーパーマリオは、身しん長ちょう３ｍ10cm。縦たても横よこも高たかさも２倍ばいとなるから、体たい重じゅうは８倍ばいとなって、６４０kg！　驚きょう異いの大だい巨きょ漢かんである。

　しかし、キノコを食たべて、２倍ばいに巨きょ大だい化か。そんなことがあり得えるのだろうか？





◆キノコには栄えい養ようがない！



　人にん間げんが巨きょ大だい化かしたからといって、それ自じ体たいは驚おどろくことではない。

　あなたも私わたしも、生うまれたときは身しん長ちょうが50cmしかなかった。身しん長ちょうが１５０cmになった時じ点てんで、そこから３倍ばいに巨きょ大だい化かするのだから、拡かく大だい率りつはマリオ以い上じょう。われわれとマリオの違ちがいは、巨きょ大だい化かのスピードだけである。

　とはいえ、そのスピードが尋じん常じょうではない。身しん長ちょう50cmで生うまれた子こどもが、２倍ばいの１ｍになるのは４歳さい前ぜん後ご。通つう常じょうは４年ねんもかかる２倍ばいへの巨きょ大だい化かが、マリオの場ば合あいは軽かろやかな効こう果か音おんとともに、瞬しゅん時じに起おこるのだから。

　生せい物ぶつの活かつ動どうや成せい長ちょうは、さまざまな生せい化か学がく反はん応のうの連つらなりだ。生せい化か学がく反はん応のうとは、生せい物ぶつの体からだのなかに含ふくまれる物ぶっ質しつが変へん化かを起おこすことで、「酵こう素そ」という物ぶっ質しつによってコントロールされる。マリオの場ば合あいは、ゲームに登とう場じょうするキノコに、生せい物ぶつの成せい長ちょう速そく度どを驚きょう異い的てきに速はやめる酵こう素そが含ふくまれている……と考かんがえるしかないでしょうなあ。

　それでも、成せい長ちょうするには栄えい養よう分ぶんが必ひつ要ようだ。キノコ１本ぽんに、身しん長ちょうが２倍ばいにも成せい長ちょうできる栄えい養よう分ぶんが含ふくまれているのだろうか。

　たとえば、シイタケの栄えい養よう価か（体からだを動うごかすエネルギー）は、１００ｇあたり18キロカロリーしかない。最もっとも少すくないのはマッシュルームで、わずかに11キロカロリー。ご飯はんが同おなじ重おもさあたり１５０キロカロリー、牛ぎゅうロース肉にくが２００キロカロリーだから、キノコはケタ違ちがいに低ひくい。『糖とう尿にょう病びょう食しょく事じ療りょう法ほうのための食しょく品ひん交こう換かん表ひょう　第だい５版はん』（日に本ほん糖とう尿にょう病びょう協きょう会かい／文ぶん光こう堂どう　１９９３年ねん）という本ほんは、糖とう尿にょう病びょうの患かん者じゃに食しょく事じの量りょうを制せい限げんするように指し導どうしているが、この本ほんにさえ「海かい草そう、きのこ、こんにゃくには食たべる量りょうの制せい限げんはありません」と書かかれている（同どう書しょ70ページ）。

　もちろん、栄えい養よう価かが低ひくいからといって、体からだに悪わるいわけではない。キノコはビタミン[image: ]やビタミンＤが豊ほう富ふで、食しょく物もつ繊せん維いもたくさん含ふくまれている。体からだにいい食たべ物ものなのだ。特とくに食しょく物もつ繊せん維いは、ダイエットにも効こう果かがあり……ええっ、ダイエット!?　これから巨きょ大だい化かしようというのに、ヤセてどーする!?





◆わあ、キノコ代だいで破は産さんだあ！



　幸さいわいなことに、キノコにはタンパク質しつが含ふくまれている。シイタケ１００ｇあたり３ｇほどだ。タンパク質しつは、生せい物ぶつの体からだを作つくる重じゅう要ような物ぶっ質しつ。人じん体たいは65％が水みずでできているが、残のこり35％のうち20％はタンパク質しつだ。

　つまりキノコを食たべれば、栄えい養よう価かは少すくなくても、体からだを大おおきくすることはできるはず。体たい重じゅう80kgのマリオが６４０kgのスーパーマリオになると、体たい重じゅうは５６０kg増ふえる。そのうち１１２kgがタンパク質しつだ。巨きょ大だい化かキノコがシイタケと同おなじ１００ｇあたり３ｇのタンパク質しつを含がん有ゆうしているとすれば、スーパーキノコは、重おもさが実じつに３・７ｔもあることになる！

　あのキノコ、そんなに重おもかったの？　ゲームの画が面めんでマリオの身しん長ちょうと比ひ較かくすると、スーパーキノコの直ちょっ径けいは２・７ｍもある。家いえの冷れい蔵ぞう庫こからシイタケを取とり出だして計はかってみると、傘かさの直ちょっ径けいは６cmで、重おもさは18ｇ。このシイタケを単たん純じゅんにスーパーキノコの大おおきさに拡かく大だいすると、重おもさは１・６ｔになる。スーパーキノコは、シイタケを拡かく大だいしたときより、傘かさも厚あつく、軸じくも太ふといから、確たしかにそのぐらいの重じゅう量りょうはあるかも……。

　などと納なっ得とくしながらも、３・７ｔのキノコというモノは容よう易いに想そう像ぞうできないので、代かわりにシイタケを食たべる場ば合あいを考かんがえよう。自じ宅たくにあったシイタケは１本ぽん18ｇだから、３・７ｔとは21万まん個こ！　６個こ入いりで１３８円えんだったので、21万まん個こでは３万まん５千せんパック。金きん額がくにして４８３万まん円えんになる。もひ～、高たかい！

　こうなると、食たべるマリオも大たい変へんだが、食くわれるほうのキノコも気きの毒どくだ。シイタケは、徳とく島しま、岩いわ手て、北ほっ海かい道どうなどで、１年ねんに７万まんｔ以い上じょうも採とれるからまだマシだが、これが国こく産さんマツタケだったら、もう大たい変へん。２０１１年ねんの生せい産さん高だかは、全ぜん国こくの合ごう計けいでわずかに36ｔ。マリオが９回かい巨きょ大だい化かしただけで、食たべ尽つくされてしまうのだ。ゲーム１回かいで、日に本ほん中じゅうのマツタケがスッカラカン！　その価か格かくは18億おく円えん！





◆巨きょ大だい化かする必ひつ要ようがあるのか



　マリオの巨きょ大だい化かを現げん実じつ的てきに考かんがえると、莫ばく大だいなキノコ代だいがかかるという意い外がいな話はなしになってきたが、筆ひっ者しゃはそもそも疑ぎ問もんである。この人ひと、巨きょ大だい化かする必ひつ要ようがあるのだろうか？

　マリオがレンガの下したでジャンプして頭あたまをぶつけると、レンガは高たかさの半はん分ぶんほど持もち上あがる。レンガの縦たてと横よこは、マリオの身しん長ちょうと同おなじだから１ｍ55cm。もし奥おく行ゆきも同おなじとすれば、このレンガ、なんと６・３ｔもの重おもさがあることになる。そんな物ぶっ体たいが77・５cmも跳とび上あがったということは、マリオは実じつに時じ速そく１１００kmでぶつかったハズ……という計けい算さんになってしまう。レンガがないところで同おなじジャンプをすれば、マリオはぐんぐん上じょう昇しょうしていって、到とう達たつ高こう度どはなんと５千せんｍ。富ふ士じ山さんを楽らく々らくと跳とび越こせるジャンプ力りょくだあ！

　こんなに強つよいヒト、わざわざ巨きょ大だい化かしなくたって、充じゅう分ぶんに強つよいと思おもう。それでもなお巨きょ大だい化かするのだから、鬼おにに金かな棒ぼう、マリオにキノコ。火ひを吹ふくクッパ大だい王おうを倒たおせるのも、当とう然ぜんかも。
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　仕し事ごと柄がら、新しん幹かん線せんに乗のることが多おおいのだが、あれは乗のるたびに胸むねが躍おどるスバラシイ列れっ車しゃですなあ。時じ速そく３００km前ぜん後ごのすごいスピードで走はしり、乗のり心地ごこちもよく、大おおきな事じ故こを起おこしたこともない。開かい業ぎょうした50年ねん前まえには「夢ゆめの超ちょう特とっ急きゅう」と呼よばれていたが、筆ひっ者しゃはいまでもそう思おもっている。

　そんな新しん幹かん線せんが、なんとロボットに変へん身しんするアニメがあった。１９９０年ねん代だいの終おわりに放ほう送そうされた『超ちょう特とっ急きゅうヒカリアン』というアニメで、暗あん黒こくブラッチャー星せん人じんが事じ件けんを起おこすと、普ふ段だんは乗じょう客きゃくを運はこんでいる新しん幹かん線せんが、戦たたかうロボットに変へん身しんするのだ。おお～っ、立たち上あがれ新しん幹かん線せん！　戦たたかえ、正せい義ぎのために！

　いやいや、新しん幹かん線せんが立たち上あがったり、正せい義ぎのために戦たたかったりしたらマズイだろう。その直ちょく前ぜんまで、普ふ通つうに乗じょう客きゃくを乗のせていたのだ。ヒカリアンが出しゅつ動どうすると、乗のっているお客きゃくさんはどうなってしまうのか!?　本ほん稿こうではこの問もん題だいを科か学がく的てきに心しん配ぱいしたい。





◆先せん端たん部ぶがパカッと外はずれたら？



　このアニメの主しゅ人じん公こうは、３００系けい新しん幹かん線せんからロボットに変へん身しんする「ヒカリアンのぞみ」。放ほう送そう当とう時じは、まだＮエヌ７００系けいなどは開かい発はつされていなかったのだ。時じ代だいを感かんじますなあ。

　ヒカリアンには他ほかに、１００系けいのひかり隊たい長ちょう、２００系けいのやまびこ、４００系けいのつばさ、５００系けいのウエスト、０系けいのこだ爺じいなどがいるが、いずれも宇う宙ちゅうから来きたヒカリアン星せい人じんが新しん幹かん線せんと合がっ体たいした姿すがた。暗あん黒こくブラッチャー星せい人じんと戦たたかいながらも、通つう常じょうはＪＲの線せん路ろを他ほかの電でん車しゃといっしょに走はしっている。だから厳げん密みつにいえば、彼かれらはわれわれが利り用ようしている東とう海かい道どう新しん幹かん線せんなどの車しゃ両りょうと同おなじではないのだが、お客きゃくさんを乗のせて走はしっている以い上じょう、突とつ然ぜんロボットに変へん身しんしちゃったら、やっぱり無ぶ事じでは済すまないはずだ。

　ヒカリアンの変へん身しんは、こんなふうに行おこなわれる。まず先せん頭とう車しゃ両りょうの先せん端たんが、運うん転てん席せきと客きゃく室しつの境さかい目めあたりから分ぶん離りして、「ヒカリア～ン、チェンジ！」と叫さけぶと、運うん転てん席せきの窓まどが上あがってつぶらな瞳ひとみが現あらわれる。続つづいて左さ右ゆうのドアから腕うでが出でて、車しゃ体たいの底そこからは足あしが生はえて、見み事ごとなロボットになる。ところが、その体からだは小しょう学がく生せいくらいの大おおきさ！　ビックリするが、とにかくこれで変へん身しん完かん了りょうだ。

　おお、ロボットとして立たち上あがるのは、運うん転てん席せきの部ぶ分ぶんだけ。お客きゃくさんを乗のせたまま立たち上あがったり、敵てきと戦たたかったりするわけではないのだ。よかったよかった。

　などと胸むねをなでおろしている場ば合あいなのか。ヒカリアンは走はしりながら変へん身しんしたりしていたが、走そう行こう中ちゅうに車しゃ両りょうの先せん端たん部ぶがパカッと外はずれたら、大たい変へんなことになる。

　新しん幹かん線せんは、先せん頭とうが流りゅう線せん型けいだからこそ、空くう気き抵てい抗こうが少すくなくなり、同どう時じに車しゃ体たいを線せん路ろに押おしつける力ちからが働はたらいて、時じ速そく３００kmもの超ちょうスピード運うん行こうできるのだ。なのに、大だい事じな流りゅう線せん型けいの部ぶ分ぶんが、突とつ然ぜんなくなってしまったら、残のこされた車しゃ両りょうにはすさまじい勢いきおいで空くう気きがぶつかってくる！

　その空くう気きがブレーキとなり、車しゃ両りょうは急きゅう減げん速そく。中なかの乗じょう客きゃくは前ぜん方ぽうに投なげ出だされる。それだけでは済すまず、おそらく車しゃ体たいが浮うき上あがって脱だっ線せんするだろう。時じ速そく３００kmで走はしる新しん幹かん線せんが脱だっ線せんしたら、どれほどの大だい惨さん事じになることか……。





◆それだけはやらないで！



　アニメの画が面めんを細こまかく観かん察さつすると、さらに心しん配ぱいなことがある。あまり目め立だたないが、分ぶん離りしたロボット・ヒカリアンには、車しゃ輪りんがついているのだ。

　新しん幹かん線せんの各かく車しゃ両りょうの前ぜん後ごには、４個こ１組くみの車しゃ輪りんがある。先せん頭とう車しゃ両りょうでは、そのうち１組くみがちょうど運うん転てん席せきの下したに位い置ちしているから、ヒカリアンは分ぶん離りの際さいに、この車しゃ輪りんを持もっていくということだろう。それはものすごくマズイ！

　２組くみしかない車しゃ輪りんの１組くみを持もっていかれたら、残のこる車しゃ両りょうは当とう然ぜん、地じ面めんにゴトッと落おちる。しかも、それは16両りょう編へん成せいのいちばん先せん頭とう部ぶ分ぶん。車しゃ体たいはつんのめり、各かく車しゃ両りょうモツレ合あって脱だっ線せん転てん覆ぷく。車しゃ両りょうはメチャメチャに壊こわれて、たぶん生せい存ぞん者しゃナシ……。新しん幹かん線せんのような、多た数すうの車しゃ両りょうを連れん結けつさせて高こう速そく走そう行こうする交こう通つう機き関かんがいちばん起おこしてはならない事じ故こだ。

　こうなってしまう原げん因いんは、ヒカリアンの分ぶん離りの仕し方かたにある。新しん幹かん線せんに限かぎらず電でん車しゃというものは、車しゃ輪りんとモーターがついた「台だい車しゃ」の上うえに、運うん転てん席せきや客きゃく席せきのある「車しゃ体たい」が乗のっかるという構こう造ぞうになっている。運うん転てん席せきが分ぶん離りするのもどうかと思おもうが、百ひゃっ歩ぽ譲ゆずってそれは仕し方かたがないとしても、どうか台だい車しゃだけは残のこしていってもらいたい。

　だいたい、ヒカリアンは空そらが飛とべるし、地ち上じょうでも２本ほん足あしで行こう動どうする。車しゃ輪りんはどうせ使つかわないのだから、お願ねがい、持もっていかないで！
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◆戦たたかうなら３分ぷん以い内ないで！



　新しん幹かん線せんの最さい大だいの利り点てんはスピードだ。だからこそ高こう速そく走そう行こう中ちゅうに変へん身しんすると大だい惨さん事じになってしまう。もちろん、ヒカリアンはいつも走はしりながら分ぶん離り＆変へん身しんしていたわけではない。暗あん黒こくブラッチャー星せい人じんの悪あく事じに気きづいて線せん路ろ上じょうに停てい車しゃし、そこから先せん端たん部ぶが分ぶん離りして変へん身しんしていたことのほうが多おおかった。

　だが、それはそれでどうなのか。劇げき中ちゅうでも、ヒカリアンがロボットとなって敵てきと戦たたかっているあいだ、運うん転てん席せきを失うしなった車しゃ両りょうはその場ばに停とまり続つづけていた。乗じょう客きゃくが「いったい何なにが起おこっているんだ!?」と戸と惑まどったりしていたから、どうもヒカリアンは車しゃ内ない放ほう送そうで事じ情じょうを説せつ明めいすることもなく、車しゃ両りょうを置おき去ざりにしていたようだ。乗じょう客きゃくサービスの面めんで、非ひ常じょうに問もん題だいである。

　しかも、そんなことをすると、すぐに次つぎの電でん車しゃがやってくる！　新しん幹かん線せんの線せん路ろは、駅えきを離はなれると上じょう下げ線せんとも１本ぽんずつになるから、後こう続ぞくの新しん幹かん線せんは同おなじ線せん路ろを走はしってくるのだ。

　手て元もとの時じ刻こく表ひょうを調しらべると、たとえば午ご後ご６時じ台だいに新しん横よこ浜はま駅えきに到とう着ちゃくする下くだり新しん幹かん線せんは、06分ぷんのぞみ、09分ふんのぞみ、15分ふんこだま、19分ふんのぞみ、22分ふんひかり、29分ふんのぞみ、32分ふんのぞみ……。最さい短たんだと、なんと３分ぷんおきである。

　新しん幹かん線せんにはＡＴＣ（自じ動どう列れっ車しゃ制せい御ぎょ装そう置ち）がついているから衝しょう突とつは免まぬがれるだろうが、列れっ車しゃ１本ぽんが停とまれば、後こう続ぞく列れっ車しゃもすべてストップしてしまう。日に本ほんの大だい動どう脈みゃくは大だい混こん乱らん！

　正せい義ぎの味み方かたヒカリアンは、暗あん黒こくブラッチャーと戦たたかうなら、３分ぷん以い内ないにしていただきたい。そうでなければ、平へい和わは守まもれても、ダイヤが守まもれないという、列れっ車しゃヒーローとしてはどうなんだという話はなしになっちゃうぞ。
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『キャプテン翼つばさ』を見みてサッカーを始はじめた人ひとは、世せ界かい中じゅうにたくさんいるという。これは本ほん当とうにすごいことだ。筆ひっ者しゃもモノ書かきの端はしくれだから実じっ感かんするのだが、自じ分ぶんが作つくったものを、生うまれ育そだった環かん境きょうの違ちがう人ひと々びとにも楽たのしんでもらうのは、並なみ大たい抵ていのことではない。

　そんな『キャプ翼つば』の表ひょう現げんで忘わすれられないのが、翼つばさくんがドリブルしながらコートを走はしっていくと、やがて地ち平へい線せんの向むこうからゴールが見みえてくる……というシーンだ。コートがどんだけ広ひろいんだ!?

　世せ界かいの少しょう年ねん少しょう女じょがこれを見みて「ミステリアス！」と思おもったか、「トレビアン！」と喜よろこんだか、「ボールはアミーゴ！」と感かん動どうしたか、そのへんも気きになるところだが、筆ひっ者しゃとしては科か学がく的てきに考かんがえたい。地ち平へい線せんの向むこうからゴールが見みえてくるようなサッカーコートとは、いったいどれほどの広ひろさなのか？





◆ゴール目もく前ぜんで、試し合あい終しゅう了りょう！



　サッカーコートの大おおきさは、たとえば少しょう年ねんサッカー用ようは「縦たてが66～78ｍ、横よこが48～54ｍ」というように、大おおまかに決きめられている。厳げん格かくに決きまっているのはワールドカップのフィールドで、縦たて１０５ｍ、横よこ68ｍだ。改あらためて言いうまでもないが、こうした普ふ通つうのサッカーコートで、相あい手てゴールが地ち平へい線せんの彼方かなたに隠かくれることはない。

　もちろん「ドリブルすると、ゴールが見みえてきた」というシーンは、翼つばさくんの「勝しょう利りはすぐそこだ！」という昂こう揚よう感かんなどを表ひょう現げんした、作さく品ひん上じょうの「演えん出しゅつ」なのだろう。いくら科か学がくバカの筆ひっ者しゃでも、そのぐらいはわかるぞ。『キャプ翼つば』には、翼つばさくんが１分ぷん以い上じょうドリブルしながら走はしるシーンもあったが、それもまた試し合あいの展てん開かいや、翼つばさくんの心しん理りを丁てい寧ねいに描えがくための演えん出しゅつに違ちがいない。世せ界かいの人ひと々びとに影えい響きょうを与あたえた作さく品ひんなのだから、少しょう々しょうの演えん出しゅつで驚おどろいてはいかんのだ。

　だが、だからこそ考かんがえてみたい。これらのシーンは、どれほど大だい胆たんな演えん出しゅつなのか。

　まず、翼つばさくんがドリブルしながら走はしっていくと、地ち平へい線せんの向むこうからゴールが見みえてくる……というシーン。そのフィールドの広ひろさはいかほどということになるのか？

　少しょう年ねんサッカーのゴールの高たかさは２ｍ。翼つばさくんの目めの高たかさを１・４ｍと仮か定ていし、翼つばさくんから見みて、ゴールが地ち平へい線せんの向むこうに隠かくれる距きょ離りを計けい算さんしてみると、うおっ、９・３kmだ！

　これはモーレツに遠とおい。多おおくの学がっ校こうにある１周しゅう２００ｍのグラウンドを46周しゅうする距きょ離り。翼つばさくんが１万まんｍの世せ界かい記き録ろく（26分ぷん17秒びょう５３）と同おなじペースでドリブルしたとしても、ゴール前まえに着つくのは24分ぷん23秒びょう後ご。少しょう年ねんサッカーは前ぜん半はん後こう半はんそれぞれ20分ぷんだから、試し合あいが終おわってしまう！





◆まさか清し水みず市しの全ぜん域いきがサッカー場じょう!?



　だが、翼つばさくんの実じつ力りょくを考かんがえれば、彼かれにはこれぐらいの広こう大だいなサッカー場じょうが必ひつ要ようかもしれない。

　翼つばさくんは小しょう学がく６年ねん生せいのときに、南なん葛かつ小しょうチームを率ひきいて全ぜん国こく少しょう年ねんサッカー大たい会かいで優ゆう勝しょうした。決けっ勝しょう戦せんで勝しょう利りを決きめた彼かれのシュートは、なんとボールがゴールのネットを突つき破やぶり、上じょう空くう２００ｍにまで上じょう昇しょうした！

　これに必ひつ要ようなシュートの速そく度どを計けい算さんすると、時じ速そく１万まん５千せんkm＝マッハ12・３になる。ライフルの弾だん丸がんの速そく度どがマッハ３だから、その４倍ばいも速はやい。ボールの破は壊かい力りょくは、１ｔの乗じょう用よう車しゃが時じ速そく２７０kmでぶつかるのと同おなじである。相あい手て選せん手しゅにぶつかったら命いのちの保ほ証しょうはまったくできないし、あまりのスピードのために、避よけることも不ふ可か能のう。味み方かたにパスを送おくっても、１回かいごとに仲なか間まがバタバタ倒たおれていく！

　この危き険けんな翼つばさくんのシュートも、遠とおくまで飛とぶうちに空くう気き抵てい抗こうでスピードが落おちる。選せん手しゅたちの安あん全ぜんのためには、どうしても広ひろいコートが必ひつ要ようなのだ。

　だが、ゴールまで９・３kmもあるような広ひろいサッカー場じょうを、どこに作つくれるのだろうか。
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　ゴールは、翼つばさくんがドリブルを続つづけている途と中ちゅうで見みえてきたのだから、そこがハーフウェーラインだったと仮か定ていしよう。すると、コートの縦たては18・６km。フィールドの縦たてと横よこの比ひ率りつがワールドカップのそれと同おなじなら、横よこの長ながさは12kmとなり、ピッチの総そう面めん積せきは実じつに２２３[image: ]。

『キャプテン翼つばさ』の舞ぶ台たいといわれる静しず岡おか県けん清し水みず市しは、現げん在ざいは他ほかの２町ちょうと合がっ併ぺいして静しず岡おか市し清し水みず区くとなっているが、その前まえは面めん積せきが２２８[image: ]だった。おお～っ、奇き遇ぐうにも翼つばさくんが走はしっていたコートと、ほぼ同おなじ！　さすがサッカー王おう国こく・清し水みずだ！





◆翼つばさくんの真しんの実じつ力りょくは？



　単たんなる偶ぐう然ぜんに興こう奮ふんしている場ば合あいではない。24万まん人にんもの人ひとが暮くらす街まちと同おなじほど広ひろいサッカー場じょうは、さすがに世せ界かいのどこにもないだろう。そもそも少しょう年ねんサッカーのコートは、縦たてが66～78ｍ、横よこが48～54ｍと決きまっているのだ。

　翼つばさくんが最もっとも大おおきな78ｍ×54ｍのコートで戦たたかっていたと考かんがえよう。その面めん積せきは０・００４２[image: ]だから、劇げき中ちゅうの広こう大だいなフィールドは現げん実じつの５万まん３千ぜん倍ばいほどに誇こ張ちょうされていたことになる。これは現げん実じつの少しょう年ねんストライカーが３点てん取とるような試し合あい展てん開かいで、翼つばさくんは15万まん９千せんゴールを決きめた！というようなもの。いくら演えん出しゅつとはいえ、大だい胆たんすぎでは……!?

　だが、翼つばさくんが少しょう年ねんサッカーのコートで試し合あいしていたとすると、理り解かいに困こまるシーンもある。そう、１分ぷん以い上じょうもドリブルを続つづけた、というアレだ。

　右みぎのコートなら、ハーフウェーラインからゴールまで39ｍ。翼つばさくんがゴールの５ｍ前まえからシュートを打うったとすれば、ドリブルしながら34ｍ進すすむのに、１分ぷんもかかったことになる。翼つばさくんの秀ひいでた身しん体たい能のう力りょくを考かんがえれば、１００ｍを12秒びょうぐらいで走はしれるのではないだろうか。すると、１分ぷんのあいだに５００ｍも走はしってしまうはずなのだが……。

　これらを無む理りやり理り解かいしようとすれば、次つぎの３つの可か能のう性せいが浮ふ上じょうする。



①翼つばさくんは、猛もう烈れつにジグザグに走はしった。34ｍ離はなれた地ち点てんに到とう達たつするのに５００ｍ走はしったとすると、実じつに15倍ばいのムダ走ばしり。さっさとゴールを目め指ざさんか！

②翼つばさくんは、猛もう烈れつに足あしが遅おそかった。１００ｍ走そうのタイムは２分ふん56秒びょう！





　う～む。どうしても不ふ可か解かいなことになってしまう。

　この作さく品ひんが、世せ界かいの人ひと々びとに大おおきな感かん銘めいを与あたえた事じ実じつを思おもえば、５万まん倍ばいくらいの誇こ張ちょうをしてこそ、文ぶん化かや環かん境きょうを超こえて伝つたわるものがあるのかもしれんなあ、と思おもいます。
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　地ち上じょうで戦たたかっている者ものが、相あい手てを倒たおすために隕いん石せきを落らっ下かさせる──。現げん実じつ世せ界かいでは考かんがえられない壮そう大だいなワザだが、空くう想そう科か学がくの世せ界かいには、この能のう力りょくを持もつ者ものがしばしば登とう場じょうしてきた。

　有ゆう名めいなところでは、『仮か面めんライダー』を代だい表ひょうする敵てきキャラ・死しに神がみ博士はかせ（＝怪かい人じんイカデビル）や、『ＮＡナＲＵルＴＯト』のうちはマダラなど。だが、地ち上じょうにいる者ものがどうやって隕いん石せきを落おとすのか、その方ほう法ほうが具ぐ体たい的てきに語かたられたことはなかった。それが藤ふじ虎トラの場ば合あいは「重じゅう力りょくを操あやつる」と原げん理りが示しめされているのだ。これは、科か学がく的てきにココロ惹ひかれる！

　藤ふじ虎トラは、昭しょう和わの時じ代だいに人にん気きを博はくした時じ代だい劇げきの主しゅ人じん公こう・座ざ頭とう市いちを髣ほう髴ふつさせる盲もう目もくの海かい軍ぐん大たい将しょう。悪あく魔まの実みを食たべた「能のう力りょく者しゃ」だ。

　彼かれは、ドレスローザという島しまでドンキホーテ・ドフラミンゴと手てを組くみ、トラファルガー・ローと戦たたかったとき、刀かたなを抜ぬいて瞬しゅん時じに鞘さやに納おさめる「居い合あい」の技わざを見みせた。すると、頭ず上じょうから巨きょ大だいな隕いん石せきが落おちてくる……！　どう考かんがえても、誰だれよりも先さきにこの３人にんが死しんでしまいそうな状じょう況きょうだったが、彼かれらはそれぞれの技わざで防ぼう御ぎょ。その結けっ果か、３人にんが立たっていた場ば所しょだけが岩いわの柱はしらのように残のこり、地じ面めんに深ふかいクレーターができた。

　藤ふじ虎トラの言こと葉ばによれば「ほんの腕うで試だめし」だったという。なぬーっ!?　いったいどんな重じゅう力りょくを発はっ生せいさせれば、こんなことができるというのか。





◆隕いん石せきが近ちかくにいる可か能のう性せい



　隕いん石せきとは、宇う宙ちゅうを飛とび交かう岩いわの塊かたまりだ。大おおきなものは小しょう惑わく星せいと呼よばれる。隕いん石せきも小しょう惑わく星せいも、地ち球きゅうと同おなじように太たい陽ようの周まわりを回まわっているが、地ち球きゅうの軌き道どうを斜ななめに横よこ切ぎるものがあるため、ごくたまに地ち球きゅうにぶつかることがある。６５００万まん年ねん前まえに恐きょう竜りゅうを滅めつ亡ぼうさせたのも、小しょう惑わく星せいの衝しょう突とつだったといわれる。

　このような事じ態たいに備そなえて、各かっ国こくの天てん文もん台だいは、地ち球きゅうの近ちかくを通とおる隕いん石せきや小しょう惑わく星せいを監かん視ししている。

　たとえば２０１１年ねん、直ちょっ径けい４００ｍの小しょう惑わく星せいが地ち球きゅうから32万まん５千せんkmの地ち点てんを通つう過かした。地ち球きゅうの直ちょっ径けいは１万まん３千ぜんkmだから、その25倍ばいも遠とおいが、広ひろい宇う宙ちゅうではこれでも「接せっ近きん」といわれる。また２０１３年ねん、直ちょっ径けい45ｍの小しょう惑わく星せいが２万まん８千せんkm地ち点てんを通つう過かした。これなど、大だい接せっ近きんである。それでもＮＡナＳＡサは、監かん視ししている８５００の小しょう惑わく星せいのうち、１００年ねん以い内ないに地ち球きゅうに衝しょう突とつするものはないと発はっ表ぴょうしている。

　だが２０１３年ねん、直ちょっ径けい17ｍの隕いん石せきがロシアに落らっ下かし、１４９１人にんが負ふ傷しょうした。17ｍといえばビルほどもあるが、このサイズでは、観かん測そくの目めから漏もれてしまうのだ。恐おそろしいことじゃ～。

　さて、藤ふじ虎トラの落おとした隕いん石せきだが、マンガのコマで計はかると直ちょっ径けい１５０ｍほどもある。ＮＡナＳＡサの言いうとおりなら、このクラスの隕いん石せきが地ち球きゅうに衝しょう突とつすることはないことになるが、近ちかくを通とおる可か能のう性せいならあるだろう。藤ふじ虎トラは、そのような隕いん石せきを重じゅう力りょくで引ひき寄よせたのだと思おもわれる。

　距きょ離りが遠とおいと、引ひき寄よせるのに強つよい重じゅう力りょくが必ひつ要ようなので、ここではキリよく地ち上じょう１万まんkmを通つう過かすると考かんがえよう。これを地ち球きゅうに落おとすために、藤ふじ虎トラは何なにをしたのだろうか？





◆「重じゅう力りょくを操あやつる」って、どういうこと？



　これを考かんがえる前ぜん提ていとして、そもそもどうすれば「重じゅう力りょくを操あやつる」ことができるのか。

　重じゅう力りょくとは、天てん体たいが他ほかの物ぶっ体たいを引ひきつける力ちからのことだ。手てを滑すべらせたコップが落おちるのも、われわれが地じ面めんに立たっていられるのも、地ち表ひょうの近ちかくに空くう気きがあるのも、地ち球きゅうの重じゅう力りょくのおかげだ。もちろん、月つきにも火か星せいにも、それぞれの重じゅう力りょくがある。

　重じゅう力りょくは「天てん体たいの重おもさ」によって発はっ生せいする。たとえば、地ち球きゅうとまったく同おなじ大おおきさの天てん体たいがあって、それが発はっ泡ぽうスチロールでできていた場ば合あい、その星ほしの地ち表ひょうに立たったときに生しょうじる重じゅう力りょくは、地ち球きゅうの２７０分ぶんの１。重じゅう力りょくを発はっ生せいさせるにはどうしても「重おもさ」が必ひつ要ようで、重おもいものに近ちかいほど、大おおきな重じゅう力りょくを受うける。ボタンを押おせばブイーンと音おとがして、重じゅう力りょくが発はっ生せいする……というような機き械かいは作つくれないのだ。少すくなくとも、人じん類るいはまだ、重じゅう力りょくを操あやつる技ぎ術じゅつを持もっていない。

　ところが藤ふじ虎トラは、重じゅう力りょくを操あやつって隕いん石せきを引ひき寄よせたという！　これをどう考かんがえればいいのだろうか。前ぜん述じゅつのとおり、もし自じ分ぶんの体からだから強つよい重じゅう力りょくを発はっ生せいさせるとしたら、自じ分ぶんの体たい重じゅうを重おもくするしかないはずだが……。

　大たい量りょうに食たべて太ふとったぐらいでは、まったく間まに合あわない。そこでここでは、悪あく魔まの実みの力ちからによって、藤ふじ虎トラが一いっ気きにその体たい重じゅうをモノスゴク増ふやすことができると考かんがえよう。目め指ざすべき重おもさはどれほどか？

　隕いん石せきの軌き道どうに影えい響きょうを与あたえるとしたら、少すくなくとも地ち球きゅうと同おなじぐらいの重おもさになる必ひつ要ようがあるだろう。その体たい重じゅうとは６０００００００００００００００００００００（０が21個こ）ｔ！

　こんな体たい重じゅうになったら、ただごとでは済すまない。上じょう空くう１万まんkmの隕いん石せきも引ひき寄よせられるかもしれないが、すぐ近ちかくにいるローやドフラミンゴたちが、真まっ先さきに猛もう烈れつな重じゅう力りょくに引ひっ張ぱられて、藤ふじ虎トラにまっしぐら！　ぶつかる速そく度どを計けい算さんしてみると、なんとマッハ17万まん！　そんなスピードで激げき突とつしたのでは、３人にんそろってオダブツだろうなあ。
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◆落おちてくるのに時じ間かんがかかる！



　もちろん、劇げき中ちゅうでそんな悲ひ劇げきは起おきなかった。すると、考かんがえられる可か能のう性せいは、ただ１つ。

　藤ふじ虎トラは、自じ分ぶんの重じゅう力りょくを大おおきくしたのではなく、地ち球きゅうの重じゅう力りょくを強つよくしたのではないか。それも現げん実じつには不ふ可か能のうだけど、もしも悪あく魔まの実みの力ちからで実じつ現げんできたとしたら……？

　地ち上じょう１万まんkmを通つう過かする隕いん石せきを地ち上じょうに落おとすには、地ち球きゅうの重じゅう力りょくを７・３４倍ばい以い上じょうにする必ひつ要ようがある。ここでも、キリよく８倍ばいと仮か定ていして計けい算さんしよう。

　これを実じっ行こうすると、地ち上じょうではすべての物ぶっ体たいの重おもさが８倍ばいになるという大だい問もん題だいが生しょうじるが、筆ひっ者しゃにはそれよりも気きになることがある。

　藤ふじ虎トラは事じ件けんを起おこしたローに尋じん問もんし、説せっ得とくに応おうじるつもりがないことを知しると、「では」と言いって刀かたなを抜ぬき、隕いん石せきを落おとした。隕いん石せきはたちまち迫せまってきたが、地ち上じょう１万まんkmを通つう過かする隕いん石せきが、現げん在ざいの地ち球きゅうの８倍ばいの重じゅう力りょくに引ひかれた場ば合あい、地ち上じょうに落らっ下かするまで53分ぷんかかるのだ。返へん事じを聞きいてすぐに落おちてこさせるためには、藤ふじ虎トラは、ローの答こたえを予よ測そくして、53分ぷん前まえに落らっ下かを開かい始しさせていなければならない。

　しかも、隕いん石せきは地ち球きゅうを回まわりながら、少すこしずつ地ち球きゅうに近ちかづいてくるので、真ま下したには落おちない。落らっ下か地ち点てんは、落らっ下か開かい始し地ち点てんの真ま下したから１万まん４６００kmも離はなれた場ば所しょである。

　さらに、地ち球きゅうは西にしから東ひがしへ自じ転てんしているから、落おちてくるまでに地じ面めんも動うごく。ドレスローザが赤せき道どう上じょうにあったとすると、藤ふじ虎トラたちがいる場ば所しょは53分ぷん後ごには東ひがしへ１５００kmも動うごくのだ。

　これらをすべて計けい算さんしていなければ、隕いん石せきは見けん当とう違ちがいの地ち点てんに、全ぜん然ぜんハズれたタイミングで落おちてしまう。藤ふじ虎トラというのは昭しょう和わの時じ代だい劇げきみたいなヒトに見みえて、実じつはそこまでの計けい算さんをし尽つくした緻ち密みつなヒトだったのか……。

　さらに驚おどろくのは、３人にんが無む傷きずだったこと。ローは刀かたなで隕いん石せきを真まっ二ぷたつに斬きり、ドフラミンゴはその破は片へんの１つを手てから出だす糸いとでバラバラに切きり刻きざみ、藤ふじ虎トラは、おそらく重じゅう力りょくを利り用ようすると思おもわれるバリアのようなもので受うけ止とめた。直ちょっ径けい１５０ｍの隕いん石せきは重じゅう量りょう３５０万まんｔ。右みぎの条じょう件けんでは、地じ面めんにマッハ78で激げき突とつする。これをかわし、受うけ止とめた３人にんは、各かく人じんが２億おくｔクラスの力ちからを発はっ揮きしたはずだ。いったい、どういう強つよさなのか……。

『ＯＮＥワン ＰＩＥＣＥピース』は、ホントにすごい男おとこたちが出でてくるマンガである。こんな人ひと々びとがいないわれわれの世せ界かいはまことに穏おだやかで結けっ構こうですなあ。
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『星ほしのカービィ』といえば「どんなものも吸すい込こんで、その姿すがたや力ちからをコピーする」という特とく異いな能のう力りょくがあまりに有ゆう名めいだ。多おおくの人ひとが気きになる題だい材ざいだろうと思おもい『ジュニア空くう想そう科か学がく読どく本ほん』の１冊さつ目めでも扱あつかった。

　だからこそ、この質しつ問もんをもらったときには衝しょう撃げきを受うけた。カービィの骨こっ格かく!?　そこまでは考かんがえてもみなかった！

　カービィの体からだは、直ちょっ径けい20cmほどの球きゅう形けいである。前ぜん面めんに顔かおが、両りょう脇わきに腕うでが、下か部ぶに足あしがある。どういう骨こっ格かくであれば、そのような体たい型けいになるのだろうか？　われわれ人にん間げんとは大おおきく違ちがうし、地ち球きゅう全ぜん体たいを見み渡わたしても、あんな体たい型けいの生せい物ぶつはいない。言いわれてみたら気きになって仕し方かたのないカービィの骨こっ格かく、いったいどうなっているのだろうか？





◆パーツは人にん間げんと同おなじ？



　骨こっ格かくとは「どんな骨ほねがどのように組くみ合あわさっているか」ということだが、そもそもカービィに骨ほねなんてあるのだろうか？

　あるでしょうなあ。もし骨ほねがなかったら、筋きん肉にくだけで運うん動どうしていることになり、タコやミミズのように地じ面めんを這はい回まわることしかできない。カービィが歩あるいたり、武ぶ器きを振ふり回まわしたりできるということは、少すくなくとも手て足あしには骨ほねがあるはずだ。

　またカービィは、状じょう況きょうに的てき確かくに対たい応おうし、次つぎの展てん開かいを予よ測そくするなど、高たかい知ち能のうを持もっている。ここから脳のうがあることは間ま違ちがいなく、ということは脳のうを守まもる頭ず蓋がい骨こつもあるのだろう。

　さらに、得とく意いの「すいこみ」をするには、肺はいが必ひつ要ようだ。肺はいが空くう気きを吸すい込こめるのは、肺はいに筋きん肉にくがあるからではなく、肋ろっ骨こつという入いれ物ものに入はいっていて、下したの開かい口こう部ぶで横おう隔かく膜まくが上じょう下げに動うごくから。つまりカービィには肋ろっ骨こつもあると考かんがえられる。

　当とう然ぜんこれらの骨ほね々ぼねは、人にん間げんの背せ骨ぼねにあたる骨ほねでつながっているはずだ。さらに手て足あしを滑なめらかに動うごかすには、腕うでの骨ほねがつながる肩けん甲こう骨こつと、足あしの骨ほねがつながっている骨こつ盤ばんも不ふ可か欠けつだ。

　やややっ。こんなふうに考かんがえると、カービィの骨こっ格かくも、パーツはわれら人じん類るいとほぼ同おなじではないか……という話はなしになってくる。

　すると不ふ思し議ぎである。骨ほねのパーツが同おなじだとしたら、われら人にん間げんとカービィは、なぜこんなにも体たい型けいが違ちがうのだろう？　考かんがえられるのは、パーツの形かたちと大おおきさ、そして、組くみ合あわさり方かたが大おおきく異ことなるということだ。

　カービィは、球きゅう形けいの体からだから手て足あしが生はえている。ひょっとして、頭ず蓋がい骨こつに直ちょく接せつ、肩けん甲こう骨こつや骨こつ盤ばんがついているのか？　いやいや、それだと「すいこみ」に必ひつ要ような肋ろっ骨こつの入はいる余よ地ちがない。

　しかもその前ぜん提ていでは、手て足あしの筋きん肉にくが頭ず蓋がい骨こつについていることになる。そんな骨ほねと筋きん肉にくの構こう造ぞうだと、歩あるいたり武ぶ器きを振ふり回まわしたりするたびに、顔かおが歪ゆがんでしまう。手てを前まえに出だすとシカメッ面つらになり、後うしろへ反そらすとヒラメ顔がおに……。





◆これが骨こっ格かく……かなあ!?



　もちろん、実じっ際さいのカービィは、そんな不ぶ気き味みな顔かおにはなっていない。ということは、肩けん甲こう骨こつや骨こつ盤ばんは、われわれヒトと同どう様ように、頭ず蓋がい骨こつとは離はなれた場ば所しょにあるのだろう。

　にもかかわらず、カービィの腕うでは、まごうことなく目めの真ま横よこについている。うーむ、この事じ実じつをどう考かんがえればいいのやら……。

　考かんがえに考かんがえた挙あげ句く、筆ひっ者しゃが思おもい至いたったのが、次つぎのイラストの想そう像ぞう図ずである！
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　カービィの骨こっ格かくは、頭ず蓋がい骨こつが体からだの前ぜん面めんに張はり出だし、他ほかの骨ほねは中ちゅう心しんから背はい後ごを占しめている……はず。なんとも不ぶ気き味みだが、顔かおと腕うでの位い置ち関かん係けいを考かんがえれば、この構こう造ぞうしかないと思おもうのだ。

　こういう骨こっ格かくならカービィの腕うでの動うごき方かたも説せつ明めいできる。われらヒトの腕うでは、肩かたを中ちゅう心しんにして前ぜん後ごや上じょう下げに動うごく。だがカービィの場ば合あいは、腕うでを上じょう下げに動うごかすと、腕うでの付つけ根ねも上じょう下げに移い動どうする！

　まことに不ふ可か解かいな現げん象しょうだと思おもってきたが、想そう像ぞう図ずのように肩かたの関かん節せつが体からだの奥おくにあり、腕うでの先せん端たんだけが体たい表ひょうから突つき出だしていると考かんがえれば、これも可か能のうになるだろう。

　またカービィは、腕うでを上あげても、下さげても、真ま横よこに伸のばしても、その長ながさが変かわらない。こういうことが起おこり得えるのは、肩かたの関かん節せつが球きゅう形けいをした体からだの中ちゅう心しんにあるときだけだ。つまり、カービィの左さ右ゆうの肩けん甲こう骨こつはきわめて小ちいさく、体からだの中ちゅう心しん近ちかくに２つ並ならんでいるに違ちがいない。

　これは足あしも同おなじだ。カービィの足あしは、フトモモやスネ、つまり英えい語ごでいう「レッグ」がなく、「フット」だけが体からだの下か部ぶを滑すべるように動うごく。このような動うごきが可か能のうなのは、骨こつ盤ばんがやはり体からだの中ちゅう心しん部ぶにあり、レッグが体たい内ないに埋うもれている場ば合あいだけであろう。

　すると困こまってしまうのが、肋ろっ骨こつの位い置ちだ。肩けん甲こう骨こつも骨こつ盤ばんも体からだの中ちゅう心しんにあるとしたら、本ほん来らいはその中ちゅう間かんにあるべき肋ろっ骨こつの収おさまりどころがなくなる。その問もん題だいを解かい決けつするには、体からだの背はい面めんに張はり出だしていると考かんがえるしかないが……。

　などなど、さまざまに悩なやみ抜ぬいて完かん成せいしたのが上うえの骨こっ格かく想そう像ぞう図ずなのです。





◆胃いはどこにある？



　自じ分ぶんで想そう像ぞうしといて言いうのもナンだけど、この骨こっ格かく図ず、全ぜん然ぜんカワイくない！

　おまけに、大おおきな問もん題だいが残のこされているではないか。食たべたものは、どうなる？

　カービィは、普ふ通つうの食たべ物ものも盛せい大だいに食たべるから、胃いや腸ちょうも間ま違ちがいなくあるはずだ。人にん間げんの胃い腸ちょうは、骨こつ盤ばんに支ささえられているが、カービィの骨こつ盤ばんは想そう像ぞう図ずのように、体からだの中ちゅう心しんに小ちいさくまとまっているはずなので、胃いや腸ちょうを支ささえることができない。するとカービィの胃い腸ちょうは宙ちゅうぶらりん!?　それだと胃いも腸ちょうも垂たれ下さがり、人にん間げんなら「ポッコリお腹なか」になるところ、カービィは「ポッコリお尻しり」に……。

　う～む。いよいよ、どう考かんがえるべきか。ひょっとしたら、体からだよりはるかに大おおきなものを吸すい込こむカービィの口くちは、宇う宙ちゅうかどこかにつながっていて、胃いとか腸ちょうは必ひつ要ようないとか……。

　ああ、もう筆ひっ者しゃの頭ず蓋がい骨こつはバラバラになり、脳のうはどこかに吸すい込こまれていきそうだ。カービィの骨こっ格かく問もん題だい、皆みなさんはどう思おもわれますか？
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　マンガやアニメには、ときどきモノスゴイお金かね持もちが出でてくる。

　たとえば『こちら葛かつ飾しか区く亀かめ有あり公こう園えん前まえ派は出しゅつ所じょ』の中なか川がわ圭けい一いち巡じゅん査さは、主しゅ人じん公こうの両りょうさんと同おなじ交こう番ばんに勤きん務むする警けい察さつ官かんでありながら、中なか川がわコンツェルンの御おん曹ぞう司し。自みずから社しゃ長ちょうを務つとめる「中なか川がわエクスクルーシヴ」も、世せ界かい有ゆう数すうの大だい企き業ぎょうだ。所しょ有ゆうする車くるまは５千せん台だい！　毎まい週しゅう15～16台だいの外がい国こく製せい最さい新しん車しゃが届とどく！　１００円えんショップを見みて、１００万まん円えんショップと勘かん違ちがいする！　わははははッ。

　あまりのすごさについ笑わらってしまったが、すごいといえば『ケロロ軍ぐん曹そう』の西にし澤ざわ桃もも華かの家いえも、呆あきれるほどの大おお金がね持もちだ。小しょう学がく６年ねん生せいの彼かの女じょは、クラスメイトの日向ひなた冬ふゆ樹きと仲なかよくなるために、無む人じん島とうに日向ひなた一いっ家かを招しょう待たいし、そのためだけにホテルを建たてた！　かけた費ひ用ようは50億おく円えん！　自じ宅たくの敷しき地ち内ないに「西にし澤ざわ邸てい」という電でん車しゃの駅えきがある！

　どちらもあまりの金かね持もちで、頭あたまがクラクラする。そして、ここまでゴーカイな話はなしを聞きくと、筆ひっ者しゃは比くらべずにはいられない。中なか川がわ家けと西にし澤ざわ家けは、いったいどちらが金かね持もちなのか？





◆お屋や敷しきが広ひろいのはどっち!?



　両りょう家けの財ざい力りょくは、それぞれが住すんでいる屋や敷しきの広ひろさが物もの語がたる。

　まず中なか川がわ家け。『こち亀かめ』のある回かいで、中なか川がわは両りょうさんを車くるまで自じ宅たくに連つれていった。車くるまは、屋や敷しきの塀へいに沿そった道どう路ろに入はいったが、10分ぷん走はしっても門もんに着つかない。しかも、屋や敷しきには12の門もんがあるというのである。これはいったい、どれほどの広ひろさなのか!?

　まるで算さん数すうの問もん題だいみたいな設せっ定ていだが、テストの題だい材ざいと違ちがうのは、そのスケールだ。

　劇げき中ちゅう、中なか川がわが塀へいに沿そって走はしった道どう路ろは公こう道どうだったので、車くるまは時じ速そく60kmで走はしっていたと仮か定ていしよう。この速そく度どで10分ぷんかかる距きょ離りとは10kmだが、これが門もんと門もんのあいだの距きょ離りとはいえない。塀へい沿ぞいの道どう路ろは両りょう側がわ通つう行こうだったから、その道みちに出でた中なか川がわは、左さ右ゆうにある門もんのうち、近ちかいほうを目め指ざしたはずだ。その門もんまでの距きょ離りが10kmということは、門もんと門もんのあいだの距きょ離りは20km以い上じょうあったことになる。

　このような門もんが12もあったら、敷しき地ちの外がい周しゅうは２４０km。敷しき地ちが正せい方ほう形けいだったら、１辺ぺんの長ながさは60kmということになる。これは、品しな川がわから三み浦うら半はん島とうの先せん端たんまでと同おなじ！　面めん積せきは３６００[image: ]。なんと東とう京きょう都とや大おお阪さか府ふより広ひろい！

　西にし澤ざわ家けはどうか。ケロロ軍ぐん曹そうと冬ふゆ樹きが、西にし澤ざわ家けに住すむタママ二に等とう兵へいを訪たずねて遊あそびにいったことがある。２人ふたりが西にし澤ざわ邸てい駅えきに降おり立たつと、執しつ事じのポールがリムジンで迎むかえにきていた。そこから一いっ直ちょく線せんの道みちを走はしって、屋や敷しきの建たて物ものに着つくまで25分ふんかかった。

　ここでもリムジンが時じ速そく60kmで走はしっていたとすると、西にし澤ざわ邸てい駅えきから西にし澤ざわ邸ていまで25kmあったことになる。西にし澤ざわ邸てい駅えきが敷しき地ちの端はしにあり、西にし澤ざわ邸ていが敷しき地ちのど真まん中なかにあったとすれば、敷しき地ちの一いっ辺ぺんは50km。敷しき地ちがやはり正せい方ほう形けいだったら、面めん積せきは２５００[image: ]だ。こちらも、東とう京きょうや大おお阪さかより広ひろい！

　驚おどろいた。どちらも個こ人じんの屋や敷しきが、都と道どう府ふ県けんクラスの面めん積せき！　比ひ較かくすると、中なか川がわ邸ていのほうが１・４倍ばいほど広ひろいことにはなるが……。
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◆金かねの使つかい方かたが豪ごう快かいなのはどっち!?



　では、お金かねの使つかい方かたは、どうだろうか。マンガを読よみ比くらべると、両りょう家けともに、船ふねのチャーター、宇う宙ちゅう、軍ぐん事じの３分ぶん野やで、豪ごう快かいなことをやっている。

◎西にし澤ざわ家けの場ば合あい──

【船ふね】クリスマスに世せ界かい各かっ国こくの首しゅ脳のうを招しょう待たいし、豪ごう華か客きゃく船せんクイーン・エリザベス二に世せい号ごうでパーティーを開ひらいた。

【宇う宙ちゅう】スペースシャトルのミッション１回かいの費ひ用ようを全ぜん額がく出しゅっ資しし、西にし澤ざわコンツェルン専せん用よう衛えい星せいを打うち上あげている。

【軍ぐん事じ】桃もも華かには銃じゅうで武ぶ装そうした専せん属ぞくの護ご衛えい部ぶ隊たいをつけている。




◎中なか川がわ家けの場ば合あい──

【船ふね】米べい軍ぐんの空くう母ぼを借かりて艦かん上じょうでモトクロス大たい会かいを開ひらいた。

【宇う宙ちゅう】グループに中なか川がわ宇う宙ちゅう開かい発はつセンターがあり、中なか川がわはそこから打うち上あげた有ゆう人じん衛えい星せいの１つを別べっ荘そうにしている。

【軍ぐん事じ】中なか川がわ自じ身しんは銃じゅうや戦せん闘とう機きを集あつめ、祖そ父ふのポール中なか川がわは潜せん水すい艦かんや戦せん艦かんをコレクションし、父ちちの龍りゅう一いち郎ろうは護ご衛えいヘリに護まもられて日に本ほんに降おり立たった。

　う～む、どちらもモノスゴイ……。これはもう単たんなる金かね持もちというレベルを超こえて、別べっ世せ界かいの住じゅう人にんたちだ。こちらの世せ界かいに住すむ筆ひっ者しゃには、いくら使つかったのか想そう像ぞうもつきません。





◆稼かせいでいるのはどっち!?



　これまでの要よう素そからは、どちらが金かね持もちかを判はん定ていするのは難むずかしい。もっとも手てっ取とり早ばやいのは、両りょう家けの資し産さんや収しゅう入にゅうを比ひ較かくすることだろう。

　これについては、それぞれの父ちち親おやがヒントになる発はつ言げんをしている。

　桃もも華かの父ちちの梅ばい雄おは「世せ界かい経けい済ざいの半はん分ぶんを支し配はいする」。

　中なか川がわの父ちちの龍りゅう一いち郎ろうは「１秒びょうに１億おく稼かせぐ」。

　こりゃあいったい、どっちがスゴイんだっ!?

　梅ばい雄おがこの発はつ言げんをしたのは、２００２年ねん「月げっ刊かん少しょう年ねんエース」誌しに掲けい載さいされた話はなしのなかだった。前ぜん年ねんの２００１年ねんの国こく内ない総そう生せい産さん（ＧＤＰ＝個こ人じんや企き業ぎょうが稼かせいだお金かね）の世せ界かい総そう額がくは、32兆ちょう１２９９億おくドル。当とう時じのお金かねの交こう換かんレート「１ドル＝１２０円えん」で計けい算さんすると、３８５５兆ちょう５８８０億おく円えんである。西にし澤ざわコンツェルンは、グループ全ぜん体たいで、この半はん分ぶんの売うり上あげがあるということだろうか？　だとしたら、西にし澤ざわコンツェルンの総そう売うり上あげは１９２７兆ちょう７９４０億おく円えん。ぬわんと日に本ほんの国こっ家か予よ算さんの20年ねん分ぶんだあ！

　さすがの中なか川がわコンツェルンも、これに勝かてるのだろうか？　龍りゅう一いち郎ろうの言いう「１億おく」というのが１億おく円えんのことだとして、グループ全ぜん体たいで１秒びょう間かんにそれだけの売うり上あげがあるとしたら、１日にちで８兆ちょう６４００億おく円えん、１年ねんで３１５５兆ちょう７６００億おく円えん！　どっひゃ～～っ！

　屋や敷しきの広ひろさも、グループの総そう売うり上あげも、メチャクチャ高たかい水すい準じゅんでの勝しょう負ぶとなったが、ともに中なか川がわ家けの勝しょう利りである。しかし、もうこのレベルになると、負まけたからって、別べつにどうということはありませんな。
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『仮か面めんライダードライブ』は、ついにバイクではなく車くるまを運うん転てんするようになった仮か面めんライダーだ。だったらもう「仮か面めんドライバー」と呼よんだほうがストレートな気きもするが、それだとなんだか「仮か面めん浪ろう人にん」とか「仮か面めん夫ふう婦ふ」とか、本ほん心しんを隠かくして生いきる人ひと々びとのようなムードが漂ただよう。「車くるまを運うん転てんしてるけど、ホントはバイクに乗のりたいんだよぉ」とか。日に本ほん語ごのニュアンスは難むずかしいですな。

　科か学がくに全ぜん然ぜん関かん係けいない話はなしはともかく、この記き念ねんすべきライダーに変へん身しんするのは、警けい視し庁ちょう特とく状じょう課かの泊とまり進しんノの介すけ巡じゅん査さ。敵てきに「ひとっ走ぱしり付つき合あえよ」と言いったり、推すい理りが冴さえると「脳のう細さい胞ぼうがトップギアだぜ！」と絶ぜっ叫きょうしたり、車くるまへのこだわりはただごとではない。

　変へん身しんも、車くるまの要よう素そが満まん載さいだ。変へん身しんベルト「ドライブドライバー」のキーを回まわし、左ひだり手ての「シフトブレス」にミニカーのような「シフトカー」を装そう填てんし「変へん身しん！」と叫さけぶ。シフトカーには多た数すうの種しゅ類るいがあり、最さい初しょに装そう填てんするシフトカーによって「タイプスピード」「タイプワイルド」「タイプテクニック」になる。直ちょく後ご、スポーツカーの「トライドロン」の左ひだり前ぜん輪りんからタイプに応おうじたタイヤが発はっ射しゃされ、ドライブの体からだに装そう着ちゃくされる！

　また、その後ごシフトカーをチェンジすると、ドライブドライバーから「タイヤコウカーン」という人じん工こう音おん声せいが流ながれ、新あらたなタイヤが飛とんできて、装そう着ちゃく中ちゅうのタイヤを弾はじき飛とばして装そう着ちゃくされる。

　体からだにタイヤを装そう着ちゃくするとは、車くるまへのこだわりも徹てっ底ていしているが、危き険けんはないのだろうか？





◆タイヤが飛とんでくる！



　タイプスピードの場ば合あい、タイヤは左ひだり肩かたから右みぎ脇わきにかけて、選せん挙きょの候こう補ほ者しゃのタスキのように装そう着ちゃくされる。タイヤはホイールがついたまま飛とんできて、左ひだり肩かたにぶつかると金きん属ぞく音おんが響ひびき、火ひ花ばなが散ちって装そう着ちゃくされるのだ。あたかもタイヤが体からだを貫かん通つうしたかに見みえるが、それでは泊とまり巡じゅん査さが殉じゅん職しょくしてしまうので、おそらくぶつかる直ちょく前ぜんに、タイヤはホイールを収しゅう納のうしたうえに「Ｃ」の字じ型がたなどに変へん形けいし、肩かたをすり抜ぬけるのでしょうなあ。

　それでも、体からだに受うける衝しょう撃げきは小ちいさくないはずだ。金きん属ぞく音おんや火ひ花ばなが上あがる点てんから、タイヤはかなり硬かたいと思おもわれる。

　衝しょう撃げきの大おおきさは、タイヤの重おもさとぶつかる速はやさで決きまる。トライドロンのタイヤと比くらべると、直ちょっ径けいは８割わり、幅はばは４割わり。スポーツカーのタイヤはホイールを含ふくめて20kgほどなので、装そう着ちゃくされるタイヤは５・４kgほどと見みられる。またタイヤは、直ちょっ径けい５ｍ前ぜん後ごの半はん円えんを０・８秒びょうで飛とんでいた。ここから速そく度どを計けい算さんすると、時じ速そく35kmになる。５・４kgの物ぶっ体たいがこのスピードでぶつかる衝しょう撃げきは、プロ野や球きゅう選せん手しゅのフルスイングの１・５倍ばい！　そりゃ火ひ花ばなも散ちるなあ。

　では、タイヤ交こう換かんは、どうなのか。装そう着ちゃくだけでも衝しょう撃げきを受うけるのに、すでに装そう着ちゃくされているタイヤを弾ひき飛とばしたりすると……いや、逆ぎゃくだ！

　机つくえに10円えん玉だまを置おき、別べつの10円えん玉だまを指ゆびで弾はじいて、ぶつけてみよう。置おいた10円えん玉だまは弾はじき飛とばされ、ぶつけた10円えん玉だまはその場ばに残のこるはずだ。硬かたくて重おもさの等ひとしいものをぶつけると、ぶつけた物ぶっ体たいの運うん動どうエネルギーは、そのまま標ひょう的てきの物ぶっ体たいに受うけ継つがれる。

　ということは、新あたらしいタイヤがぶつかる衝しょう撃げきは、すでに装そう着ちゃくしていたタイヤを弾はじき飛とばすのに使つかわれ、ドライブの体からだには加くわわらないはずだ。つまり、危あぶなそうに見みえたタイヤ交こう換かんのほうが安あん全ぜんということだ！





◆思おもうように動うごけない



　さらに考かんがえたいのは、体からだに装そう着ちゃくしたタイヤを回かい転てんさせるという行こう為いである。この回かい転てんにも数すう種しゅ類るいあり、タイプスピードのタイヤが激はげしく回かい転てんすると、自じ分ぶんも速はやく動うごける。ファンキースパイクというシフトカーを装そう填てんすると、トゲの生はえたタイヤが高こう速そく回かい転てんし、敵てきを切きり裂さく！

　モーレツに危あぶない技わざに見みえるが、実じっ際さいにモノスゴク危あぶないと思おもう。回かい転てん中ちゅうに転ころんだら、猛もうスピードでゴロゴロ転ころがっていってしまう。トゲつきのタイヤなど自じ分ぶんの胸むねで回まわしたら、腕うで組ぐみしただけで腕うでが飛とぶ。だが、筆ひっ者しゃの心しん配ぱいはそれだけではない。

　たとえば、回まわっているコマを叩たたくなどして傾かたむかせると、コマは首くびを振ふりながらも倒たおれずに回まわり続つづける。首くびを振ふる方ほう向こうは、コマの回かい転てん方ほう向こうと同おなじだ。これによって、たとえばコマが時と計けい回まわりに回まわっているとき、北きたへ傾かたむくと、首くびを東ひがしに振ふるので、倒たおれることはない。

　すると、体からだに装そう着ちゃくしたタイヤを高こう速そく回かい転てんさせるドライブはどうなる？　体からだの向むきを変かえようとすれば、体からだは勝かっ手てに、それとは垂すい直ちょくな向むきに動うごいてしまうのだ！

　劇げき中ちゅう、トゲつきタイヤを食くらった敵てきは、体からだを切きり裂さかれながら上じょう空くうへぶっ飛とんだ。これは、体からだの前まえでは、タイヤが右みぎ脇わきから左ひだり肩かたへ上あがる方ほう向こうに回まわっていたということだ。この回かい転てんの向むきなら、体からだを左ひだりに向むけようとすると、実じっ際さいには仰あおむけにのけ反ぞってしまう！　トゲつきタイヤの回かい転てん数すうが現げん実じつ世せ界かいの回かい転てんノコと同おなじ毎まい分ふん５千せん回かいで、その動どう作さを０・２秒びょうでやったとすると、働はたらく力ちからは１３０kg。タイプスピードの体たい重じゅうは１０２kgだ。体たい重じゅうを超こえる力ちからが、いきなり予よ想そう外がいの方ほう向こうからかかったら、いくらライダーでもぶっ倒たおれるのでは……。

　だが、ドライブは慌あわてず騒さわがず、戦たたかい続つづける。筋きん力りょくが並なみ外はずれているのか、トップギアの脳のう細さい胞ぼうで、的てき確かくに対たい処しょしているのか。いずれにしても、すごいヒトです。
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　マンガやアニメには「お約やく束そく」が多おおいが、そのひとつが「悪あく役やくは古ふるくさい言こと葉ばで話はなす」だろう。

『映えい画がプリキュアオールスターズＮｅｗニュー Ｓｔａｇｅステージ　みらいのともだち』の敵てきも「我わが名なはフュージョン」と時じ代だいを疑うたがう自じ己こ紹しょう介かいをしていたし、『映えい画がドラえもん　のび太たの魔ま界かい大だい冒ぼう険けん』の大だい魔ま王おうも「怪あやしい者ものは、すべて逃にがすではない！」と江え戸ど時じ代だいの人ひとのような口く調ちょうで命めい令れいしていた。

　これは筆ひっ者しゃが子こどもの頃ころからそうで、『宇う宙ちゅう戦せん艦かんヤマト』のデスラー総そう統とうも『仮か面めんライダー』のショッカーの首しゅ領りょうも、使つかう言こと葉ばは古こ色しょく蒼そう然ぜん。たとえば、デスラー総そう統とうは「諸しょ君くん、ヤマトの最さい期ごには拍はく手しゅのはなむけを忘わすれぬようにな」、ショッカー首しゅ領りょうは「栄えい光こうあるショッカー日に本ほん支し部ぶの諸しょ君くん」といった調ちょう子し。ていねいな言こと葉ばづかいともいえるが、日にち常じょう生せい活かつではまず耳みみにしない表ひょう現げんだ。

　悪あくの首しゅ魁かいは、なぜわざわざ時じ代だいがかった言こと葉ばづかいをするのだろうか。ここでは、筆ひっ者しゃが昔むかしから気きになっていた『ヤマト』のデスラー総そう統とうを例れいに考かんがえよう。





◆ガミラス社しゃ会かいでは、筆ひっ者しゃは死し刑けいだ！



　デスラー総そう統とうが統すべるガミラス帝てい星せいは、徹てっ底ていした独どく裁さい体たい制せいだった。

　たとえば、ガミラスが誇ほこる猛もう将しょう・ドメル将しょう軍ぐんがヤマトを倒たおす作さく戦せんを立たて、実じっ際さいに絶ぜっ体たい絶ぜつ命めいに追おい込こんだときのこと。デスラー総そう統とうから電でん話わがかかってきた。

「君きみはとんでもない浪ろう費ひ家かだよ。やめてくれたまえ」。ドメルの作さく戦せんは、確たしかに自じ軍ぐんの基き地ちを犠ぎ牲せいにするものだったが、すでにヤマトの殲せん滅めつは確かく実じつという段だん階かいに入はいっていた。そんな完かん成せい目もく前ぜんの仕し事ごとですら、デスラー総そう統とうは「鶴つるの一ひと声こえ」で無むにできるのだ。

　また、ガミラス軍ぐんの幹かん部ぶを集あつめた集しゅう会かいで、デスラー総そう統とうが「諸しょ君くん、宇う宙ちゅう戦せん艦かんヤマトの無ぶ事じを祈いのって乾かん杯ぱいしようではないか」と、皮ひ肉にくめいた冗じょう談だんを言いったことがある。

　それに対たいして、ある幹かん部ぶが「うわっはっはっは。ヤマトの無ぶ事じを祈いのって!?　これは面おも白しろい。総そう統とうも相そう当とう、冗じょう談だんがお好すきなようで」と言いった。説せつ明めいするまでもないと思おもうけど、「総そう統とうも相そう当とう」というところが駄だ洒じゃ落れになっているわけですね。

　それを聞きいたデスラーは、不ふ快かいな表ひょう情じょうで手て元もとのボタンを操そう作さ。すると、床ゆかがパカッと開ひらいて、その幹かん部ぶは奈な落らくの底そこへ落おとされてしまった。総そう統とうは冷つめたく言いう。「ガミラスに下げ品ひんな男おとこは不ふ要ようだ」。

　うひょ～、冗じょう談だんがサムイだけで死し刑けい！　筆ひっ者しゃがガミラス星せい人じんだったら、間ま違ちがいなく３日かに１度どは処しょ刑けいされると思おもいます～。

　こういう恐おそろしい縦たて社しゃ会かいを維い持じするには、権けん力りょくを誇こ示じする大おお仰ぎょうな話はなし方かたが必ひつ要ようなのかも。総そう統とうの立たち場ばを慮おもんぱかるならば、まあ、それはわからぬでもないが。……あ、デスラー化かしちゃった！





◆すごい翻ほん訳やく機きがあった!?



　わからないのは、デスラーがヤマトのクルーたちと会かい話わをするときも、同おなじように古ふるくさい話はなし方かたをすることだ。たとえば、大だいヒットした劇げき場じょう版ばんアニメ『さらば宇う宙ちゅう戦せん艦かんヤマト　愛あいの戦せん士したち』で、ヤマトのスクリーンに姿すがたを現あらわしたデスラーは、こう言いっている。

「大だいガミラスは永えい遠えんだ。わがガミラスの栄えい光こうは不ふ滅めつなのだよ。ヤマトの諸しょ君くん、気きの毒どくだがまもなく諸しょ君くんには死しんでもらうことになるだろう」

　デスラー総そう統とうはガミラス星せい人じんだから、ガミラスの言こと葉ばを話はなしているはずだ。また、テレビアニメ第だい１作さくで、ガミラスの兵へい士しが「ツバクカンサルマ！」と命めい令れいするのを、ロボットのアナライザーが「向むこうの戦せん車しゃに乗のれ」と訳やくすシーンがあった。ここから、ガミラスの言こと葉ばは日に本ほん語ごと大おおきく違ちがうこと、また地ち球きゅう人じんはガミラス語ごを理り解かいしないことは確かく実じつだ。

　ところが、デスラー総そう統とうが右みぎのセリフを述のべたとき、誰だれかが翻ほん訳やくしたわけでもないのに、ヤマトのクルーたちは総そう統とうの言こと葉ばを理り解かいしていた。おそらくヤマトには優すぐれた翻ほん訳やく機きが装そう備びされていて、デスラー総そう統とうの言こと葉ばも、それを通とおしてクルーたちに伝つたわったのだろう。つまり、ヤマトのクルーにとって、デスラー総そう統とうが仰ぎょう々ぎょうしい話はなし方かたをしたように感かんじられたのは、翻ほん訳やく機きがそういう日に本ほん語ご訳やくをしたから、ということになる。

　これ、なかなかすごい翻ほん訳やく機きではないだろうか？　ちょっと実じっ験けんしてみよう。

　ガミラス語ごの代かわりに英えい語ごを使つかい、まず帰き国こく子し女じょの友ゆう人じんに、右みぎのセリフを英えい訳やくしてもらった。


The Great Gamilas Empire is eternal. The glory of our Gamilas will last forever.

People of Yamato, it is such a pity that all of you are destined to die soon.



　これを翻ほん訳やくソフトにかけると、こんな文ぶんが出でてきた。

「偉い大だいなガミラス帝てい国こくは永えい遠えんです。私わたしたちのガミラスの栄えい光こうは永えい遠えんに続つづきます。ヤマトの人ひと々びと、あなたたち全ぜん員いんがすぐ死しぬ運うん命めいにあることは、残ざん念ねんです」

　うひゃ～、威い厳げんも何なにもあったもんではない！





◆真さな田ださんは時じ代だい劇げきが好すき



　これと比ひ較かくすると、ヤマトの翻ほん訳やく機きのすごさがわかるだろう。並なみの翻ほん訳やく機きなら「ヤマトの人ひと々びと」と訳やくすところを、この翻ほん訳やく機きは「ヤマトの諸しょ君くん」と訳やくしたのだ。

　ここから先さきは筆ひっ者しゃの想そう像ぞうだが、ヤマトの翻ほん訳やく機きがそういう訳やくをしたのは、おそらく話はなしている人ひとの年ねん齢れい、性せい別べつ、社しゃ会かい的てき地ち位いなどに応おうじて、声こえのトーンや使し用ようする言こと葉ばを選えらんだからだろう。

　この優ゆう秀しゅうな翻ほん訳やく機きを作つくったのは誰だれか？　筆ひっ者しゃが思おもうに、きっと科か学がく班はんリーダーの真さな田ださんだ！　このヒトは、イスカンダル星せいのスターシャからのメッセージも解かい読どくし、ヤマトのピンチを何なん度ども救すくったすごい科か学がく者しゃなのだ。真さな田ださんなら、こういう翻ほん訳やく機きも開かい発はつできるかもしれない。

　ということは、デスラー総そう統とうの言こと葉ばが、大おお仰ぎょうな古ふるくさい日に本ほん語ごに翻ほん訳やくされたのは、真さな田ださんの頭あたまのなかに「悪わるいやつは古ふるい言こと葉ばを使つかう」という固こ定てい観かん念ねんがあったから？　すると、そんな固こ定てい観かん念ねんを持もっていたのは、なぜ？

　おそらく、真さな田ださんが幼よう少しょう期きから接せっしてきた悪あく人にんたちが、そういう話はなし方かたをしていたからだろう。もちろん、真さな田ださんが実じっ際さいに悪あく人にんに囲かこまれて成せい長ちょうしてきたとは思おもえないから、たぶんテレビなどを通つうじて。

　そして、テレビでいかにも悪あく人にんらしい話はなし方かたをする人ひと々びとといえば……悪あく代だい官かんとか、越えち後ご屋やなどの悪あく徳とく商しょう人にん。真さな田ださんは、そういう番ばん組ぐみを幼おさない頃ころから熱ねっ心しんに見みていたに違ちがいないッ！

　え～と、デスラー総そう統とうの話はなし方かたから出しゅっ発ぱつして、妄もう想そうに妄もう想そうを重かさねると「真さな田ださんは時じ代だい劇げきファンだった」という魅み惑わくの大だい妄もう想そうに至いたりました。個こ人じん的てきにはかなり納なっ得とくしています。

[image: ]







[image: ]




　太だ宰ざい治おさむの短たん編ぺん小しょう説せつ『走はしれメロス』は、いまも昔むかしも中ちゅう学がっ校こうの国こく語ごの教きょう科か書しょに載のっている。発はっ表ぴょうされたのは昭しょう和わ15年ねん（太たい平へい洋よう戦せん争そうが始はじまる前まえの年とし！）で、筆ひっ者しゃも中ちゅう学がく生せいの頃ころに読よんだから、これはもう日に本ほん人じんの心こころに染しみ込こんだ物もの語がたりなのだろう。友ゆう情じょうの素す晴ばらしさを称たたえる小しょう説せつだが、筆ひっ者しゃが抱いだいた感かん想そうは「長ちょう距きょ離り走そうは苦くるしそうだなあ」。われながらダメな中ちゅう学がく生せいであった。

　心こころを入いれ替かえていま読よみ返かえすと、『走はしれメロス』とは次つぎのような物もの語がたりである。

　妹いもうとの結けっ婚こん式しきの準じゅん備びをするため、十じゅう里り（40km）離はなれたシラクスの街まちにやってきたメロスは、許ゆるしがたい話はなしを聞きく。国こく王おうディオニスが、親しん族ぞくや家か臣しんが自じ分ぶんを裏うら切ぎるかもしれないと疑うたがい、どんどん処しょ刑けいしているというのだ。怒おこったメロスは王おうを殺ころそうと城しろへ行いくが、たちまち捕つかまってしまう。

　メロスは死しを覚かく悟ごするが、妹いもうとの結けっ婚こん式しきだけは挙あげてやりたかった。そこで「処しょ刑けいまでに三みっ日かの日にち限げんを与あたえてください」と頼たのむが、王おうは笑わらって相あい手てにしない。しかたなく、メロスはシラクスに住すむ親しん友ゆうのセリヌンティウスを人ひと質じちとすることを申もうし出でる。

　王おうは許ゆるしを与あたえるが、その言こと葉ばは「三みっ日か目めには日にち没ぼつまでに帰かえって来こい。おくれたら、その身み代がわりを、きっと殺ころすぞ。ちょっとおくれて来くるがいい。おまえの罪つみは、永えい遠えんにゆるしてやろうぞ」。王おうは、メロスが自じ分ぶんの命いのちを惜おしんで、親しん友ゆうを身み代がわりにしたと思おもっているのだ。

　メロスは村むらへ帰かえって結けっ婚こん式しきを済すませると、３日か目めの朝あさ、村むらを発たつ。前ぜん日じつの雨あめで氾はん濫らんした川かわを泳およぎ切きり、山さん賊ぞくの包ほう囲い網もうを突とっ破ぱし、疲ひ労ろうで一いち度どは心こころが折おれそうになりながらも、走はしりに走はしったメロスは、ついに刻こく限げんの日にち没ぼつに間まに合あう……。

　本ほん稿こうでは、この物もの語がたりを科か学がく的てきに考かんがえてみよう。メロスの走はしりとは、どんなものであったのか？





◆ぶらぶら歩あるきでも間まに合あった？



　まず、物もの語がたりの舞ぶ台たいを確かく認にんしておこう。シラクスは、イタリアのシチリア島とうに実じつ在ざいする都と市しだ。帰かえり道みちの後こう半はん、メロスは灼しゃく熱ねつの太たい陽ように苦くるしめられたから、季き節せつは夏なつだったと思おもわれる。

　シチリア島とうのある地ち中ちゅう海かいは「太たい陽ようがいっぱい」というイメージだが、意い外がいに北きたにある。シラクスの北ほく緯いは37度どで、福ふく島しま県けんいわき市しや、新にい潟がた県けん上じょう越えつ市しとほぼ同おなじ。だがこれは、メロスにとっていい条じょう件けんだ。夏なつはもともと日ひが長ながいうえに、緯い度どが高たかいほど昼ひる間まは長ながくなるからだ。

　メロスが出しゅっ発ぱつしたのは、３日か目めの「薄はく明めいの頃ころ」。薄はく明めいとは「日ひの出での１時じ間かん前まえの空そらが白しらむ時じ刻こく」のことだ。７月がつ末まつ、北ほく緯い37度ど地ち点てんの日ひの出では午ご前ぜん４時じ30分ぷんだから、薄はく明めいは午ご前ぜん３時じ30分ぷん。そして、刻こく限げんの日にち没ぼつは午ご後ご７時じ過すぎなので、なんと15時じ間かん30分ぷんもある！

　この時じ間かんを使つかって、村むらからシラクスまでの十じゅう里り＝40kmを走はしり切きればいいのだ。これは……意い外がいと楽らく勝しょうではないか？　40kmを15時じ間かん30分ぷんで走そう破はするには、平へい均きん時じ速そく２・６kmで歩あるけばよい。人にん間げんが普ふ通つうに歩あるく速そく度どは時じ速そく３～４kmだから、ぶらぶら歩あるきでも間まに合あうだろう。

　だが、後こう半はんメロスは血ちを吐はきながら走はしり、日にち没ぼつにギリギリで間まに合あった。15時じ間かん半はんもあったのに、いったいなぜそんなことになったのか？

　王おうと約やく束そくしたあとのメロスの行こう動どうを見みてみよう。

　シラクスを発たったメロスが村むらに着ついたのは、翌よく日じつの午ご前ぜんだった。約やく束そくの３日かのうちの１日にち目めである。その足あしで妹いもうとのところへ行いき、「シラクスに用よう事じを残のこしてきたので、結けっ婚こん式しきは明日あしたやろう」と提てい案あんする。いったん夜よるまで眠ねむり、今こん度どは花はな婿むこの家いえへ行いって「結けっ婚こん式しきを明日あしたにしてくれ」と頼たのむが、花はな婿むこさんにしてみれば急きゅうな話はなしである。「まだ準じゅん備びが整ととのわない」などと理り由ゆうを述のべてなかなか承しょう諾だくしない。結けっ局きょく、メロスは花はな婿むこを説せっ得とくするのに夜よ明あけまでかかってしまった。

　２日か目め、結けっ婚こん式しきは真ま昼ひるに始はじまった。朝あさから準じゅん備びにかかったとすれば、明あけ方がたまで花はな婿むこを説せっ得とくしていたメロスは２～３時じ間かんしか寝ねていなかったことになる。祝しゅく宴えんは、夜よるに入はいっていよいよ乱みだれ華はなやかになる。メロスは、翌よく日じつの出しゅっ発ぱつに備そなえて眠ねむりに就つくが、寝ねたのが12時じなら、起おきたのが午ご前ぜん３時じ30分ぷんだから、睡すい眠みん時じ間かんは３時じ間かん半はん。このヒト、２日か連れん続ぞくで寝ね不ぶ足そくだったわけである。

　いよいよ３日か目め、薄はく明めいに目め覚ざめたメロスは、雨う中ちゅうを矢やのごとく走はしり出でる。日ひが高たかく昇のぼる頃ころ、余よ裕ゆうを取とり戻もどしたメロスは、歌うたなど歌うたいながら本ほん当とうにぶらぶら歩あるき始はじめるが、里り程ていの半はん分ぶんほどまで来きたところで、睡すい眠みん不ぶ足そくに続つづく第だい２の障しょう害がいが。前ぜん夜やからの雨あめで川かわが氾はん濫らんしていたのだ。

　ところが、それは真ま昼ひる時どきだった。道みちのりの半はん分ぶんでもう昼ひるということは、メロスは20kmに８時じ間かん30分ぷんもかけたことになる。ぶらぶらしすぎだっつうの。

　濁だく流りゅうを泳およぎ切きったメロスに、第だい３の障しょう害がいが立たちはだかる。息いきを切きらして峠とうげを登のぼると、山さん賊ぞくが現あらわれたのだ。メロスは棍こん棒ぼうを奪うばって３人にんを殴なぐり倒たおし、残のこる者もののひるむ隙すきに峠とうげを駆かけ下くだる。そして第だい４の障しょう害がい、灼しゃく熱ねつの太たい陽よう。メロスは眩め暈まいを起おこし、ついに立たてなくなる。典てん型けい的てきな熱ねっ中ちゅう症しょうだ。気き力りょくを失うしなったメロスは、しばらくまどろむが、湧わき水みずを飲のんで再ふたたび走はしり始はじめる。





◆そんなスピードで走はしるな！



　メロスの最さい後ごの走はしりは、壮そう絶ぜつであった。路みち行いく人ひとを押おしのけ、跳はね飛とばし、酒しゅ宴えんのまっただ中なかを駆かけ抜ぬけ、犬いぬを蹴け飛とばし、小お川がわを飛とび越こえ、ほとんど全ぜん裸らとなり、呼こ吸きゅうもできず、口くちから血ちを噴ふき出だし、黒くろい風かぜのように走はしった。作さく中ちゅうの表ひょう現げんによれば「少すこしずつ沈しずんでゆく太たい陽ようの、十倍ばいも早はやく」。これは科か学がく的てきにも気きになる表ひょう現げんだ。いったいどれほどの速そく度どだったのか？

　太たい陽ようが東ひがしから西にしへ動うごくのは、地ち球きゅうが西にしから東ひがしへ自じ転てんしているからだ。北ほく緯い37度ど地ち点てんは、時じ速そく１３００kmで西にしから東ひがしへ動うごいている。「太たい陽ようの10倍ばいも速はやく」とは、言こと葉ばどおりに受うけ取とれば、時じ速そく１３００kmの10倍ばい、すなわち時じ速そく１万まん３千ぜんkm＝マッハ11！　どしぇ～～～っ。

　メロスが本ほん当とうにこの速そく度どで走はしったら大たい変へんだ。「路みち行いく人ひとを跳はね飛とばし」とあるが、気きの毒どくにその人ひとは、時じ速そく１万まん３千ぜんkmで宙ちゅうを舞まい、１４００kmの彼方かなたに落らっ下かする。これは、東とう京きょうから鹿か児ご島しま県けんの沖おきの永え良ら部ぶ島じままでの距きょ離りと同おなじだ。さらに残ざん酷こくなのは「犬いぬを蹴け飛とばし」で、この犬いぬは時じ速そく２万まん７千せんkmで蹴け飛とばされ、落らっ下か点てんは１万まん２千せんkmの彼方かなた。東とう京きょうから南みなみへ同おなじだけぶっ飛とばされた場ば合あい、太たい平へい洋ようを越こえ、オーストラリア大たい陸りくを越こえ、南なん極きょく大たい陸りくに落らっ下かする。い、生いきていたかなあ……。

　もちろん、マッハ11なんかで走はしったら、メロスも無ぶ事じではすまない。３８０ｔの空くう気き抵てい抗こうを受うけ、服ふくが破やぶれ、呼こ吸きゅうもできず、内ない臓ぞうの１つや２つ破は裂れつして血ちを吐はき……あれれっ、小しょう説せつに書かいてあるとおり……!?

　いくらなんでも、生なま身みのメロスがそんな速そく度どで走はしったとは思おもえない。だが、時じ間かんに余よ裕ゆうのあるときにぶらぶらしすぎたために、刻こく限げんギリギリに命いのちを削けずる走はしりをしたことは事じ実じつ。なんだか、原げん稿こうの締しめ切きり直ちょく前ぜんの筆ひっ者しゃみたいだ。そうか、日に本ほん人じんのほとんどが読よむこの小しょう説せつは「時じ間かんはじょうずに使つかおう」と言いっているのだな。え？　まるで違ちがう？
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　週しゅう刊かん少しょう年ねんチャンピオンで『浦うら安やす鉄てっ筋きん家か族ぞく』がスタートしたのは１９９３年ねん。連れん載さいは10年ねん続つづき、２００２年ねんに終おわったかと思おもったら、３週しゅう間かん後ごに『元がん祖そ！浦うら安やす鉄てっ筋きん家か族ぞく』が始はじまった。この連れん載さいは10年ねんまで続つづいて終しゅう了りょう……と思おもったら、翌よく週しゅうから『毎まい度ど！浦うら安やす鉄てっ筋きん家か族ぞく』が始はじまった。要ようするに、チャンピオンでは、20年ねん以い上じょうずーっと『浦うら筋きん』を連れん載さいしているのだ。ふとした日にち常じょうから常じょう識しきでは考かんがえられない話はなしに発はっ展てんし、ちょっと下げ品ひんなところもあるけれど、実じつに面おも白しろいマンガである。

　この『毎まい度ど！浦うら筋きん』で、すごい事じ件けんが描えがかれた。トースターでパンを焼やいたところ、焼やきあがったパンは屋や根ねを突つき破やぶって、空そら高たかく飛とんでいったのだ！

　常じょう識しきをブチ破やぶるにもホドがあるが、これは万まんに一ひとつも起おこり得うる事じ態たいだろうか？　『毎まい度ど！浦うら筋きん』はアニメ化かもされているので、ここでは状じょう況きょうのわかりやすいアニメ版ばんで考かんがえてみよう。





◆トースターもすごいが、パンもすごい



　小しょう学がく生せいの小こ鉄てつは、ある朝あさテーブルに見み慣なれないトースターがあるのに気きづいた。母ははの順じゅん子こが説せつ明めいする。「古ふるいトースターがあったから出だしてみたのよ」。そう、大おお沢さわ木ぎ家けの大おお騒さわぎは、いつもこのように何なに気げないシーンから始はじまるのだ。

　そのトースターとは、上じょう面めんの穴あなから食しょくパンを縦たてに入いれ、レバーを下さげてタイマーをセットするタイプ。電でん熱ねつ線せんでパンを焼やき、時じ間かんが来くると、チーンという音おととともにバネでパンが飛とび上あがるもので、昔むかしはトースターといえばこれだったのだ（あのエジソンが広ひろめたらしいよ！）。

　順じゅん子こがトースターにパンを入いれ、やがて焼やき上あがり……と思おもったら、チーンという音おとと同どう時じに飛とび出だしたパンは天てん井じょうを突つき破やぶる！　そのまま青あお空ぞらへ消きえていく食しょくパン……。

　こんな現げん象しょうを起おこすトースターももちろんすごいけれど、パンも侮あなどれないと筆ひっ者しゃは思おもう。そこで、近きん所じょのスーパーへ行いき、６枚まい切ぎりの食しょくパンを買かってきた。１枚まいを計はかると、縦たて12・５cm、横よこ10cm、厚あつさ２cm、重じゅう量りょう58ｇ。そうか、これが屋や根ねを突つき破やぶったのか……。

　遠とおい目めをしているヒマはない。室しつ内ないで飛とび上あがった物ぶっ体たいが屋や根ねを貫かん通つうするには、天てん井じょう板いた、瓦かわらの下したに敷しいた板いた、瓦かわらの３つを破は壊かいせねばならない。これを食しょくパンがやったというのか!?　パンの強きょう度どは、明あきらかに木きの板いたを下した回まわるから、天てん井じょう板いたさえ破やぶれないような気きがするが。

　だが、強きょう度どゼロの水みずも、速はやい水すい流りゅうにすればコンクリートを切せつ断だんすることもできるのだ。パンもエネルギーさえ充じゅう分ぶんなら、屋や根ねを貫つらぬいても不ふ思し議ぎはない。そう考かんがえて、食しょくパンが持もっていたエネルギーを求もとめてみよう。





◆パンが見みえなくなる距きょ離り



　トースターから発はっ射しゃされた食しょくパンは、天てん井じょう板いたに直ちょっ径けい20cmほどの穴あなを開あけた。瓦かわらの破は壊かい状じょう況きょうは、続つづくシーンでわかる。母はは・順じゅん子こが屋や根ねに登のぼって、壊こわれた部ぶ分ぶんを修しゅう理りしていたら、隣となりから食しょくパンが飛とび出だした！　能のう天てん気きな大だい鉄てつ・小こ鉄てつ父ちち子こが第だい２撃げきを発はっ射しゃしたのだ。

　お母かあさんに当あたらなくて、本ほん当とうによかったが、直ちょく撃げきした瓦かわらは割われ砕くだけ、周しゅう囲い４枚まいの瓦かわらも飛とんで、２ｍほど離はなれたところに落おちた。屋や根ね瓦がわらは通つう常じょう２・８kgもの重おもさがあるが、それをパンが２ｍも飛とばすとはオソロシイ。そして食しょくパンは、はるか上じょう空くうで３・５秒びょう後ごに見みえなくなった。

　横よこ幅はば10cmの食しょくパンが視し力りょく１の人ひとに見みえなくなる高こう度どとは３３３ｍ。この高こう度どまで３・５秒びょうで達たっしたということは、パンは屋や根ねから時じ速そく３４０km、新しん幹かん線せんを超こえる速そく度どで飛とび出だしたことになる。しかもその前まえに、右みぎのような破は壊かいをしてエネルギーを失うしなっていたはずなのに。

　天てん井じょう板いたの厚あつさを５mm、瓦かわらに敷しいた板いたの厚あつさを２mmとして計けい算さんすると、発はっ射しゃ直ちょく後ごに持もっていたエネルギーは、プロ野や球きゅう選せん手しゅのフルスイング30発ぱつ分ぶん！　打うち出だされた速そく度どはマッハ１・８！　これを家か庭てい用ようトースターがやったとは、あまりに危き険けんな家か電でんである。





◆このトースターは人にん間げんを飛とばせる



　トースターのパワーは、これに留とどまらなかった。小こ鉄てつが学がっ校こうでトースターの話はなしをすると、友とも達だちが家いえへ見みにくる。母はは・順じゅん子こは「危あぶないから捨すてた」と言いっていたが、父ちち・大だい鉄てつが「こんなおもしれえもの捨すてられるかよ」と隠かくし持もっていたのだ。

　皆みなが見み守まもるなか発はっ射しゃすると、パンは天てん井じょうを突つき破やぶったが、屋や根ねから飛とび出ださない。２階かいにある兄あに・晴はる郎おのゴミだらけの部へ屋やで止とまっていたのだ。人ひと々びとが外そとへ出でて様よう子すを見みた瞬しゅん間かん、２階かいの屋や根ねがグシャッと凹へこむ。どうやら、家いえの構こう造ぞうにかかわる大おおきな建けん材ざいが破は壊かいされたらしい！

　これは、屋や根ねなどとは比くらべものにならない破は壊かい力りょくでは？と思おもって計けい算さんすると、１辺ぺん12cmの柱はしらまたは梁はりを破は壊かいするのに必ひつ要ようなエネルギーは、プロ野や球きゅう選せん手しゅのフルスイング17発はつ分ぶん。なるほど、フルスイング30発ぱつ分ぶんのトースターなら、家いえだってカンタンに壊こわせるわけですね～。

　そこまでの威い力りょくがあると知しってか知しらずか、どうしても食しょくパンを空そらへ打うち上あげたい大だい鉄てつは、外そとでトースターにパンをセットする。折おりも折おり、そこへ母ははの順じゅん子こが帰かえってきた。慌あわててトースターを足あしで隠かくそうとした大だい鉄てつは、チーンという音おとも高たからかに、大おお空ぞら高たかく打うち上あげられてしまう！

　あまりにオーバーな描びょう写しゃだ、いくらなんでもトースターが人にん間げんを飛とばせるはずは……と思おもって計けい算さんすれば、パンに屋や根ねを突つき破やぶらせる威い力りょくがあれば、体たい重じゅう70kgの人にん間げんを高こう度ど34ｍまで打うち上あげられることが判はん明めいした。ビル11階かいの高たかさである！

　いよいよ恐おそるべきトースターだが、普ふ通つうのトースターに比くらべて、どれほど強きょう力りょくなのか。

　このトースターから発はっ射しゃされた食しょくパンは、屋や根ねなどにぶつからなければ、上じょう空くう２万まんｍまで上じょう昇しょうするはずだ。高こう度ど２万まんｍの気き温おんは氷ひょう点てん下か57℃だから、せっかくトースターで温あたためたパンも凍こおってしまうなあ。

　などと残ざん念ねんがっている場ば合あいではない。通つう常じょうのトースターでパンが飛とび上あがる高たかさは１cmほどだから、２００万まん倍ばいも強きょう力りょくということだ。前ぜん述じゅつしたように、パンが飛とび上あがるのはバネの力ちからによるものだから、おそらく２００万まん倍ばいも強きょう力りょくなバネが……はっ、バネ!?

　そのバネを縮ちぢめるには、人にん間げんがレバーを押おし下さげなければならない。パンを２万まんｍも打うち上あげられるバネを縮ちぢめるには、どれほどの力ちからが必ひつ要ようなのか。それは、レバーを押おし下さげる距きょ離りからわかる。アニメで確かく認にんすると、10cmほどだ。すると必ひつ要ような力ちからは、うえっ、47ｔ！

　こ、こ、こんなに力ちから持もちだったのか、大おお沢さわ木ぎ家けの人ひと々びとは!?　ビックリすることばかりだが、逆ぎゃくに安あん心しんとも言いえるかも。この危き険けんなトースターが一いっ般ぱん家か庭ていにあっても、誰だれにもレバーを押おし下さげることはできないから、まったく危き険けんはないということだ。
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　筆ひっ者しゃが子こどもの頃ころ、正せい義ぎの人ひと々びとの「基き地ち」の印いん象しょうを決けっ定ていづけた番ばん組ぐみといえば『サンダーバード』だった。世せ界かい中じゅうの危き機きに駆かけつける国こく際さい救きゅう助じょ隊たい・サンダーバード。その基き地ちは、絶ぜっ海かいの孤こ島とうにあり、すべての設せつ備びには徹てっ底ていしたカムフラージュが施ほどこされていた。

　たとえば、サンダーバード２号ごうの格かく納のう庫この前まえにはヤシの木きが生はえている。まさかそんなところから大おお型がたメカが出しゅつ撃げきするはずがない……と思おもっていると、ヤシの木きは左さ右ゆうに倒たおれ、サンダーバード２号ごうの滑かっ走そう路ろが出しゅつ現げんするのだった。これが実じつにカッコよくて、筆ひっ者しゃはあれ以い来らい、「基き地ちを作つくるなら、秘ひ密みつ基き地ちに限かぎる！」と思おもい込こんでおります。まだ基き地ちを作つくる機き会かいはないけど。

　そんな視し点てんからするとビミョ～なのは、１９８２年ねんに放ほう送そうされたスーパー戦せん隊たいシリーズの第だい６弾だん『大だい戦せん隊たいゴーグルファイブ』に登とう場じょうした基き地ちだ。主しゅ人じん公こう・赤あか間ま健けん一いちが所しょ属ぞくする未み来らい科か学がく研けん究きゅう所じょの基き地ちがあるのは、なんと後こう楽らく園えん球きゅう場じょうの地ち下か！

　後こう楽らく園えん球きゅう場じょうとは、87年ねんまで読よみ売うりジャイアンツなどの本ほん拠きょ地ちとして使つかわれた球きゅう場じょうだ。いまの東とう京きょうドームの前ぜん身しんで、場ば所しょもすぐ近ちかくだった。収しゅう容よう観かん客きゃく数すうは約やく４万まん２千せん人にん。これほど大おおきな球きゅう場じょうの下したに、所しょ員いん２千せん人にんを擁ようする未み来らい科か学がく研けん究きゅう所じょが築きずかれていたという。

　研けん究きゅう所じょの建たて物ものは、実じつに地ち下か40階かい建だて！　しかも、内ない部ぶには身しん長ちょう55ｍのゴーグルロボを輸ゆ送そうするゴーグルシーザーが格かく納のうされており、出しゅつ動どう時じにはなんと後こう楽らく園えん球きゅう場じょう全ぜん体たいをせり上あげて、シーザーはその下したから発はっ進しんする！

　すごい基き地ちである。「予よ想そう外がいの場ば所しょ」という意い味みでは、これこそが秘ひ密みつ基き地ちといえるかもしれない。だが、そんなところに基き地ちを建けん設せつして、大だい丈じょう夫ぶなのか!?　本ほん稿こうでは、空くう想そう科か学がく史しに残のこる秘ひ密みつ基き地ち・未み来らい科か学がく研けん究きゅう所じょについて考かんがえよう。





◆正せい義ぎのために、東とう京きょうは停てい電でん！



　劇げき中ちゅうで描えがかれたゴーグルシーザー発はっ進しんの様よう子すはこうだ。

　ジャイアンツの選せん手しゅがヒットを打うち、ランナーが帰かえって歓かん声せいに沸わく後こう楽らく園えん球きゅう場じょう。そのとき、地ち下かの未み来らい科か学がく研けん究きゅう所じょに、ゴーグルＶファイブからゴーグルロボ発はっ進しんの要よう請せいが入はいる。これを受うけ、どう見みても小しょう学がく生せいのタツヤくんが「リフトアップ！」とかけ声ごえをかけると、後こう楽らく園えん球きゅう場じょうがしゅるるるるる～っと、外がい壁へきの６倍ばいほどの高たかさまでせり上あがる。そして10秒びょうほどで上じょう昇しょうは止とまり、ゴーグルシーザーは傾けい斜しゃした発はっ射しゃ台だいから発はっ進しんしていく。

　小しょう学がく生せいの指し令れいで地ち球きゅうの平へい和わを守まもっていて大だい丈じょう夫ぶか、とか、タツヤくんは学がっ校こうに行いかなくていいのか、とか気きになることはたくさんあるが、いま注ちゅう目もくすべきはそれではない。球きゅう場じょうがせり上あがるとき、試し合あいが中ちゅう断だんされた様よう子すがないことだ。それどころか、選せん手しゅたちは試し合あいに集しゅう中ちゅうし、観かん客きゃくは熱ねっ狂きょう的てきに応おう援えんを続つづけていた。どうやら、自じ分ぶんたちのいる球きゅう場じょうが持もち上あがり、その下したから巨きょ大だいなマシンが発はっ進しんしたことには、選せん手しゅも観かん客きゃくも気きづいていないようなのだ。ええ～っ、そんなコトがあんの!?

　球きゅう場じょうを持もち上あげるとは、大たい変へんな作さ業ぎょうだ。後こう楽らく園えん球きゅう場じょうの正せい確かくな大おおきさが不ふ明めいなので、東とう京きょうドームのデータから推すい測そくすると、外がい壁へきの高たかさは平へい均きん30ｍほどと思おもわれる。発はっ進しんの際さいには、球きゅう場じょうが丸まるごと外がい壁へきの６倍ばいぐらいせり上あがったから、上じょう昇しょうする高たかさは１８０ｍということだ。なんと東とう京きょうタワーの半はん分ぶん以い上じょう！

　重おもさはどれほどか。後こう楽らく園えん球きゅう場じょうの敷しき地ち面めん積せきが東とう京きょうドームと同おなじで、壁かべや床ゆかが厚あつさ50cmのコンクリートでできていたとして計けい算さんすると、土ど台だいとなる床ゆかが５万まん６千せんｔ、外がい壁へきが２万まん７千せんｔという結けっ果かになる。観かん客きゃく席せきやスコアボードや照しょう明めい塔とうなどの付ふ属ぞく施し設せつを合あわせると、総そう重じゅう量りょうは10万まんｔくらいだろう。

　これを持もち上あげるには、支し柱ちゅうや土ど台だいなどの構こう造ぞう物ぶつも必ひつ要ようだから、それらの合ごう計けいも10万まんｔと仮か定ていするなら、球きゅう場じょうの重じゅう量りょうと併あわせて20万まんｔ。つまり未み来らい科か学がく研けん究きゅう所じょは、ゴーグルシーザーが発はっ進しんするたびに、20万まんｔもの物ぶっ体たいを１８０ｍも持もち上あげていたことになる。

　しかも、彼かれらは仕し事ごとがモノスゴ～ク速はやい。球きゅう場じょうが上じょう昇しょうしている時じ間かんを計けい測そくすると、第だい１話わでは14秒びょう、第だい２話わではたった９秒びょう！　物ぶっ体たいを動うごかす場ば合あい、スピードが速はやいほうが大たい量りょうの電でん力りょくを必ひつ要ようとするから、こんなに重おもいモノをこんなに速はやく持もち上あげたら、もう大たい変へんなことになる。

　14秒びょうの場ば合あいでも、消しょう費ひ電でん力りょくは２５００万まんkWキロワット。わが国くにの発はつ電でん力りょくの４分ぶんの１に相そう当とうする大だい電でん力りょくであり、いきなりそんなに使つかっちゃったら、関かん東とう全ぜん域いきはたちまち停てい電でんする。後こう楽らく園えん球きゅう場じょうの照しょう明めいも消きえて、試し合あいどころではない……はずだが、番ばん組ぐみではそういう事じ態たいは描えがかれなかった。う～ん、未み来らい科か学がく研けん究きゅう所じょは電でん力りょくを自じ給きゅう自じ足そくしていたのかなあ。だとしても、これほどのエネルギーを出で入いり口ぐちの開かい閉へいだけに使つかうとは、あまりにもムダだと思おもう。





◆ロボの発はっ進しんが、試し合あいに大だい影えい響きょう！



　未み来らい科か学がく研けん究きゅう所じょの科か学がく力りょくには舌したを巻まくが、やはり気きになる。試し合あい中ちゅうに球きゅう場じょうを持もち上あげられて、選せん手しゅや観かん客きゃくがそれに気きづかないことがあるだろうか？

　ここでは、９秒びょうで持もち上あげる場ば合あいを考かんがえよう。この間かんに１８０ｍ上じょう昇しょうさせるわけだが、最もっとも力ちからが小ちいさくて済すむのは、スピードをゆっくり上あげながら４・５秒びょうかけて90ｍ持もち上あげ、今こん度どはスピードを落おとしながら４・５秒びょう後ごに停てい止しさせたときだ。

　人にん間げんが乗のった物ぶっ体たいが、スピードを速はやくしたり遅おそくしたりすると、乗のっている人ひとは力ちからを受うける。電でん車しゃやバスが急きゅう発はっ進しんすると乗じょう客きゃくが後うしろへ倒たおれそうになり、急きゅう停てい止しすると前ぜん方ぽうに倒たおれそうになるのはよく経けい験けんすることだろう。ゴーグルシーザーの発はっ進しんでは、この現げん象しょうが上じょう下げの方ほう向こうに起おこるはずなのだ。

　４・５秒びょうで90ｍ持もち上あげるには、地ち上じょうで物ものを落おとしたときの90％の勢いきおいで上じょう昇しょうスピードを上あげねばならない。すると、球きゅう場じょうにいる人ひと々びとにとっては、重じゅう力りょくがいきなり１・９倍ばいになったのと同おなじことになる。選せん手しゅはその場ばにへたり込こみ、観かん客きゃくは持もっていたお弁べん当とうやビールを落おとしたのではないだろうか。

　心しん配ぱいなのは、試し合あい中ちゅうのボールの行方ゆくえだ。フライはいきなり１・９倍ばいの速そく度どで落おちてくる。これは怖こわくて取とれない！　飛ひ距きょ離りも１・９分ぶんの１になるから、飛ひ距きょ離り１３０ｍのホームラン！と思おもった打だ球きゅうが、飛ひ距きょ離り68ｍのセンターフライに。ああ、実じつに残ざん念ねん無む念ねん～！

　ここまでは、球きゅう場じょうが上じょう昇しょうしている４・５秒びょう間かんのできごとだ。続つづく４・５秒びょう間かんは上じょう昇しょうスピードを落おとすことになるが、このときはさらに大たい変へん。重じゅう力りょくが90％減へって、10％に。つまり普ふ段だんの10分ぶんの１になってしまう！

　宇う宙ちゅう飛ひ行こう士しの毛もう利り衛まもるさんは、飛ひ行こう機きによる無む重じゅう力りょく訓くん練れんを受うけたとき、重じゅう力りょくが10分ぶんの１になった時じ点てんで無む重じゅう力りょくと感かんじたという。すると、減げん速そく中ちゅうの後こう楽らく園えん球きゅう場じょうも感かん覚かく的てきには無む重じゅう力りょく。興こう奮ふんして立たち上あがった観かん客きゃくはふわっと浮うき上あがり、観かん客きゃくのポップコーンは宙ちゅうを舞まう。グラウンドでは、ピッチャーフライと思おもわれた打だ球きゅうがふわふわと上じょう昇しょうしていって場じょう外がいホームランに……！

　これはもう、観かん客きゃくの安あん全ぜんや試し合あいの勝しょう敗はい、場ば合あいによっては優ゆう勝しょうの行方ゆくえさえ左さ右ゆうしかねない大だい影えい響きょうが出でるということではないか。気きづこうよ、選せん手しゅも観かん客きゃくも。

　そして、これを設せっ計けいした未み来らい科か学がく研けん究きゅう所じょの本ほん郷ごう博士はかせは、基き地ちを作つくる場ば所しょを根こん本ぽんから考かんがえ直なおしていただきたい。やはり秘ひ密みつ基き地ちは、人ひとの少すくないところに作つくるべきだと思おもいます。
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　好すきな小しょう説せつやマンガが映えい像ぞう化かされたとき、原げん作さくと変かわってしまった部ぶ分ぶんに違い和わ感かんを覚おぼえることがある。たとえば映えい画が『ホビット　竜りゅうに奪うばわれた王おう国こく』は、英えい国こくの作さっ家かＪ・Ｒ・Ｒ・トールキンによる『ホビットの冒ぼう険けん』の実じっ写しゃ映えい像ぞう化か第だい２弾だんだが、原げん作さくのファンのあいだでは、そこに登とう場じょうする巨きょ大だいな竜りゅう・スマウグが、原げん作さくのイメージと違ちがうとも言いわれているらしい。

　原げん作さくが４本ほん脚あしなのに対たいし、映えい画がに登とう場じょうしたスマウグは２本ほん脚あし。どっちもドラゴンでしょ!?と思おもったら、コトはそう単たん純じゅんではなくて「４本ほん足あしで背せ中なかに羽はねが生はえている」のがドラゴンで、「それの前まえ脚あしがないバージョン」はワイバーンと呼よばれる。こちらは、少すこし格かく落おちの竜りゅうらしいのだ。ドラゴンの世せ界かいもいろいろあるのだなあ。恐きょう竜りゅうから鳥とりへの進しん化かを考かんがえれば、前まえ脚あしが羽はねになったと思おもわれるワイバーンのほうが科か学がく的てきナットク度どは高たかいような気きもするが……。

　などと、いろんなコトを考かんがえさせられる作さく品ひんだが、筆ひっ者しゃがもっとも驚おどろいたのは、映えい画がでは、そのスマウグを、溶とけた金きんの海うみに沈しずめたことだ。これは、ハンパな量りょうの金きんではない！

　このゴーカイなシーンに至いたった経けい緯いは次つぎのとおりだ。

　体からだの小ちいさな種しゅ族ぞく「ドワーフ」は、スマウグという火ひを吐はく竜りゅうに、故こ国こくエレボールを奪うばわれてしまった。王おう子じトーリンは国くにを取とり戻もどすために、仲なか間まとエレボールに向むかう。宮きゅう殿でんに入はいったトーリン一いっ行こうは、スマウグに追おい回まわされ、金きんの精せい錬れん所じょに逃にげ込こむ。エレボールは金きんや宝ほう石せきの生せい産さんで栄さかえた国くにだったのだ。一いっ計けいを案あんじたトーリンは、スマウグを怒おこらせて火ひを吐はかせ、その火ひで高こう炉ろを動うごかす。高こう炉ろから流ながれ出だした金きんを「王おうの広ひろ間ま」に導みちびく一いっ方ぽうで、スマウグを王おうの広ひろ間まにおびき出だし、溶とけた金きんを浴あびせて金きんの海うみに沈しずめる……。

　これは、いったいどれほどの金きんだったのだろう？





◆どんな富ふ豪ごうでもムリだ！



　スマウグを沈しずめた金きんは、王おうの広ひろ間まになみなみと湛たたえられていた。その広ひろ間まは、縦たて長ながの長ちょう方ほう形けいで、横よこがスマウグの体たい長ちょうと同おなじぐらい。縦たてはその４倍ばいほどだ。すると流ながし込こんだ金きんの量りょうは、スマウグの大おおきさによって決きまることになる。

　画が面めんからは、スマウグの具ぐ体たい的てきな大おおきさがわからない。そこで、映えい画が館かんで売うっていたパンフレットをよくよく見みたのだが、正せい式しきな設せっ定ていどころかスマウグの写しゃ真しんさえ載のっていない！　筆ひっ者しゃみたいな職しょく業ぎょうのヒトには、それだと困こまるんですけど……（←そんな職しょく業ぎょうの人ひとは、ほぼいない）。

　だが、パンフレットのなかで、美び術じゅつスタッフが貴き重ちょうな発はつ言げんをしている。

「スマウグ自じ体たいがジャンボ機き２機き分ぶんくらいはあるのではないかと思おもうような大おおきさなので」

　なぁるほど。では、これを参さん考こうにしよう。２０１４年ねんの３月がつに日に本ほんの空そらから引いん退たいしたジャンボ機き＝ボーイング７４７は、全ぜん長ちょう70・７ｍ。するとスマウグの全ぜん長ちょうは１４０ｍ。７両りょう編へん成せいの列れっ車しゃと同おなじだ。

　ということは、王おうの広ひろ間まは横よこ１４０ｍ、縦たて５６０ｍ。これは広ひろい！　サッカーコート11面めん分ぶんにもなる。体たい長ちょう１４０ｍの竜りゅうを水すい没ぼつ、いや金きん没ぼっさせるには、深ふかさ50ｍは必ひつ要ようだろう。すると金きんの体たい積せきは３９０万まん[image: ]＝東とう京きょうドームの３・２倍ばい！

　これはもう、金きんとしては驚きょう天てん動どう地ちの量りょうである。金きんは密みつ度どの高たかい物ぶっ質しつで、１Ｌあたりの重おもさが19・３kgもある。すると重じゅう量りょうは７６００万まんｔ！

　そして金きんだけに、価か値ちも気きになる。金きんの価か値ちは毎まい日にち変へん動どうするので、本ほん日じつの相そう場ばで計けい算さんすると、なんと38京けい７千せん兆ちょう円えん！　２０１２年ねんの世せ界かいＧＤＰの５倍ばい弱じゃく！　エレボールは、激げき烈れつに裕ゆう福ふくな国くにだったのだなあ。

　いや、冷れい静せいに考かんがえれば、どれほど裕ゆう福ふくな国くにでも、これだけの金きんを蓄たくわえるのはできない相そう談だんだ。人じん類るいがこれまでに採さい掘くつしてきた金きんの総そう量りょうは、９万まんｔ。いまでも地ち中ちゅうに埋まい蔵ぞうされている量りょうは推すい定てい６万まんｔ。合ごう計けい15万まんｔでしかない。７６００万まんｔなんて、いったいどこから集あつめてきたんだッ!?





◆体たい重じゅう22万まんｔの大だい怪かい獣じゅう！



　残ざん念ねんなことに、この大たい量りょうの金きんに沈しずめても、スマウグは倒たおせなかった。しばらくの静せい寂じゃくの後あと、スマウグは全ぜん身しんに溶とけた金きんをまとい、金きんの海うみから飛とび立たったのだ。それは、おお懐なつかしや、ゴジラと戦たたかったキングギドラそのもの！　この怪かい獣じゅうも翼つばさのついた竜りゅうの姿すがたで、３つの首くびと２本ほんの尾おを持もち、全ぜん身しんを金きん色いろに輝かがやかせていた。

　昭しょう和わの怪かい獣じゅうファン魂だましいを炸さく裂れつさせている場ば合あいではない。金きんを溶とかすには、１０６４℃になるまで熱ねっしなければならない。そしてスマウグはこの高こう温おんに耐たえたということだ。口くちから炎ほのおを吐はくぐらいだから、このヒトは全ぜん身しんが熱ねつに強つよいということだろうか。

　だが他ほかにも１人ひとり、高こう熱ねつに耐たえた勇ゆう者しゃがいる。トーリンは鉄てつの小ちいさな船ふねに腹はらばいになって、精せい錬れん所じょから王おうの広ひろ間ままで、金きんに浮うかんで運はこばれていった。

　さりげないシーンだが、実じつはすごいことをやっている。彼かれの顔かおのすぐ下したには、１０６４℃の金きんの川かわがあったわけだ。このとき顔かおに受うけた熱ねつは、真ま夏なつの太たい陽ようの２１０倍ばい！　髪かみや皮ひ膚ふが炎えん上じょうしても不ふ思し議ぎはなかった。敵てきも味み方かたも、恐おそるべき耐たい熱ねつ力りょくだなあ。

　そして、科か学がく的てきに気きになるもう一いっ点てんは、スマウグの体からだの重おもさである。前ぜん述じゅつしたように、この巨きょ竜りゅうは、しばらくは金きんの海うみに沈しずんでいた。これは、この竜りゅうの体からだの平へい均きん密みつ度どが金きんより重おもかったということだ！

　体たい重じゅうはどれほどなのか？　ここではワニを参さん考こうに計けい算さんしよう。スマウグはワニよりスリムだが、「代かわりに翼つばさがあるので相そう殺さいされる」と強ごう引いんに考かんがえることにする。２０１１年ねん、フィリピンで体たい長ちょう６・４ｍ、体たい重じゅう１０７５kgのイリエワニが捕ほ獲かくされた。このワニが体たい長ちょう１４０ｍに巨きょ大だい化かすると、体たい重じゅうは１万まん１千せんｔになる。だが、ワニの体からだの平へい均きん密みつ度どは水みずと同おなじ１Ｌあたり１kgほどだから、金きんより重おもいスマウグは少すくなくともその19・３倍ばいの体たい重じゅう22万まんｔ……！

　これはすごい。昭しょう和わのキングギドラでさえ体たい重じゅう３万まんｔだったのに、その７倍ばい強きょう。ドラゴンだろうがワイバーンであろうが、スマウグがもうメチャクチャ強つよくて、王おう国こくを奪うばうくらいは朝あさメシ前まえだろうことは疑うたがいようのない事じ実じつだ。
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　最さい終しゅう回かいが悲かなしいアニメやマンガはたくさんあるけど、その[image: ]ナンバー１と言いえるのが『フランダースの犬いぬ』だろう。テレビの「感かん動どうの最さい終しゅう回かい特とく集しゅう」みたいな番ばん組ぐみで繰くり返かえし紹しょう介かいされてきたけど、いやもう、あまりにも悲かなしい物もの語がたりである。

　貧まずしい祖そ父ふと２人ふたりで暮くらすネロは、同どう郷きょうのルーベンスに憧あこがれ、画が家かへの道みちを夢ゆめみていた。しかし、仲なかよしのアロアと遊あそぶことを禁きんじられ、おじいさんは亡なくなり、放ほう火かの疑うたがいをかけられて仕し事ごとも失うしない、住すんでいた小こ屋やを追おい出だされ、すべての望のぞみを託たくした絵えのコンクールにも落らく選せん。ついには、ルーベンスの絵えの前まえで、愛あい犬けんのパトラッシュと共ともに力ちから尽つきる。

　ネロの最さい期ごの言こと葉ばは「パトラッシュ、疲つかれたろう。僕ぼくも疲つかれたんだ……。なんだか、とても眠ねむいんだ……、パトラッシュ……」というものだった。

　む、むごい。このアニメは「世せ界かい名めい作さく劇げき場じょう」と謳うたわれるシリーズだけど、かわいそうさに押おし潰つぶされて、名めい作さくかどうかなんて、考かんがえる余よ裕ゆうはありまっしぇん！

　なぜこんな悲ひ劇げきになってしまったのか？　なぜネロとパトラッシュは死しななければならなかったのか？　ここでは、この純じゅん真しんな少しょう年ねんと健けな気げな犬いぬが死しなずに済すむ道みちはなかったのかを考かんがえたい。





◆一いっ発ぱつ逆ぎゃく転てんをコンクールに賭かける！



　ネロもはじめから不ふ幸こうだったわけではない。２歳さいのときにお母かあさんを亡なくし、引ひき取とったおじいさんは貧びん乏ぼうだったが、ネロの周しゅう囲いには温あたたかい時じ間かんが流ながれていた。

　おじいさんは、村むら人びとが搾しぼった牛ぎゅう乳にゅうを荷に車ぐるまで運はこぶ仕し事ごとをしていた。老おいた体からだには重じゅう労ろう働どうだったが、ネロも手て伝つだい、毎まい朝あさアロアに見み送おくられてアントワープまで出でかけるのが日にっ課かだった。きこりのミシェルおじさんや隣となりのヌレットおばさん、友とも達だちのポールにジョルジュ、アロアの母ははのエリーナさんなど、優やさしい人ひと々びとも多おおかった。にもかかわらず、ネロはなぜ不ふ幸こうになったのか？

　実じつは、ネロにつらく当あたったのは、たったの２人ふたりなのだ。アロアの父ちちのコゼツ旦だん那なと、コゼツ家けの出で入いり商しょう人にんハンス。コゼツ旦だん那なは、娘むすめのアロアが貧びん乏ぼうなネロと仲なかよくするのを嫌きらっていた。そしてハンスは、ネロがアロアと遊あそんでいると、コゼツ旦だん那なに言いいつけるのだ。あ～、やだやだ。

　何なによりネロには、お金かねの問もん題だいが大おおきくのしかかっていた。絵かい画がコンクールに応おう募ぼするにも結けっ構こうな費ひ用ようが必ひつ要ようで、これを捻ねん出しゅつしようと無む理りをしたおじいさんが倒たおれてしまう。

　ネロは１人ひとりで牛ぎゅう乳にゅう運はこびを頑がん張ばるが、同どう業ぎょう者しゃが現あらわれたために、収しゅう入にゅうは激げき減げん。波は止と場ばで荷に運はこびをして稼かせいだお金かねで、おじいさんのためにスープを作つくるが、おじいさんは一ひとさじ飲のむと息いきを引ひき取とってしまった。最さい期ごの言こと葉ばは「いい絵えを描かくんだぞ」。うお～ん。かわいそうだ、うおお～ん！

　泣ないている場ば合あいではない。本ほん当とうに大たい変へんなのは、ここからなのだ。ある晩ばん、風ふう車しゃ小ご屋やが火か事じになる。原げん因いんは不ふ明めいだったのに、ハンスは夜よ中なかにネロを見みかけたというだけの理り由ゆうで「おまえだろ、風ふう車しゃ小ご屋やに火ひをつけたのは。さあ、白はく状じょうしろ！」と、村むら人びとたちの前まえでネロを犯はん人にん扱あつかいした。

　ここから村むら人びとに疑ぎ念ねんが広ひろがり、ネロに牛ぎゅう乳にゅう運はこびを頼たのむ農のう家かはなくなってしまう。収しゅう入にゅうを絶たたれたネロに、ハンスは迫せまる。「家や賃ちんが払はらえないなら、出でて行いけ」。そんな状じょう況きょうにしたのは誰だれだよ!?

　この理り不ふ尽じんな要よう求きゅうに対たいして、ネロは「クリスマスまで待まってください。そしたら出でていきます」と応おうじてしまう。応おう募ぼしていた絵かい画がコンクールの発はっ表ぴょうが、クリスマス・イブに行おこなわれるのだ。こうして、コンクールで１等とうを取とることに、ネロはすべてを賭かけることになった……。





◆盆ぼんと正しょう月がつがいっぺんに！



　確たしかにそのコンクールは、すべてを託たくすだけの価か値ちがあった。一いっ等とうの賞しょう金きんは２００フラン。劇げき中ちゅうの物ぶっ価かから考かんがえて現げん在ざいの５００万まん円えんくらいのようだ。しかもその金きん額がくが、毎まい年としもらえる！

　このコンクールに、ネロは、パトラッシュとおじいさんの絵えを提てい出しゅつした。それは、絵えのセンスがカケラもない筆ひっ者しゃが見みても、ため息いきの出でるような……って、援えん護ご射しゃ撃げきになってないか。

　クリスマス・イブの日ひ、ネロは公こう会かい堂どうの広ひろ間まで発はっ表ぴょうを待まつ。だが一いっ等とうを取とったのは、キースリンガーという少しょう年ねんだった。ネロは絶ぜつ望ぼう！　家や賃ちんは払はらえない。もう出でていくしかない。

　とぼとぼと家いえ路じをたどるネロ。だが、このとき事じ態たいを急きゅう展てん開かいさせる出で来き事ごとが起おこる。パトラッシュが、雪ゆきに埋うもれた袋ふくろを見みつけたのだ。入はいっていたのは、コゼツ旦だん那なが落おとした２千せんフラン！

　ネロは急いそいで袋ふくろをアロアの家いえに届とどける。あれほどお金かねに困こまっていたのに、悪わるい心こころを起おこすこともなく。コゼツ旦だん那なは不ふ在ざいだったが、アロアとお母かあさんは大だい感かん激げき。食しょく事じを勧すすめるが、ネロは断ことわり、激はげしい吹雪ふぶきのなかへあてもなく出でていく。ああ、悲ひ劇げきのエンディングが近ちかづいてくるよ～。

　だが実じつは、このときネロの周まわりには幸しあわせが次つぎ々つぎに訪おとずれ始はじめていた。さあ、列れっ挙きょしよう！



①コゼツ旦だん那なは、ネロがお金かねを拾ひろって届とどけたことを知しって、これまでの仕し打うちを深ふかく反はん省せいする。アロアとつき合あうことも認みとめ、「わしはあの子こに償つぐないをしなければならん」と泣なく。

②コゼツ家けに風ふう車しゃ職しょく人にんがやってきて、風かざ車ぐるま小ご屋やに放ほう火かしたのはネロではないことを伝つたえる。

③ヌレットおばさんらが、ネロとクリスマスを過すごそうとやってくる。

④コンクールの審しん査さ員いんを務つとめた画が家かのヘンドリックレイも訪おとずれて、ネロの絵えの才さい能のうを「ルーベンスの跡あと継つぎになり得える」と絶ぜっ賛さん、ネロを引ひき取とって才さい能のうを伸のばしたいと決けつ意いを語かたる。

⑤コゼツ旦だん那なも「ネロが戻もどってきたらわしのうちに迎むかえて、アロアと同おなじようにどんな勉べん強きょうでもさせてやるつもりだ。それがせめてもの、わしの償つぐないなんだ」と決けつ意いを語かたる。





　ああ、よかったな、ネロ。放ほう火かの疑うたがいは晴はれ、ガールフレンドとのつき合あいも認みとめられ、生せい活かつと絵えの面めん倒どうまでみようという人ひとが２人ふたりも。いやっほー！

　だが、吹雪ふぶきのなかを歩あるくネロは、それを知しらない。アントワープの教きょう会かいに入はいると、ルーベンスの２枚まいの絵えを目めに焼やきつける。そして「これだけで僕ぼくは、もう何なにもいりません」と言いうや、床ゆかに倒たおれ込こんでしまう。そこへパトラッシュもやってきて、２人ふたりは永えい遠えんの眠ねむりにつくのである。やがて、空そらから天てん使したちが舞まい降おりて、２人ふたりの魂たましいを天てん国ごくに連つれていくのだった。ああ……。

「ネロとパトラッシュは、おじいさんとお母かあさんのいる遠とおいお国くにへ行いきました。もうこれからは、寒さむいことも、悲かなしいことも、おなかのすくこともなく、みんないっしょにいつまでも楽たのしく暮くらすことでしょう」というナレーションが入はいるが、ＮＯノー～っ、全ぜん然ぜんナットクできません！





◆悲ひ劇げきは避さけられなかったか？



　あまりに悲かなしい話はなしである。ネロとパトラッシュの死しを回かい避ひする道みちはなかったのだろうか。

　アロアの家いえで素す直なおに食しょく事じをしていれば、コゼツ旦だん那なも帰かえってきて、ネロは死しなずに済すんだだろう。ヌレットおばさんも、ネロの後うしろ姿すがたを馬ば車しゃから見みかけたのに「ネロがこんなところにいるはずがないわ」と、そのまま来きてしまった。その思おもい込こみが残ざん念ねんだ。村むらからアントワープまでは一いっ本ぽん道みちだから、ヘンドリックレイもネロとすれ違ちがったはずなのに、気きづかなかったとは痛つう恨こんの限かぎり。

　しかし、今いまさらそれを言いっても仕し方かたがない。筆ひっ者しゃが「コイツがもう少すこししっかりしていたら」と思おもうのは、ただ一いっ点てん。それは、絵かい画がコンクールの賞しょう金きんシステムだっ！

　１等とうは毎まい年とし２００フランで、２等とう以い下かは何なにもナシ──。あまりに極きょく端たんではないだろうか。

　大おお手て出しゅっ版ぱん社しゃでマンガ雑ざっ誌しの編へん集しゅうをしていた友ゆう人じんに聞きくと、マンガ新しん人じん賞しょうの賞しょう金きんは１００万まん円えんが相そう場ばだという。そして、彼かれが担たん当とうした新しん人じん賞しょうでは、２位いの２人ふたりに75万まん円えん、３位いの２人ふたりに50万まん円えん、佳か作さくの６人にんに10万まん円えん、奨しょう励れい賞しょうの10人にんに５万まん円えんを授じゅ与よしていた。この場ば合あい、賞しょう金きん総そう額がくは４６０万まん円えんで、１位いの１００万まん円えんはその22％を占しめるにすぎない。若わかい才さい能のうを見み出いだし、育はぐくもうと思おもったら、やはりこのくらいの厚あつくて深ふかい目め配くばりをするべきだと思おもう。

　ネロが応おう募ぼしたコンクールでも、２００フラン＝５００万まん円えんを賞しょう金きん総そう額がくとして、先さきのマンガ新しん人じん賞しょうと同おなじ比ひ率りつで分ぶん配ぱいしていたら、１等とうの賞しょう金きんは１１０万まん円えん、２等とうのネロでも毎まい年とし80万まん円えん強きょうを受うけ取とれることになる。これは決けっして、少すくない額がくではない。劇げき中ちゅう、おじいさんの月げっ収しゅうは２フランと言いわれていた。右みぎのレートで計けい算さんすると、年ねん収しゅうは60万まん円えん。それを少すこし上うわ回まわる絶ぜつ妙みょうな金きん額がくだ。

　ああ、絵かい画がコンクールがこういう賞しょう金きんシステムだったら、ネロにはミルク色いろの夜よ明あけのような人じん生せいが展ひらけていたのになあ！
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「きのこいぬ」というキャラクターが大だい人にん気きと聞きいたとき、筆ひっ者しゃがすぐに思おもい浮うかべたのは、はい、皆みなさんの予よ想そうどおり「ウナギイヌ」ですね。『天てん才さいバカボン』で、バンバン拳けん銃じゅうを撃うつおまわりさんをからかったりしていた、ちょっと生なま意い気きだが味あじのある謎なぞの生せい物ぶつだった。

　そんな記き憶おくを抱いだいて『きのこいぬ』を読よんだものだから、ちょっとびっくりした。

　絵え本ほん作さっ家かの夕ゆう闇やみほたるは、愛あい犬けんを喪うしなって気き力りょくを失なくしていた。ある日ひ、庭にわにピンク色いろのキノコが生はえているのに気きづく。何なに気げなく見みていると、キノコはぶるっと震ふるえ、ゆっさゆっさと揺ゆれて、地じ面めんからぼこっと犬いぬが出しゅつ現げんする！　キノコは、その犬いぬの左ひだり耳みみだったのだ。

　ほたるはその犬いぬを「きのこいぬ」と呼よび、いっしょに暮くらし始はじめる。きのこいぬは、ほたるに「好すきです」という気き持もちを伝つたえようとして、ほたるが描かき上あげていたイラストの上うえに文も字じを書かいてしまうなど、いろいろ困こまるけど、かわいい事じ件けんを起おこす。そんな時じ間かんを積つみ重かさねるうちに、ほたるは少すこしずつ立たち直なおっていく……。

　ハートフルな素す晴ばらしい作さく品ひんである。こんな作さく品ひんを科か学がく的てきに考かんがえていいの!?と心しん配ぱいになるほどだが、やっぱり考かんがえずにはいられない。きのこいぬとは、どんな生せい物ぶつなのだろう？





◆菌きん類るいなのか動どう物ぶつなのか



　キノコは菌きん類るい、犬いぬは動どう物ぶつ。両りょう者しゃの特とく質しつを兼けん備びしたきのこいぬとは、いかなる生せい物ぶつなのか。劇げき中ちゅうのきのこ研けん究きゅう家かは「きのこ」と断だん定ていしているが、キノコにしては不ふ思し議ぎな点てんも多おおい。

　一いっ見けん、キノコと犬いぬが融ゆう合ごうしたかのようだ。しかし、菌きん類るいと動どう物ぶつは、前ぜん者しゃには細さい胞ぼうを仕し切きる「細さい胞ぼう壁へき」があり、後こう者しゃにはないなど、細さい胞ぼうの構こう造ぞうからして根こん本ぽん的てきに違ちがうから、融ゆう合ごうすることは困こん難なんだろう。その意い味みでは、ウナギイヌのほうが、まだ実じつ現げんの可か能のう性せいが高たかいわけである。

　ウナギイヌはまたいつか研けん究きゅうするとして、きのこいぬの正しょう体たいを考かんがえたい。それは、次つぎの３つに絞しぼられる。

　①キノコに似にた犬いぬ　②犬いぬに似にたキノコ　③キノコが犬いぬに寄き生せいしている

　劇げき中ちゅうのきのこいぬの行こう動どうから、これら①～③の可か能のう性せいを探さぐってみよう。

　行こう動どうその１、歩あるく。これを見みると②だけはなさそうに思おもえるが、菌きん類るいの仲なか間まの粘ねん菌きんは、胞ほう子しからアメーバ状じょうの「変へん形けい体たい」が生うまれ、合がっ体たいしてナメクジのような塊かたまりとなり、動うごき回まわる。歩あるくというだけでは、②の可か能のう性せいも否ひ定ていできない。

　行こう動どうその２、メロンパンやたこ焼やきが好こう物ぶつで、「もっもっ」と食たべる。ものを食たべるための器き官かん、すなわち口くちや消しょう化か器きは動どう物ぶつにしかないから、①③が濃のう厚こうだ。

　行こう動どうその３、たこ焼やきを自じ分ぶんで作つくる。確かく実じつに脳のうがあるわけで、ますます①③が有ゆう力りょくとなる。

　行こう動どうその４、口くちから胞ほう子しを吐はく。胞ほう子しを散さん布ぷするのは菌きん類るいの一いち大だい特とく徴ちょう。おや、②③か？





◆むひょ～、菌きん糸しがビッシリ！



　右みぎの４点てんから考かんがえる限かぎり、すべてに当あてはまる③の可か能のう性せいが高たかそうだが、キノコの胞ほう子しは、傘かさの裏うら側がわから放ほう出しゅつされる。ところが、きのこいぬは口くちから胞ほう子しを吐はいている。う～む、どうなっているのやら……。

　そもそも、キノコとはどういう生せい物ぶつなのだろう？

　キノコというと「傘かさの形かたちをしていて、下か部ぶに根ねがある」というイメージを抱いだきがちだが、事じ実じつはそうではない。たとえばシイタケの栽さい培ばいでは、広こう葉よう樹じゅの丸まる太たに胞ほう子しを植うえつけると、胞ほう子しから菌きん糸しが芽めを出だして、菌きん糸しは丸まる太たを養よう分ぶんにして枝えだ分わかれしながら伸のびていき、２年ねんぐらいで丸まる太たの内ない部ぶが菌きん糸しでいっぱいになる。この菌きん糸しの集あつまりがキノコの本ほん体たいだ。

　そして季き節せつが訪おとずれると、菌きん糸しの一いち部ぶから傘かさが出でる。これこそが、われわれが普ふ段だん「キノコ」と呼よんで、焼やいたり炒いためたりして食しょくする傘かさの部ぶ分ぶんだ。それは本ほん来らい、胞ほう子しを作つくり、まき散ちらすための器き官かん。キノコにとっては体からだの一いち部ぶにすぎないのである。

　このことを学がく習しゅうしたうえで、前ぜん掲けいの①②③を再さい検けん証しょうすると、どうなるのか？



①キノコに似にた犬いぬだとしたら、それはもうキノコではないのだから、単たんに耳みみがキノコの傘かさのカタチをした犬いぬ、ということになる。それはそれでカワイイが、すると胞ほう子しを吐はく理り由ゆうがわからなくなる。

②犬いぬに似にたキノコだとすると、全ぜん身しんが菌きん糸しでできていることになる。当とう然ぜん、キノコの菌きん糸しに運うん動どう能のう力りょくはないから、なぜ歩あるいたり字じを書かいたりできるのかが大おおきなナゾだ。

③やっぱり可か能のう性せいが高たかいのは、この「キノコが犬いぬに寄き生せいしている」という説せつだろう。この場ば合あい、きのこいぬの体からだの内ない部ぶには、菌きん糸しがびっしり広ひろがっていることになる。菌きん糸しは、犬いぬの体からだから容よう赦しゃなく養よう分ぶんを奪うばうので、必ひっ死しで養よう分ぶんを摂せっ取しゅしなければ、たちまち痩やせ衰おとろえていく。きのこいぬは大たい量りょうのたこ焼やきを食たべるから、それでなんとかなっている……ということ？





　う～む。ハートフルというより、なんだか悲ひ劇げきの最さい終しゅう回かいが待まち受うける重おもい話はなしのような気きがしてきたぞ。しかしこう考かんがえれば、口くちから胞ほう子しを吐はくという現げん象しょうも説せつ明めいできることになる。

　あんまり想そう像ぞうしたくないけど、きのこいぬの口くちの中なかにはキノコの小ちいさな傘かさがいっぱい生はえていて、盛さかんに胞ほう子しを放ほう出しゅつしているのではないかなあ。そして、全ぜん身しんに菌きん糸しが広ひろがっているとしたら、耳みみだけではなく全ぜん身しんのあちこちからキノコの傘かさが生はえる可か能のう性せいも……。





◆ほたるもいずれは……!?



　いやいや、よく考かんがえたら、それだけでは済すまないぞ。

　通つう常じょう、キノコは動どう物ぶつには寄き生せいしないが、犬いぬに寄き生せいするキノコがあるとしたら、そのキノコは、他ほかの動どう物ぶつの体からだでも菌きん糸しを伸のばす可か能のう性せいがある。きのこいぬは、口くちから胞ほう子しを飛とばしているから、それが周しゅう囲いの生せい物ぶつの体からだで発はつ芽がしても不ふ思し議ぎではない。

　そのうち「きのこねこ」がコタツで丸まるくなり、牧まき場ばでは「きのこうし」が草くさを食はみ、電でん線せんに「きのこすずめ」が並ならんで、のどかな田でん園えん地ち帯たいで「きのこがえる」が鳴なき声ごえを競きそう。森もりでは「きのこりす」がドングリをかじり、海うみでは「きのこくじら」が潮しおを吹ふき、南なん極きょくでは「きのこぺんぎん」が卵たまごを温あたためる。もちろん、ほたるも「きのこにんげん」と化かして……。うひょ～ッ！

　すいません、やっぱりこのハートフルな作さく品ひんに、科か学がくであーだこーだ言いうべきではありませんでした。『きのこいぬ』ファンの皆みな様さまにブチ殺ころされそうな予よ感かんがするので、研けん究きゅうはここで終おわります～。
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　マンガやアニメの世せ界かいでは、現げん実じつからかけ離はなれた不ふ思し議ぎな能のう力りょくが発はっ揮きされることがある。なかでも筆ひっ者しゃがすごいと思おもったのが『ジョジョリオン』で描えがかれた「摩ま擦さつを奪うばう」だ。筆ひっ者しゃもいろいろなマンガを読よみ、たくさんのアニメを見みてきたが、これは前ぜん代だい未み聞もん！

『ジョジョリオン』は『ジョジョの奇き妙みょうな冒ぼう険けん』のパート８。主しゅ人じん公こうは、記き憶おくをなくした推すい定てい19歳さいの青せい年ねんで、名な前まえも不ふ明めい。東ひがし方かた家けに引ひき取とられて、東ひがし方かた定じょう助すけと呼よばれている。

　彼かれには、不ふ思し議ぎな力ちからがある。左ひだり肩かたからシャボン玉だまを出だして、それがぶつかって弾はじけた人ひとや物ぶっ体たいから、さまざまなものを奪うばうことができるのだ。視し力りょく、体からだの水すい分ぶん、照しょう明めいのスイッチの音おと……。

　そして、マンションの上うえの部へ屋やから敵てきに攻こう撃げきされたため、シャボン球きゅうを天てん井じょうにぶつけ、階かい上じょうの床ゆかから摩ま擦さつを奪うばった！　『ジョジョ』らしいシュールな能のう力りょくだが、摩ま擦さつがなくなったら、いったいどうなるのだろうか。





◆なぜ摩ま擦さつがないと転ころぶのか？



　摩ま擦さつを正ただしく説せつ明めいすると「２つの物ぶっ体たいが接せっ触しょくしているとき、接せっ触しょく面めんに沿そって働はたらく力ちから」となる。車くるまがブレーキをかけると止とまるのは、タイヤと路ろ面めんのあいだの摩ま擦さつ力りょくのおかげである。車くるまが走はしれるのも、タイヤが摩ま擦さつ力りょくで路ろ面めんを後こう方ほうに押おし、その反はん作さ用ようで路ろ面めんがタイヤを前ぜん方ぽうに押おすからだ。

　地ち球きゅう上じょうのあらゆるものは、何なにか別べつのものと接せっ触しょくすると、摩ま擦さつが生しょうじる。もし摩ま擦さつが発はっ生せいしなかったら、われわれの日にち常じょうはまったく違ちがったものになる。

　定じょう助すけが階かい上じょうの部へ屋やから摩ま擦さつを奪うばったとき、そこで何なにが起おきているか、マンガでは具ぐ体たい的てきに描えがかれていなかった。ただし、階かい下かの定じょう助すけには、天てん井じょう越ごしに「ズデェェ～ン」というハデな音おとや、「ズル」「ツルリッ」「うぐっ」という音おとや声こえが聞きこえてきた。どうやら、敵てきは転ころんでしまい、起おき上あがろうとして苦く労ろうしているらしい。

　人にん間げんが転ころばずに歩あるけるのは、足あしや靴くつと床ゆかが接せっするときに、摩ま擦さつが生しょうじるからだ。アイススケートは、スケートの刃はとリンクのあいだの摩ま擦さつが小ちいさいから、あのようにスイスイ滑すべれるが、それでも摩ま擦さつがゼロというわけではない。

　これが突とつ然ぜん、完かん全ぜんに消しょう失しつしたら、たまったものではない。体からだが足あしの裏うらの真ま上うえにあればいいが、少すこしでもずれた姿し勢せいになると、滑すべって転ころぶ。劇げき中ちゅうの敵てきの身しん長ちょうを１ｍ80cmと仮か定ていすれば、頭あたまを床ゆかにぶつける速そく度どは時じ速そく28km。１００ｍを13秒びょうで駆かけ抜ぬけるような速そく度どで走はしっていて、水すい平へいに張はり出だした材ざい木もくなどに頭あたまをぶつけるのと同おなじである。「ズデェェ～ン」という音おとの向むこうで、敵てきはこういうヒドイ目めに遭あっていたわけだ。お気きの毒どくに……。





◆だから整せい理り整せい頓とんが大だい事じだって！



　では「ズル」「ツルリッ」「うぐっ」は、何なにが起おきていることを示しめすのだろうか？

　転ころんだ敵てきは、立たち上あがろうとして、手てを床ゆかに突ついたことだろう。この場ば合あいも、肩かたが手てのひらの真ま上うえにあればいいが、少すこしでもずれていたら、「ツルリッ」と滑すべって顔かおやシリを床ゆかにぶつけたはずだ。そして「うぐっ」は、その苦くるしみの声こえだろう。

　想そう像ぞうを続つづければ、なんとか四よつんばいになれても、手て足あしが滑すべるため、前まえにも後うしろにも進すすめなかったはずだ。われわれが四よつんばいで前まえに進すすめるのは、摩ま擦さつのおかげで手てや膝ひざが床ゆかを後こう方ほうに押おすことが可か能のうであり、その反はん作さ用ようを受うけるからだ。部へ屋やの床ゆかから摩ま擦さつを奪うばわれた者ものは、その場ばから動うごくことさえできない。

　いや、よく考かんがえれば、その場ばに留とどまることさえできないだろう。現げん実じつの建けん築ちく物ぶつは、床ゆかが完かん璧ぺきに水すい平へいではない。部へ屋やの床ゆかが南みなみへわずか０・１度ど傾かたむいていたとしても、敵てきが南みなみ側がわの壁かべまで３ｍの位い置ちにいる場ば合あい、敵てきはゆ～っくりと滑すべっていって、19秒びょう後ご、時じ速そく１・２kmでトン、とぶつかることになる。

　大たい変へんなのは、その後あとだ。

　自じ分ぶんより北きた側がわにあった家か具ぐも自じ分ぶんにぶつかってくる。テーブルが、椅い子すが、食しょっ器き棚だなが、冷れい蔵ぞう庫こが、本ほん棚だなが、洋よう服ふく箪だん笥すが……次つぎ々つぎに自じ分ぶんのほうへ滑すべりながら近ちかづいてくる！　家か具ぐに載のせたものはぶつかったあともさらに滑すべり、頭あたまの上うえにドシャドシャ落おちる！　食しょっ器きや本ほんはもちろん、テーブルに熱あついコーヒーや納なっ豆とうなどを載のせていたら最さい悪あくだ～。
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◆地じ面めんからも摩ま擦さつが奪うばわれたら？



　こうして敵てきを倒たおした（と思おもわれる）定じょう助すけだが、自じ分ぶんも安あん心しんはできない。定じょう助すけはシャボン玉だまを天てん井じょうにぶつけることによって、それとつながった上うえの階かいの床ゆかから摩ま擦さつを奪うばったのだ。すると同どう時じに、定じょう助すけがいた部へ屋やの天てん井じょうからも、摩ま擦さつは消しょう失しつしたはずである！

　これは非ひ常じょうに危あぶない。照しょう明めい器き具ぐは、多おおくの場ば合あい、天てん井じょうにネジで固こ定ていされている。ネジの力ちからの源みなもとは摩ま擦さつだから、摩ま擦さつがなくなったら、照しょう明めいに働はたらく重じゅう力りょくに引ひかれて、ネジはゆっくりと回まわり始はじめ、最さい終しゅう的てきにスッポ抜ぬけて、照しょう明めいがドシャーンと落おちてくる！

　悲ひ劇げきはまだ続つづく。前ぜん述じゅつしたとおり、階かい上じょうの床ゆかから摩ま擦さつ力りょくが奪うばわれたのは、床ゆかが天てん井じょうとつながっていたからだろう。ところが、天てん井じょうは壁かべにもつながっているし、壁かべは建たて物ものの基き礎そを通つうじて、地じ面めんとつながっている。もし定じょう助すけのシャボン玉だまにより、地じ面めんからも摩ま擦さつが奪うばわれた……としたら、いったい何なにが起おこるのか!?

　これによる災さい厄やくは、無む数すうにある。ざっと考かんがえただけでも、



①走はしっている車くるまや電でん車しゃは止とまれない。車くるまは曲まがることもできない。

②突つっ込こんでくる車くるまから逃にげようとしても、足あしが滑すべって動うごけない。

③釘くぎやボルトやナットで組くまれた建けん造ぞう物ぶつは、そよ風かぜで倒たおれる。

④植しょく物ぶつも根ねと土つちの摩ま擦さつで立たっているため、大たい木ぼくもそよ風かぜで倒たおれる。

⑤エレベータを吊つるワイヤーも摩ま擦さつで固こ定ていされているので、スッポ抜ぬける。

⑥階かい段だんやエスカレータからは転ころげ落おちる。

⑦ビルに設せっ置ちされた避ひ難なん器き具ぐも、摩ま擦さつでゆっくり降こう下かさせる仕し組くみなので、これで避ひ難なんしようとすると、飛とび降おりるも同どう然ぜんとなる。

⑧レバーハンドル式しきのドアは開あけられるが、ノブ式しきのドアは開あけられない。

⑨鉛えん筆ぴつやチョークでは字じが書かけない。

⑩バイオリンは鳴ならない。

⑪秋あきの虫むしは鳴なかない。

⑫原げん始し人じんは火ひが起おこせない。……などなど。









◆東とう京きょう湾わんにドバーン！



　なかでも困こまるのは、地じ面めんには必かならず傾かたむきがあることだろう。

　人ひとも車くるまも、坂さか道みちを上のぼれない。丘おかの上うえの住じゅう宅たく地ちに住すんでいる人ひとは、外がい出しゅつしたが最さい後ご、もう２度どと懐なつかしいわが家やに帰かえれないのである。

　それどころか、地じ面めんに固こ定ていされていないすべてのものが、低ひくいほうへ低ひくいほうへと滑すべり落おちていく。この結けっ果か、最さい終しゅう的てきには海うみに落おちるか、海うみ沿ぞいの堤てい防ぼうに引ひっかかるか、内ない陸りくの低ひくい場ば所しょに溜たまっていくことになる。海うみ辺べや盆ぼん地ちのみなさんは、いろんなものが押おし寄よせて大たい変へんだ、など吞のん気きなことは言いっていられない。摩ま擦さつがないため、滑すべれば滑すべるほどスピードは上あがっていく。

　たとえば、筆ひっ者しゃの住すまいは練ねり馬ま区くにあり、その標ひょう高こうは35ｍ。これは大たい変へんだ。何なにもしなくても、少すこしでも低ひくい方ほう向こうに滑すべっていってしまい、練ねり馬ま区く→中なか野の区く→新しん宿じゅく区く→港みなと区くなどの道どう路ろを滑すべりに滑すべって、最さい終しゅう的てきに時じ速そく94kmで東とう京きょう湾わんに突つっ込こんでしまう。

　日に本ほんでもっともヒドイ目めに遭あうのは、定じょう助すけが摩ま擦さつを奪うばった瞬しゅん間かん、富ふ士じ山さんに登のぼっていた人ひとたちだろう。時じ速そく９８０kmで三み保ほの松まつ原ばらから遠えん州しゅう灘なだに飛とび出だす！

　摩ま擦さつを奪うばうとは、これほど危き険けんな行こう為いなのだ。定じょう助すけはこのワザを使つかう際さいには、細さい心しんの注ちゅう意いを払はらってもらいたい。
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「プリキュアが目めから光こう線せんを出だした」という話はなしを聞きいたとき、筆ひっ者しゃは本ほん当とうに躍おどって喜よろこんだ。

　かつてアニメや特とく撮さつには、目めから光こう線せんを出だす人ひと々びとがたくさんいた。スーパーマンも鉄てつ腕わんアトムもウルトラマンもマジンガーＺゼットも『ドラゴンボール』のピッコロも目めからビービー出だしていたが、近ちか頃ごろは『Ｘエックス−ＭＥＮメン』のサイクロップスぐらいになってしまい、寂さびしい思おもいをしていたのだ。それをプリキュアがやってくれるとは！

　問もん題だいのシーンは第だい19話わ「サッカー対たい決けつ！チームプリキュア結けっ成せい！」で見みつかった。サッカーの試し合あい中ちゅう、悪あくの幻げん影えい帝てい国こくのオレスキーが、怪かい物ぶつサイアークと、戦せん闘とう員いんチョイアークを率ひきいて出しゅつ現げん。プリキュアも変へん身しんして大だい乱らん戦せんとなる。戦たたかいのさなか、愛あい乃のめぐみが変へん身しんしたキュアラブリーは、目めから光こう線せんを発はっ射しゃしてチョイアーク２名めいをぶっ飛とばす。そして「ふう」とため息いきをつき、次つぎの戦たたかいへ向むかった。

　……えっ、それだけ!?　せっかく目めから光こう線せんを放はなつという大おお仕し事ごとを成なし遂とげたのに、戦せん果かがザコ退たい治じ!?　う～む、あまりにももったいない。周しゅう囲いの皆みなさんも、久ひさしぶりの偉い業ぎょうを万ばん雷らいの拍はく手しゅで称たたえていただきたい！

　と叫さけんでも、声こえは遠とおい空そらに吸すい込こまれていくだけなので、科か学がく的てきに考かんがえてみよう。目めから光こう線せんを出だすとはスゴイことだが、どういうメカニズムなのか？





◆目めからレーザー？



　キュアラブリーが目めから光こう線せんを放はなつ技わざの名なは「ラブリー・ビーム」。両りょう手ての親おや指ゆびと人ひと差さし指ゆびで輪わを作つくり、眼鏡めがねのように両りょう目めに当あてると、目めからピンクの光こう線せんが発はっ射しゃされる。

　これはどういう現げん象しょうなのだろう。生せい物ぶつの目めは、光ひかりを受うけ取とるための器き官かんである。ネコの目めは車くるまのライトを浴あびると光ひかるが、あれは光ひかりを出だしているのではなく、反はん射しゃしているだけだ。

　もちろん「目めから」と限げん定ていしなければ、光ひかりを放はなつ生せい物ぶつは珍めずらしくない。ホタルなどは、食たべ物ものから得えたエネルギーを光ひかりに変かえる仕し組くみを持もつ。ただし、異い性せいを呼よび寄よせるために仄ほのかに光ひかるだけで、敵てきを攻こう撃げきするほどの威い力りょくはない。

　これに対たいしてラブリー・ビームは、すごい現げん象しょうを起おこす。細ほそい光こう線せんが一いっ直ちょく線せん、いや両りょう目めからだから二に直ちょく線せんに飛とび、人にん間げんをぶっ飛とばすのだ。その威い力りょくから察さっするに、放はなたれているのはレーザーしか考かんがえられない。

　レーザーとは、強つよいエネルギーを持もつ光ひかりのことだ。レーザーを作つくるには、①エネルギー源げん、②エネルギーをためる物ぶっ質しつ、③合あわせ鏡かがみが必ひつ要ようだ。②の物ぶっ質しつにエネルギーを溜ためて、一いっ斉せいに光ひかりを放ほう出しゅつさせ、鏡かがみのあいだを往おう復ふくさせることで、光ひかりの山やまと谷たにをそろえて発はっ射しゃする。

　とレーザーの説せつ明めいはしてみたが、生せい物ぶつがこれを目めから放はなつことなど、できるのか!?





◆虹こう彩さいに何なにが起おきた？



　キュアラブリーが目めからレーザーを放はなつには、右みぎの①～③が揃そろっている必ひつ要ようがある。

　まずエネルギー源げん。現げん実じつのレーザーには光ひかりや電でん気きが使つかわれるが、理り論ろん的てきにはどんなエネルギーでもレーザーは作つくれる。キュアラブリーの体たい内ないには、食たべ物ものから得えたエネルギーがあるはずだから、これはＯオーＫケーといっていいだろう。

　続つづいてエネルギーを溜ためる物ぶっ質しつ。人にん間げんの目めには「虹こう彩さい」というドーナツ状じょうの筋きん肉にくがあり、色しき素そが含ふくまれる。色しき素そのなかにはエネルギーを溜ためるものがあり、実じっ際さいにレーザーに使つかわれている。めぐみがキュアラブリーに変へん身しんするとき、虹こう彩さいの色しき素そもいっしょに、エネルギーを溜ためる色しき素そに変へん身しんするとしたら……、えっ、これもＯオーＫケーってこと!?

　最さい後ごに合あわせ鏡かがみ。虹こう彩さいの色しき素そにエネルギーを溜ためる以い上じょう、２枚まいの鏡かがみは虹こう彩さいに設せっ置ちするしかないだろう。鏡かがみのあいだの距きょ離りは、虹こう彩さいの厚あつさがあれば充じゅう分ぶんだ。キュアラブリーが両りょう手てを眼鏡めがねの形かたちにした瞬しゅん間かん、虹こう彩さいの前ぜん面めんと後こう面めんに鏡かがみが出しゅつ現げんするとしたら、ややっ、これすらもＯオーＫケー!?

　驚おどろいた。色しき素そが変へん身しんするとか、虹こう彩さいに鏡かがみが発はっ生せいするとか、さまざまな困こん難なんはあるものの、それさえ乗のり越こえれば、理り論ろん的てきには目めからレーザーも放はなてるということだ。

　だが、目めを鏡かがみなんぞにしたら、周まわりが見みえなくなるのでは？　うーん、その心しん配ぱいはよくわかるけど、実じつは大だい丈じょう夫ぶではないかなあ。前ぜん述じゅつしたように、虹こう彩さいはドーナツ状じょうの筋きん肉にくで、その穴あなが瞳ひとみだ。外がい部ぶからの光ひかりは瞳ひとみを通とおして目めの内ない部ぶに入はいってくるから、虹こう彩さいが鏡かがみになっても視し力りょくを失うしなったりはしない……はず。

　ただし、虹こう彩さいを往おう復ふくする光ひかりが、ちょっとでもズレて瞳ひとみに入はいったら、自じ分ぶんの網もう膜まくが焼やけて大たい変へんなことになる。キュアラブリーはくれぐれも気きをつけてもらいたい。
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◆８ｔも瘦やせてしまう！



　こうして発はっ射しゃされたレーザーの威い力りょくはどれほどか。

　レーザーは、現げん実じつ世せ界かいでは鉄てっ板ぱんを焼やき切きったりするのに使つかわれるが、キュアラブリーはチョイアークに対たいして、そんなザンコクなことはしない。ちょっとぶっ飛とばすだけだ。まあ、チョイアークだしね。

　だが、レーザーで成せい人じん男だん性せい２名めいをぶっ飛とばすとは、大たい変へんなことだ。光ひかりにも物ものを押おす力ちからはあるが、きわめて弱よわいからだ。人にん間げんを飛とばそうと思おもったら、猛もう烈れつな出しゅつ力りょくが必ひつ要ようになる。

　画が面めんで測そく定ていすると、照しょう射しゃ時じ間かんは０・２秒びょう。チョイアークの体たい重じゅうが70kg、飛とんだ距きょ離りが３ｍとすると、ラブリー・ビームの出しゅつ力りょくは15億おくkWキロワットという計けい算さんになる。なんと日に本ほん全ぜん国こくの発はつ電でん力りょくの15倍ばい！

　こんな大だい出しゅつ力りょくのレーザーを０・２秒びょうも放はなったら、３２０ｔの鉄てつを溶とかせる。チョイアーク２名めいなど、影かげも形かたちも残のこさず蒸じょう発はつさせることだろう。しかし、キュアラブリーはそれをせず、この超ちょう出しゅつ力りょくのレーザーを、軽かるくぶっ飛とばすのに使つかっているのだ。なんと心こころの優やさしい少しょう女じょであろう。

　ここまでの大だい出しゅつ力りょくとなると、キュアラブリーの体たい内ないでも、莫ばく大だいなエネルギーが消しょう費ひされたはずだ。生せい物ぶつの体たい内ないでエネルギーを蓄たくわえる脂し肪ぼうに換かん算さんして８ｔ。えっ、キュアラブリーは一いっ瞬しゅんでこんなにヤセた!?　なんと効こう果か絶ぜつ大だいな目めから光こう線せんダイエット！

　などと喜よろこんでいいのか。８ｔも痩やせちゃったら、自じ分ぶん自じ身しんが消しょう滅めつするではないか。

　しかも、人にん間げん２人ふたりをぶっ飛とばす以い上じょう、自じ分ぶんも反はん作さ用ようを受うけるはずである。ラブリーの体たい重じゅうを45kgとすれば、チョイアーク２人ふたりの体たい重じゅうはその３倍ばいだ。ボンヤリしていたら、自じ分ぶんは３倍ばいの９ｍもぶっ飛とばされる！　結けっ局きょく自じ分ぶんのほうが、ダメージが大おおきい！

　これほど大たい変へんなことをやりながら、ため息いきをついただけで次つぎの戦たたかいに向むかったキュアラブリー。ヒロインの鑑かがみであります。
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　子こどもの頃ころに『おおきな おおきな おいも』という絵え本ほんを読よんだ人ひとも多おおいのではないだろうか。絵え本ほんというものは、子こども向むけと思おもって油ゆ断だんしていると、ときどき恐おそるべきことが起おきていたりするが、この本ほんはまさにそうだった。

　あおぞら幼よう稚ち園えんの子こどもたちは、いもほり遠えん足そくを楽たのしみにしていた。ところが、当とう日じつは雨あめ。１週しゅう間かんの延えん期きとなる。みんなが残ざん念ねんがるなか、１人ひとりが言いう。

「おいもはね　１つ　ねると　むくっと　おおきくなって　２つ　ねると　むくっ　むくっと　おおきくなって（中ちゅう略りゃく）７つ　ねると　いっぱい　おおきくなって　まっててくれるよ」。

　ふむ、サツマイモの生せい長ちょうに関かんする発はつ言げんですな。確たしかにイモの葉はが昼ひる間まに光こう合ごう成せいで作つくったデンプンは、夜よるのあいだに根ねへ運はこばれてイモにたまるから、「ねると」という着ちゃく眼がんは鋭するどい。だが、一ひと晩ばんごとに「むくっ」とまで大おおきくなったりはしない！　……などと幼よう稚ち園えん児じに噛かみついてどーする!?

　物もの語がたりでは、この言こと葉ばがきっかけとなり、園えん児じたちの想そう像ぞう力りょくに火ひがついた。皆みなで大おおきなイモの絵えを描かき始はじめ、紙かみを次つぎから次つぎにつないで描かき上あげたイモは、先せん生せいがひっくり返かえるほど大おおきかった。

　それはどれほど大おおきなイモだったのか？　ここでは大おおマジメに考かんがえてみよう。





◆全ぜん長ちょう98ｍのイモ！



　園えん児じたちが描えがいたイモは、尋じん常じょうでなく巨きょ大だいであった。絵えの周まわりを走はしり回まわる子こどもたちと比くらべると、直ちょっ径けいが彼かれらの身しん長ちょうの６・５倍ばいもある。５歳さい児じの平へい均きん身しん長ちょうは１１０cmだから、イモの直ちょっ径けいは７ｍということだ！　長ながさがこれでもビックリなのに、直ちょっ径けいが７ｍとは、驚きょう異いのデカさ。新しん幹かん線せんＮエヌ７００系けいの車しゃ輪りんから屋や根ねまでの高たかさが３・５ｍだから、ちょうどその２倍ばいもある。

　長ながさは、もっとすごい。絵え本ほんの見み開ひらきに入はいらないどころか、延えん々えん13ページにわたる長ちょう大だいさだ。園えん児じたちと比くらべると、１つの見み開ひらきは15ｍに相そう当とうするから、長ながさは実じつに98ｍ！

　しかも驚おどろくべきことに、子こどもたちはこの絵えを折おりたたみもせず広ひろげている。幼よう稚ち園えんというところには、そんなことができる広こう大だいな部へ屋やがあるのか!?

　紙かみも大たい量りょうに使つかったはずだ。つないだ紙かみの大おおきさは、縦たて８・６ｍ、横よこ１００ｍ。近きん所じょの幼よう稚ち園えんの先せん生せいに聞きいたところ、子こどもたちに大おおきな絵えを描かかせるときは模も造ぞう紙しを使つかうという。そこで模も造ぞう紙しを測はかってみると縦たて78・８cm、横よこ１０９・３cm。あおぞら幼よう稚ち園えんの子こどもたちは、これを縦たてに11枚まいつないだものを、横よこに92枚まいつないでいったのだろう。

　すると、使し用ようした模も造ぞう紙しは合ごう計けい１０１２枚まい。近きん所じょの文ぶん房ぼう具ぐ屋やさんで値ね段だんを調しらべると、１枚まいあたり消しょう費ひ税ぜい別べつ40円えんだった。いま買かうとしたら消しょう費ひ税ぜいがついて、紙かみ代だいだけで４万まん３７１８円えんかかってしまう！　あおぞら幼よう稚ち園えんは、それだけのおカネをかけて、子こどもたちの想そう像ぞう力りょくを育はぐくもうとしたんでしょうなあ。なんと立りっ派ぱな幼よう稚ち園えんか。





◆全ぜん国こくの幼よう稚ち園えん児じよ、結けっ集しゅうせよ



　この巨きょ大だいなイモを、園えん児じたちはどうしたか？　皆みなで引ひっこ抜ぬき、ヘリコプターで幼よう稚ち園えんに運はこび、プールに浮うかべて船ふねにしたり、飾かざりをつけて恐きょう竜りゅうにしたり……。そして料りょう理りして食たべると、お腹なかはパンパンに膨ふくれ上あがり、おならで宇う宙ちゅうへ行いって、夕ゆう焼やけ雲ぐもに乗のってお家うちへ帰かえったのでした。

　もちろん、引ひっこ抜ぬくあたりからは空くう想そうの世せ界かいだろうが、遠えん足そくの延えん期きから発はっ展てんしてすごい話はなしになったものである。なかなか食くい意い地じが張はっちょりますなあ。

　そんな園えん児じたちの食しょく欲よくを、科か学がく的てきに考かんがえてみよう。

　まず、直ちょっ径けい７ｍ、長ながさ98ｍものイモを、幼よう稚ち園えん児じだけで引ひっこ抜ぬけるのか？　イモの重じゅう量りょうを計けい算さんすると、うえっ、実じつに３９００ｔ。これが土ど中ちゅうに埋うまっているのだから、引ひっ張ぱり出だすには重じゅう量りょうを超こえる力ちからが必ひつ要ようだ。

　イモ掘ほりの経けい験けんがある人ひとは、その感かん触しょくを思おもい出だしてもらいたい。ツルを引ひっ張ぱったら、イモのひげがバリボリと切ぎれる手てごたえがして、直ちょっ径けい10cm、長ながさ20cmの芋いもが３つほどついてきた、というケースがなかっただろうか。そのときに出だした力ちからを５kgと仮か定ていするなら、直ちょっ径けい７ｍ、長ながさ98ｍの巨きょ大だいイモを引ひき抜ぬく力ちからは８６００ｔ。

　通つう常じょうの幼よう稚ち園えん児じが、前ぜん述じゅつのようなイモを引ひっこ抜ぬくのがやっとだとしたら、この巨きょ大だいイモを引ひき抜ぬくには１７０万まん人にんが結けっ集しゅうせねばならないことになる。２０１４年ねんの統とう計けいでは、全ぜん国こくの幼よう稚ち園えん児じは１５６万まん人にん。ああっ、14万まん人にん足たりない！

　こうして引ひっ張ぱり出だしたら、次つぎは幼よう稚ち園えんまでの運うん搬ぱんだ。「ばすにのせよう」という意い見けんが出でるが「おもくて　はしれないよ」「やねが　つぶれちゃうよ」と却きゃっ下かされる。３９００ｔもあったら、間ま違ちがいなくそうなると筆ひっ者しゃも思おもう。科か学がく的てきな園えん児じたちである。

「もっと　もっと　いいことがあるよ」という提てい案あんで実じっ行こうされたのは、ヘリコプターによる吊つり下さげ搬はん送そうであった。しかし、自じ衛えい隊たい最さい強きょうの輸ゆ送そうヘリコプターＣＨ−47Ｊの吊つり下さげ能のう力りょくは１機きあたり12ｔ。絵え本ほんではたった２機きで吊つっているが、この能のう力りょくからすると、３３０機きものヘリコプターが必ひつ要ようである。

[image: ]





◆そのイモ、食たべ切きれるのか!?



　さて、子こどもたちは、この巨きょ大だいなイモを食たべたわけである。

　近きん所じょの八や百お屋やさんでサツマイモを買かってくると……、幼よう稚ち園えんに続つづき、やたら近きん所じょで物もの事ごとを解かい決けつしようとしているが、とにかく買かってくると、１本ぽんの重おもさは２１０ｇであった。これを近きん所じょの幼よう稚ち園えんの先せん生せいに見みてもらったところ「これぐらいなら、１人ひとりで食たべちゃいますね。２本ほん食たべる子こもいると思おもいます」。

　この話はなしから、幼よう稚ち園えん児じ１人ひとりが３００ｇのイモで満まん腹ぷくになると考かんがえよう。すると３９００ｔなら１３００万まん人にんがお腹なかいっぱいになるわけで、全ぜん国こくの幼よう稚ち園えん児じ１５６万まん人にんではとても食たべきれず、６６０万まん人にんいる小しょう学がく生せいたちや３５０万まん人にんいる中ちゅう学がく生せいたちに分わけてもまだ余あまる。

　子こどもたちは「たくさん　たべて　おなか　ぽーんぽん　ふうせんみたい」になったという。全ぜん部ぶ食たべたら大たい変へんだ。テーブルについた子こどもたちは64人にん。１人ひとりが61ｔ食たべたことになり、お腹なかは直ちょっ径けい５ｍの風ふう船せんみたいになってしまう！

　これほど巨きょ大だいなイモを想そう像ぞうしたあおぞら幼よう稚ち園えんの子こどもたちは、まことに立りっ派ぱ。でも、ちょっとイモが好すきすぎだと思おもうぞ。
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　１冊さつ目めの『ジュニア空くう想そう科か学がく読どく本ほん』では、『アルプスの少しょう女じょハイジ』のブランコの謎なぞを考かんがえた。オープニングの主しゅ題だい歌かに合あわせてハイジが漕こいでいた、あの長なが～いブランコである。

　先せん日じつ、近きん所じょを散さん歩ぽしながら、その主しゅ題だい歌かを口くちずさんでいたところ、ある事じ実じつに気きがついて愕がく然ぜんとした。それはこんな歌か詞しではなかったか。





口くち笛ぶえはなぜ遠とおくまで聞きこえるの　あの雲くもはなぜわたしを待まってるの

おしえておじいさん　おしえておじいさん　おしえてアルムの樅もみの木きよ






　質しつ問もんの２連れん発ぱつ！　直ちょく後ごに「教おしえて」と３回かいも繰くり返かえしている！　こ、これは「質しつ問もん」の歌うただったのか!?　慌あわてて仕し事ごと場ばに戻もどり、ネットで調しらべてみると、なんとこの主しゅ題だい歌かのタイトルは、ずばり「おしえて」。そして、２番ばん、３番ばんの歌か詞しは次つぎのようなものだった。





雪ゆきの山やまなぜバラ色いろにそまるの　あの風かぜは何ど処こに隠かくれているの

おしえておじいさん　おしえておじいさん　おしえてアルムの樅もみの木きよ




眠ねむるときなぜ星ほしはそっとみているの　わらの中なかなぜいつもあったかいの

おしえておじいさん　おしえておじいさん　おしえてアルムの樅もみの木きよ






　う～む、短みじかい歌か詞しのなかで、矢や継つぎ早ばやに６つも質しつ問もんしている。ハイジは好こう奇き心しん旺おう盛せいな女おんなの子こなのだなあ。こういうヒトに会あうと、血ちが騒さわぐ。筆ひっ者しゃは、かつて学がく習しゅう塾じゅくの講こう師しを務つとめていたし、何なん年ねんか前まえには全ぜん国こく１００の書しょ店てんを回まわり、その場ばでお客きゃくさんや店てん員いんさんの質しつ問もんに答こたえる「教おしえて！理り科か雄おちゃん」というイベントもやったのだ。「教おしえて」と頼たのまれたら、教おしえずにはいられない！

　というわけで、歌か詞しに提てい示じされている６つの質しつ問もんについて、勝かっ手てに筆ひっ者しゃが答こたえましょー。





◆質しつ問もん１）口くち笛ぶえはなぜ遠とおくまで聞きこえるの？



　１冊さつ目めの原げん稿こうにも書かいたけど、それはハイジがオープニングで長なが～いブランコを漕こいでいるからこそ。画が面めんで測そく定てい＆計けい算さんすると、ブランコの長ながさは37ｍもあり、しかも足あしの下したに教きょう会かいの屋や根ねが見みえている。どうやら彼かの女じょはものすごく高たかいところでブランコを漕こいでいるらしいのだ。

　音おとは全ぜん方ほう位いにドーム状じょうに広ひろがる。空そらを舞まうヒバリやトンビの声こえがよく聞きこえ、スピーカーが高たかい場ば所しょに設せっ置ちされるように、障しょう害がい物ぶつのない上じょう空くうでは音おとが伝つたわりやすい。口くち笛ぶえが遠とおくまで聞きこえるのは、ハイジがそんな高たかいところにいるからだ。





◆質しつ問もん２）あの雲くもはなぜわたしを待まってるの？



　雲くもは風かぜに流ながされる。それが待まっているように見みえるとしたら、本ほん日じつは風かぜが吹ふいていないのだろう。上じょう空くうはいつも強つよい風かぜが吹ふいているが、綿わた雲ぐもが生うまれる低てい層そう域いきでは無む風ふうのこともある。

　だが、待まっているように見みえるからといって、近ちかづいていくと悲かなしいことになる。近ちかづいた分ぶんだけ、雲くもが遠とおざかるように見みえてしまうのだ。

　雲くもの高たかさは種しゅ類るいによってさまざまだが、綿わた雲ぐもで上じょう空くう２千せんｍ、うろこ雲ぐもだと上じょう空くう７千せんｍといったところに生しょうじる。これほど遠とおいものに対たいしては、自じ分ぶんが10ｍや１００ｍ移い動どうしても、見みた目めの位い置ちはほとんど変かわらない。月つきを見みながら歩あるくと、月つきがついてくるように見みえるのも同おなじ理り由ゆうだ。雲くもが待まっているように見みえる日ひは、静しずかに雲くもを見みつめていましょう。





◆質しつ問もん３）雪ゆきの山やまなぜバラ色いろにそまるの？



　雪ゆき山やまがバラ色いろに染そまるのは、朝あさか夕ゆう方がただ。白しろい雪ゆきが赤あかくなるのは、確たしかに不ふ思し議ぎだろう。

　太たい陽よう光こう線せんには、いろいろな色いろの光ひかりが混まざっている。日に本ほんでは虹にじの色いろを「赤せき橙とう黄おう緑りょく青せい藍らん紫し」と表ひょう現げんするが、虹にじは太たい陽ようの光ひかりがもともとの色いろに分わかれたものだ。このうち紫むらさきに近ちかい光ひかりは、空くう気きの粒つぶや空くう中ちゅうの塵ちりでいろんな方ほう向こうに跳はね返かえされる。赤あかい光ひかりは、それらをすり抜ぬけてまっすぐに進すすむ。

　昼ひる間まは、太たい陽ようが上うえから当あたるので、跳はね返かえされた紫むらさきや青あおの光ひかりが空そらに広ひろがる。だから空そらは青あおい。

　朝あさや夕ゆう方がたは、太たい陽ようの光ひかりは横よこから当あたるので、昼ひる間まよりも空くう気きの厚あつい層そうを通とおってくる。そのため、青あおい光ひかりは跳はね返かえされ続つづけるうちに散ちらばってしまい、赤あかい光ひかりだけが届とどく。だから、空そらは赤あかく見みえ、雪ゆき山やまもバラ色いろに染そまるのだ。

　これを明あきらかにしたのはイギリスの大だい科か学がく者しゃレイリーで、１８７１年ねんのこと。アニメの原げん作さくの小しょう説せつ『アルプスの少しょう女じょ』が発はっ表ぴょうされたのは１８８０年ねん。『ハイジ』の舞ぶ台たいがその頃ころだとすると、彼かの女じょは当とう時じ最さい先せん端たんの質しつ問もんをしたわけだ。おじいさんも、聞きかれたって困こまったと思おもうなあ。
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◆質しつ問もん４）あの風かぜは何ど処こに隠かくれているの？



　これは、ハイジに認にん識しきを改あらためてもらいたい。風かぜは確たしかに目めに見みえないが、だからといってどこかに隠かくれているわけではないっ（キッパリ）。

　風かぜは、数すう百ひゃくkmぐらいの範はん囲いで起おこる大だい規き模ぼな自し然ぜん現げん象しょうだ。一いっ般ぱん的てきには、空くう気きの濃こい「高こう気き圧あつ」から、空くう気きの薄うすい「低てい気き圧あつ」に向むかって吹ふく。日に本ほんでは、太たい平へい洋よう高こう気き圧あつが活かっ発ぱつになる夏なつは、南なん東とうから北ほく西せいへ風かぜが吹ふき、シベリア高こう気き圧あつが勢せい力りょくを増ます冬ふゆは、北ほく西せいから南なん東とうへ風かぜが吹ふく。

　アルプスでは、地ち中ちゅう海かいから吹ふいてきた風かぜが、山やまを超こえて北きたへ抜ぬける「フェーン」が有ゆう名めいだ。南みなみの斜しゃ面めんを上のぼるときは雪ゆきを降ふらせ、北きたの斜しゃ面めんを降おりるときは温おん度どが高たかくなり、雪ゆきを溶とかす。

　アルプスの風かぜは、隠かくれているのではなく、地ち中ちゅう海かいからやってくるのだ。





◆質しつ問もん５）眠ねむるときなぜ星ほしはそっとみているの？



　星ほしは、近ちかいもので数すう光こう年ねん、遠とおいものだと数すう百ひゃく光こう年ねんの彼方かなたで輝かがやいている。「１光こう年ねん」とは光ひかりが１年ねんかけて進すすむ距きょ離りだ。それより遠とおくにも星ほしはあるが、宇う宙ちゅうに漂ただようガスにさえぎられて、肉にく眼がんでは見みえない。

　だから、もし星ほしに目めがあったとしても、いまのハイジの姿すがたが見みえるのは、数すう年ねん後ごから数すう百ひゃく年ねん後ご。いま星ほしが見みているのは数すう年ねん前まえから数すう百ひゃく年ねん前まえのアルプスの風ふう景けいだ。

　つまり、いま夜よ空ぞらにまたたいている星ほしはハイジを見みているわけではないので、あんまり気きにせず、安あん心しんして眠ねむってよいと思おもいます。





◆質しつ問もん６）わらの中なかなぜいつもあったかいの？



　藁わらが暖あたたかいのは、藁わらには隙すき間まがたくさんあって、そこに空くう気きが含ふくまれるからだ。空くう気きは熱ねつを伝つたえにくいので、寒さむいアルプスでも、体からだの熱ねつが外そとに逃にげて行いくのを防ふせいでくれる。

　藁わらはイネやムギの枯かれた茎くきで、その中ちゅう心しんは、同おなじイネ科かのタケのように空くう洞どうになっている。これに加くわえて、生いきているときに水みずを吸すい上あげていた「道どう管かん」という無む数すうの細ほそい管くだも、いまは隙すき間まになって空くう気きをためている。寒かん冷れい地ちのベッドの素そ材ざいとして、非ひ常じょうに優すぐれているわけである。




　以い上じょう、６つの質しつ問もんに答こたえてみたが、18世せい紀きの終おわりに、このような疑ぎ問もんを抱いだいたハイジは立りっ派ぱだと思おもう。このヒト、その後ごどうしたんだろう？　ひょっとしたら科か学がく者しゃになったのでは？

　聞きかれて困こまったのは、おじいさんやアルムの樅もみの木きであろう。原げん作さくの小しょう説せつによれば、おじいさんは若わかい頃ころ、酒さけや賭と博ばくにはまり、兵へい隊たい時じ代だいには軍ぐんから脱だっ走そうするなど、結けっ構こうヤンチャな人じん生せいを歩あゆんできたらしい。レイリーの著ちょ作さくまで読よんでいたとは思おもえないが……。

　ハイジはせめて、クララの家か庭てい教きょう師しのロッテンマイヤーさんに聞きくべきだったと思おもうけど、あの厳げん格かくなご婦ふ人じんを苦にが手てとしてたからなあ。だから、おじいさんに聞きいてダメだったら、いきなり樅もみの木きに聞きくという暴ぼう挙きょに走はしったのかも。そんなふうに考かんがえ、代かわりに筆ひっ者しゃが答こたえました～。
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「犬けん猿えんの仲なか」とは仲なかが悪わるいことの喩たとえだが、なぜこんな諺ことわざが、諺ことわざとして通つう用ようしているのだろう？　筆ひっ者しゃはこれまで、犬いぬと猿さるがケンカしているところなど、一いち度ども見みたことがないのだが。

　犬いぬは、オオカミに近ちかい肉にく食しょく動どう物ぶつで、古ふるくから人にん間げんとともに暮くらしてきた。対たいする猿さるは、木この葉はや果か実じつや昆こん虫ちゅうを食たべる雑ざっ食しょく動どう物ぶつで、森しん林りんに住すむ。普ふ通つうに考かんがえれば、両りょう者しゃが出で会あうことは少すくないし、戦たたかったとしても肉にく食しょく動どう物ぶつの犬いぬが圧あっ勝しょうしそうな気きがする。だが、接せっ触しょくする機き会かいがなかったり、どちらかが一いっ方ぽう的てきに強つよかったりしたら、人にん間げんが「仲なかが悪わるい」と認にん識しきすることもなかったはずだ。ということは、昔むかしは犬いぬと猿さるはよく戦たたかい、その実じつ力りょくは伯はく仲ちゅうしていた……のだろうか？

　本ほん稿こうでは「犬けん猿えんの仲なか」という諺ことわざを真ま面じ目めに考かんがえてみよう。もし犬いぬと猿さるが戦たたかったら、はたしてどちらが強つよいのか？





◆「犬けん猿えんの仲なか」になって９００年ねん！



　犬いぬと猿さるは「子ね丑うし寅とら卯う辰たつ巳み午うま羊ひつじ申さる酉とり戌いぬ亥い」で一ひと巡めぐりする干え支とにも登とう場じょうする。猿さるは「申さる」で９番ばん目め、犬いぬは「戌いぬ」で11番ばん目めだ。この順じゅん序じょになった理り由ゆうについて『十じゅう二に支しのはじまり』（岩いわ崎さき京きょう子こ・文ぶん／二ふた俣また英えい五ご郎ろう・画が／教きょう育いく画が劇げき）という絵え本ほんは、こう伝つたえている。

　ある年としの元がん日じつ、動どう物ぶつたちが神かみさまの御ご殿てんまでレースを行おこなったところ、この順じゅん番ばんにゴールした。犬いぬと猿さるはケンカしていたため、あいだに入はいってケンカを止とめていた鶏にわとりともども、こんなに遅おそくなったのだという。干え支との順じゅん番ばんにまで影えい響きょうを与あたえるとは、骨ほねの髄ずいから不ふ仲なかなんですな～。

　このような昔むかし話ばなしができたのも、昔むかしの日に本ほん人じんに「犬いぬと猿さるは仲なかが悪わるい」という認にん識しきがあったからだろう。それは、いつごろ生うまれたのか。『岩いわ波なみことわざ辞じ典てん』を引ひいて、びっくり！　なんと12世せい紀きの初はじめに成せい立りつした『今こん昔じゃく物もの語がたり』の「巻かん二に十じゅう六ろくノの七なな」に、すでに用よう例れいがあるという。

『今こん昔じゃく物もの語がたり』を読よんでみると、確たしかに「本もとより犬いぬと猿さるとは中なか不よか吉らぬ者ものを」という一いっ節せつがある。なんとまあ、犬いぬと猿さるが不ふ仲なかなのは、平へい安あん時じ代だいから常じょう識しきだったのだ。

　だが、「犬いぬと猿さる」といっても、それぞれ種しゅ類るいがあり、体からだの大おおきさも違ちがう。

　犬いぬは、ネコ目もくイヌ科かイヌという１つの種しゅの動どう物ぶつで、犬けん種しゅの違ちがいは、サル目もくヒト科かヒトの人じん種しゅの違ちがいと同おなじである。最さい大だいはセント・バーナードで体たい重じゅうは50～90kg。最さい小しょうはチワワで３kg。

　猿さるは、ヒトを除のぞくサル目もくの動どう物ぶつを指さし、２２０種しゅ類るいがいる。最さい大だいはマウンテンゴリラで、雄おすの体たい重じゅうは１５０～２００kg。最さい小しょうはピグミーネズミキツネザルで、体たい長ちょう６～７cm、体たい重じゅう25～40ｇ。

　いや～、どちらも大だい小しょうあるなあ。では『今こん昔じゃく物もの語がたり』の言いう「犬いぬと猿さる」とは、何なんなのか？

「犬けん猿えんの仲なか」は日に本ほんの諺ことわざだから、猿さるはニホンザルと断だん定ていしてよいだろう。日に本ほん犬いぬには、雄おすの体たい重じゅうが45kgの秋あき田た犬いぬ、15～20kgの北ほっ海かい道どう犬いぬ、甲か斐い犬いぬ、紀き州しゅう犬いぬ、四し国こく犬いぬ、８～10kgの柴しば犬いぬの６種しゅがある。ただし、秋あき田た犬いぬが生うまれたのは明めい治じに入はいってから。すると「犬けん猿えんの仲なか」の犬いぬとは、中ちゅう型がた犬けんや小こ型がた犬けんを指さしていたことになる。お、これは猿さるにとって朗ろう報ほうではないか。ウッキャッキャッ。

　だが、人にん間げんとともに暮くらしてきた犬いぬが、山やまで生いきる猿さると遭そう遇ぐうすることがあったのか？　調しらべてみると、日に本ほん犬いぬはもともと狩しゅ猟りょう犬けんで、狩かりの対たい象しょうはヤマドリ、ウサギ、イノシシ、シカ。これらに加くわえて、甲か斐い犬いぬはツキノワグマ、北ほっ海かい道どう犬いぬはヒグマ！　そして、古ふるくはニホンザルも食しょく用ようとして狩かられていたという！　な～るほど、これでは、仲なかが悪わるいのも当とう然ぜんではないか。そして、犬いぬと猿さるの歴れき史しとは、犬いぬの圧あっ倒とう的てきな勝しょう利りの歴れき史しだったことになる！





◆どっちも人にん間げんよりすごいッス



　だが、犬いぬが猿さるを狩かる側がわでいられたのは、人にん間げんと協きょう力りょくしていたからかもしれない。１対たい１で戦たたかっても、犬いぬが勝かつのだろうか。勝しょう敗はいを左さ右ゆうすると思おもわれる基き本ほん的てきな要よう素そを比ひ較かくしてみよう。

　戦たたかいでは体たい重じゅうがモノをいう。ニホンザルの雄おすは好こう戦せん的てきで、体たい重じゅうは12～15kg。おおっ、中ちゅう型がた犬けんは15～20kgだから、その差さは１・３倍ばい。これは、犬いぬがぐっと有ゆう利りだ。

　運うん動どう能のう力りょくはどうだろう。日に本ほん犬いぬ最さい速そくの甲か斐い犬いぬは50ｍを５秒びょうで走はしるという。ウサイン・ボルトが１００ｍ走そうの世せ界かい記き録ろくを立たてたとき、50ｍのラップは５秒びょう４７だったから、それより速はやい！

　ニホンザルの走はしる速そく度どは不ふ明めいだが、２００９年ねん10月がつ、名な古ご屋やの東ひがし山やま動どう植しょく物ぶつ園えんで、雌めすのニホンザルが高たかさ６ｍの鉄てっ塔とうから４・３５ｍ離はなれた高たかさ４ｍの塀へいに飛とび移うつり、逃にげ出だすという事じ件けんがあった。計けい算さんすると、これは立たち幅はば跳とびなら４ｍ２cmを跳とべる跳ちょう躍やく力りょくだ。立たち幅はば跳とびはかつてオリンピック競きょう技ぎであり、世せ界かい記き録ろくは３ｍ47cm。げっ、こちらもヒトの世せ界かい記き録ろくを超こえている。

　厳げん密みつな比ひ較かくはできていないが、犬いぬと猿さるの運うん動どう能のう力りょくに、大おおきな差さはないと判はん断だんしていいだろう。

　戦たたかいには当とう然ぜん、知ち能のうも必ひつ要ようだ。犬いぬも相そう当とうに賢かしこいが、猿さるには勝かてない。たとえば「回まわり道みち実じっ験けん」という有ゆう名めいな実じっ験けんがある。まず、動どう物ぶつを鎖くさりでつなぎ、その鎖くさりを杭くいに引ひっかける。そして、鎖くさりがピンと張はって届とどかない位い置ちに餌えさを置おいて、行こう動どうを観かん察さつする。

　犬いぬはまっすぐ餌えさに近ちかづこうとして苦くるしむが、猿さるは杭くいの向むこうを回まわって餌えさを手てにする。猿さるは自じ分ぶんが置おかれた状じょう況きょうから推すい論ろんができるが、犬いぬにはできないということだ。無む念ねんじゃ～、わん、わんっ！





◆犬けん歯しは「猿えん歯し」と呼よぶべきだ！



　結けっ局きょく、勝しょう敗はいを決きめる要よう素そ、「体たい重じゅう」「運うん動どう能のう力りょく」「知ち能のう」は１勝しょう１敗ぱい１引ひき分わけ。ならば、実じっ際さいに戦たたかったらどうなるのかを考かんがえねばなるまい。

　犬いぬの攻こう撃げき法ほうは、言いうまでもなく噛かみつくことだ。犬いぬは犬けん歯しが発はっ達たつしており、牛うしや豚ぶたの大だい腿たい骨こつさえ噛かみ砕くだく！

　これに対たいして猿さるは、せいぜい引ひっ掻かくだけ……と思おもったら甘あまかった。

　ニホンザルも雄おすは犬けん歯しが非ひ常じょうに発はっ達たつしており、雌めすや縄なわ張ばりを争あらそって、激はげしく噛かみ合あうらしい。『サルの社しゃ会かいとヒトの社しゃ会かい』（島しま泰たい三ぞう／大たい修しゅう館かん書しょ店てん）によれば、雄おす同どう士しのケンカで、一いっ方ぽうが他た方ほうの前ぜん肢しを噛かみちぎった例れいがあるという！　うひ～、なんてことするんだ～。

　そこで両りょう者しゃの頭ず蓋がい骨こつの写しゃ真しんを比くらべてみると、ぎょえっ、犬けん歯しの大おおきさは、猿さるが犬いぬを上うわ回まわる！　ならば皆みなさん、われわれにある犬けん歯し＝糸いと切きり歯ばも、猿えん歯しと呼よぶことにしませんか!?

　勝かっ手てに新しん説せつを提てい唱しょうしている場ば合あいではない。植しょく物ぶつと昆こん虫ちゅうしか食たべないニホンザルが、これほど犬けん歯しを発はっ達たつさせているとは恐おそろしいことじゃ。犬いぬの犬けん歯しは、餌えさを取とるためにあるが、ニホンザルの犬けん歯しは、純じゅん然ぜんたる闘とう争そうのための武ぶ器きということだろう。

　結けっ局きょく、犬いぬと猿さるはどっちが強つよいのか。知ち能のうや犬けん歯しの大おおきさでは猿さるにも勝しょう機きはあるが、体たい重じゅうや狩しゅ猟りょうの歴れき史しから考かんがえれば、犬いぬが負まけるとは思おもえないし……。う～ん、全ぜん然ぜんわからん。ここまで実じつ力りょくが伯はく仲ちゅうしているとなると、そりゃあ仲なかも悪わるくなるかもなあ。
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　ウルトラマンは裸はだかか？　それとも服ふくを着きているのか？

　これは、ウルトラマンを初はじめて見みて以い来らい、筆ひっ者しゃがず～っと頭あたまを悩なやませてきた問もん題だいだ。

　彼かれは３００万まん光こう年ねんの彼方かなたから来きた宇う宙ちゅう人じんである。人にん間げんの宇う宙ちゅう飛ひ行こう士しが、厳げん重じゅうに身みを守まもる宇う宙ちゅう服ふくを着きていることを考かんがえると、そんなに遠とおくから来きた知ち的てき生せい命めい体たいが素すっ裸ぱだかで地ち球きゅうをウロウロしているという事じ態たいは、きわめて考かんがえづらい。

　その一いっ方ぽうで、ウルトラマンはいつ見みても同おなじカッコウであり、服ふくを着きていると感かんじられる場ば面めんは一いち度どもなかった。あれが本ほん来らいの皮ひ膚ふだといわれれば、そんなふうにも見みえてくる。つまり、外がい見けんだけでは、さっぱりわからん！

　根こん源げん的てきに考こう究きゅうするために、彼かれと同おなじ自し然ぜん環かん境きょうと文ぶん化かで生いきている人ひとたちについても考かんがえよう。ウルトラ６兄きょう弟だい、ウルトラの父ちち母はは、ウルトラマンキング。この９人にんは服ふくを着きているのか、それとも裸はだかなのか!?　テーマがテーマだけに、包つつみ隠かくすことなく、赤せき裸ら々らに研けん究きゅうしたい。





◆ぬおっ、全ぜん裸らにアクセサリー!?



　服ふくを着きるのは、われら人じん類るいにとって当あたり前まえのことである。

　しかし、地ち球きゅうに棲せい息そくする動どう物ぶつ１５０万まん種しゅのなかで、ナニモノかを身みに着つけるのは、ヒトかミノムシかヤドカリくらい。生せい物ぶつにとって、身体からだを異い物ぶつで覆おおうのは、きわめて珍ちん奇きな行こう動どうなのだ。

　そう考かんがえると、ウルトラマンが裸はだかであっても不ふ思し議ぎはない。だがその場ば合あい、彼かれらは素すっ裸ぱだかで宇う宙ちゅうを飛とんできて、異い星せいの生せい物ぶつとはいえ公こう衆しゅうの面めん前ぜんで、全ぜん裸らで暴あばれ回まわっていることになる。

　おまけに、彼かれらのなかには、ナニモノかを身みにつけている人ひと々びとがいる。たとえば、帰かえってきたウルトラマン（ウルトラマンジャック）と、ウルトラマンタロウは、左ひだりの手て首くびにブレスレットをつけている。もしウルトラ人じんが裸はだかだとするならば、この２名めいは全ぜん裸らに腕うで輪わだけをしていることになる。人にん間げんが同おなじことをしたら……と想そう像ぞうすると、これはちょっと危き険けんなファッションだ。

　ウルトラセブンの頭あたまのトサカは、アイスラッガーと呼よばれ、投なげれば強きょう力りょくな武ぶ器きになる。取とり外はずし可か能のうということは、肉にく体たいの一いち部ぶではなく、武ぶ器きなのだろう。すると、素すっ裸ぱだかで頭あたまに包ほう丁ちょうを載のせているも同どう然ぜんということ!?　かなりの勢いきおいでアブナいぞ、この男おとこ！

　ウルトラの母ははは、顔かおの横よこからお下さげのようなものが伸のびている。あれは髪かみではなく、実じつは勲くん章しょうなのである。かつて看かん護ご師しとして平へい和わのために尽つくした功こう労ろうを讃たたえて贈おくられたもので、その名なを「銀ぎん十じゅう字じ勲くん章しょう」というのだ。つまり、人ひと妻づまでもあるこの看かん護ご師しさんは、一いっ糸しまとわぬ裸ら体たいに勲くん章しょうだけをつけて、しゃなりしゃなりと歩あるいているわけだ。むお～ん、筆ひっ者しゃはもう、恥はずかしくてウルトラの母ははを直ちょく視しできません！

　極きわめつけは、ウルトラマンキングだ。ウルトラ兄きょう弟だいたちの尊そん敬けいを集あつめるこの長ちょう老ろうは、大おおきなマントを羽は織おっている。そして、ここ一いち番ばんの場ば面めんになると、右みぎ手てでマントをバッと跳はね上あげる。その下したはスッポンポン！　筆ひっ者しゃが同おなじことをやったら、道みち行ゆく人ひとから悲ひ鳴めいが上あがり、たちまち警けい官かんがやってきて逮たい捕ほされてしまいます～。

　そして、ウルトラマンが裸はだかだとすると、避さけて通とおれない問もん題だいにぶつかる。生せい殖しょく器きはどこにあるのだろう!?　外がい見けんから察さっする限かぎり、それらしいモノはまるで見みえないのだが……。

　大だい自し然ぜんに学まなんでみよう。カクレクマノミは、群むれからメスがいなくなると、最もっとも大おおきなオスがメスに変かわってしまう。これは条じょう件けんが変かわれば、生せい殖しょく器きの形かたちや機き能のうが変へん化かするという例れいだ。またカブトムシを初はじめて見みた人ひとは、あの頑がん丈じょうそうな背せ中なかがパッと割われて、なかから軟やわらかい翅はねが出でてこようとは想そう像ぞうもするまい。生せい物ぶつ界かいはそういう不ふ思し議ぎに満みちている。

　すると、ウルトラの男おとこどもも、そのときが来くれば股こ間かんが左さ右ゆうにパカッと開ひらき、中なかから重じゅう厚こう長ちょう大だいな生せい殖しょく器きがジュワ～ッと……。

　いや、今いまのはナシ！　なかったことにしてください。世よの中なかには、想そう像ぞうしてよいことと悪わるいことがある。すいませんでしたッ。
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◆服ふくを着きているとしたら？



　こうした問もん題だいは、ウルトラマンたちが服ふくを着きていると考かんがえれば、すべて解かい決けつする。だが、そうすると、困こまる人ひとが出でてくる。ウルトラマンタロウだ。

　タロウには、ウルトラダイナマイトという必ひっ殺さつ技わざがある。全ぜん身しんを爆ばく発はつさせて怪かい獣じゅうを吹ふき飛とばすという乱らん暴ぼう千せん万ばんをするのだが、タロウだけが持もっている「ウルトラ心しん臓ぞう」が全ぜん身しんの細さい胞ぼうを呼よび集あつめるため、何なに事ごともなかったかのように復ふっ活かつを果はたすというオドロキの技わざだ。

　ウルトラダイナマイトの使し用よう前ぜん後ごで、タロウの姿すがたはまったく同おなじ。すると、彼かれが服ふくを着きているなら、ウルトラ心しん臓ぞうは服ふくの破は片へんまでも呼よび集あつめたことになる。そこまでのモノは、もはや服ふくではないのでは……？

　何なにより、服ふくを着きているなら、中なか身みはどうなっているのかという問もん題だいが浮ふ上じょうする。ウルトラマンの頭とう部ぶと胴どう体たいの間あいだに境さかい目めは確かく認にんできないから、頭あたままでもヘルメットで被おおわれている可か能のう性せいが高たかい。それを脱ぬいだときに現あらわれるのは、いったいどんな顔かおなのか!?　慣なれ親したしんだウルトラマンの顔かおではなく、見み知しらぬ異い生せい物ぶつの頭とう部ぶ？　ひえ～っ、それは想そう像ぞうしたくない！

　結けっ局きょく、裸はだかであっても、服ふくを着きているとしても、どちらも誰だれも嬉うれしくない。さんざん騒さわいでスタートに戻もどってしまったが、こういうときこそ原げん点てんに立たち返かえろう。

　あなたは、ウルトラマンの腰こしのあたりの赤あかい部ぶ分ぶんが「パンツみたいだなあ」と思おもったことはないだろうか。ひょっとして、ウルトラ一いち族ぞくは、体からだの赤あかい部ぶ分ぶんが服ふくで、銀ぎん色いろの部ぶ分ぶんが地じ肌はだなのではないか!?

　だとすれば、ウルトラマンもセブンも父ちち母ははも、股こ間かんは赤あかいパンツで覆おおっていることになり、顔かおもあれが素す顔がおということになる。非ひ常じょうにめでたいが、心しん配ぱいな人ひと々びとが約やく２名めい。ウルトラマンキングとウルトラマンＡエースだけ、股こ間かんが銀ぎん色いろなのだ。するとこの両りょう名めいだけ、股こ間かんを堂どう々どうと露ろ出しゅつしている!?　まあ、９人にんもいれば、１人ひとりや２人ふたり、アバンギャルドなヤツがいるものである。

　まことに勝かっ手てながら、結けつ論ろんが出でたと言いってしまいたい。ウルトラ一いち族ぞくは、パンツ一いっ丁ちょうに近ちかい裸はだかである。今日きょうも裸はだか一いっ貫かんで宇う宙ちゅうの平へい和わを守まもっているのである。なんと立りっ派ぱな人ひと々びとか。
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『戦せん国ごくＢＡバＳＡサＲＡラ』に登とう場じょうするのは、実じつ在ざいした戦せん国ごく武ぶ将しょうたちである。そんな彼かれらの能のう力りょくは、何なん十じゅうｍも跳とび上あがったり、刀かたなの一ひと振ふりで10人にんを同どう時じに倒たおしたり、ピストルを発はっ射しゃする反はん作さ用ようで空そらを飛とんだり、実じつ在ざいする人にん間げんには絶ぜっ対たいムリ！というものばかり。

　それが楽たのしくて、アニメに熱ねっ中ちゅうしているうちに、筆ひっ者しゃはだんだん彼かれらの行こう為いが当あたり前まえのように思おもえてきた。大だい丈じょう夫ぶか、自じ分ぶん!?

　そんな『ＢＡバＳＡサＲＡラ』世せ界かいにおいても特とく筆ひつに価あたいするのが、「豊とよ臣とみ秀ひで吉よしがパンチ一いっ発ぱつで海うみを干ひ上あがらせた」というエピソードである。本ほん稿こうでは、この恐おそるべき行こう為いについて考かんがえよう。





◆秀ひで吉よしの身しん長ちょうは３ｍ!?



　豊とよ臣とみ秀ひで吉よしは１５３７年ねん、尾お張わり（現げん在ざいの名な古ご屋や）の生うまれ。織お田だ信のぶ長ながに仕つかえた頃ころから頭とう角かくを現あらわして……というのは現げん実じつの話はなしだ。この作さく品ひんにおける豊とよ臣とみ秀ひで吉よしは「裂れっ界かい武ぶ帝てい」という別べつ名めいを持もち、身しん長ちょうが３ｍほどもある！

　世せ界かい征せい服ふくをも見み据すえつつ、天てん下か統とう一いつを目め指ざす彼かれは、安あ芸きの毛もう利り元もと就なりと組くんで、四し国こくの長ちょう曾そ我か部べ元もと親ちかを攻せめた。元もと親ちかは巨きょ大だい戦せん艦かん「富ふ嶽がく」で迎むかえ撃うつ。その主しゅ砲ほうは口こう径けい11尺しゃく＝３ｍ30cm！

　──などと軽けい快かいに書かくと、いかにもこれが史し実じつと思おもわれそうだが、まったく違ちがうのでご注ちゅう意いを。実じっ際さいの秀ひで吉よしは小こ柄がらで「猿さる」とあだ名なされたし、毛もう利り元もと就なりと組くんだこともない。長ちょう曾そ我か部べ元もと親ちかが秀ひで吉よしと対たい立りつしていたのは事じ実じつだが、３ｍ砲ほうの巨きょ大だい戦せん艦かんなんて持もってなかったし。

　しかし、そんな細こまかいコトを言いい出だしたら『戦せん国ごくＢＡバＳＡサＲＡラ』は楽たのしめない。読どく者しゃの皆みなさんには、テストで間ま違ちがったことを書かかないように注ちゅう意いしてもらうとして、その先さきを紹しょう介かいしよう。

「富ふ嶽がく」の砲ほう撃げきを受うけた毛もう利りの船ふねはひとたまりもなく、次つぎ々つぎと撃げき破はされる。ここで登とう場じょう、豊とよ臣とみ秀ひで吉よし。何なにをするかと思おもいきや、海うみに入はいって拳こぶしを振ふり上あげ、パンチを一いち撃げき！　すると、海かい面めんが裂さけて巨きょ大だいな水みずしぶきが上あがり、海かい底ていが露ろ出しゅつする。そして陸りく地ちも同どう然ぜんとなった海かい底ていを、豊とよ臣とみ・毛もう利りの大たい軍ぐんが進しん撃げきしていくのだった。

　この様よう子すを目もく撃げきして驚おどろく真さな田だ幸ゆき村むらに、配はい下かの猿さる飛とび佐さ助すけは言いう。「豊とよ臣とみ秀ひで吉よしが拳こぶし一つで干ひ上あがらせちまったのさ」。おいっ、「干ひ上あがらせちまった」などとアキれ気ぎ味みに説せつ明めいしている場ば合あいなのか。瀬せ戸と内ない海かいがなくなっちゃったんだから、もっとビックリしていただきたい。





◆海うみの水みずはどこへ消きえた？



　路ろ上じょうの水みずたまりをバシャッと手てで叩たたけば、水みずしぶきが上あがり、底そこが露ろ出しゅつするだろう。だがそれは一いっ瞬しゅんのことで、水みずはすぐに戻もどってきて、水みずたまりはやがて元もとどおりになる。パンチと水みずたまりの関かん係けいとはそういうものである、普ふ通つうは。

　ところが、秀ひで吉よしがぶっ叩たたいた瀬せ戸と内ない海かいは、海かい底ていが露ろ出しゅつしたまま陸りく地ちと化かした。海かい水すいはどこに行いったのだろうか。

　佐さ助すけは「干ひ上あがらせた」と説せつ明めいしていたが、池いけなどが「干ひ上あがる」とは、一いっ般ぱんに水みずが蒸じょう発はつすることをいう。普ふ通つうそれには大たい変へんな時じ間かんがかかるが、この場ば合あいは一いっ瞬しゅんで蒸じょう発はつしたと考かんがえるしかないだろう。

　これは大たい変へんな話はなしだ。パンチを打うって水みずを蒸じょう発はつさせられるとしたら、パンチの運うん動どうエネルギーが熱ねつに変かわった場ば合あいである。たとえば、金かな槌づちで釘くぎを叩たたくと、金かな槌づちも釘くぎも熱あつくなる。これと同おなじ原げん理りで、パンチによって発はっ生せいした熱ねつが、海かい水すいを蒸じょう発はつさせた……ということだろうか。

　水みずを蒸じょう発はつさせるには、莫ばく大だいなエネルギーが必ひつ要ようだ。

　たとえば１ｔの乗じょう用よう車しゃが高こう度ど１００ｍから落おちてきたとき、そのエネルギーで蒸じょう発はつする水みずは、わずかコップ２杯はい分ぶん！　すると、瀬せ戸と内ない海かいを干ひ上あがらせた秀ひで吉よしのパンチは、どれほどのエネルギーを持もっていたことになるのだろう。

　瀬せ戸と内ない海かいは面めん積せき２万まん[image: ]、平へい均きん水すい深しん31ｍ。ここから計けい算さんすると、湛たたえる海かい水すいは６４００億おくｔほどだろう。そのうち２００億おくｔが塩しおで、６２００億おくｔが水みず。海かい水すいの温おん度どを15℃とすれば、これだけの水みずを蒸じょう発はつさせる熱ねつとは石せき油ゆ３６０億おくｔ分ぶん。運うん動どうエネルギーに換かん算さんすると、ぎょぎょっ。直ちょっ径けい１・３kmという山やまのような小しょう惑わく星せいが激げき突とつしたのと同おなじ！　舞まい上あがる粉ふん塵じんが太たい陽よう光こう線せんを遮さえぎり、地ち球きゅうは滅めつ亡ぼうの危き機きに瀕ひんしても不ふ思し議ぎではない。秀ひで吉よしのパンチは、そんなレベルだったのだ！





◆天てん下か統とう一いつか、天てん下か滅めつ亡ぼうか



　ガクガクブルブル。とんでもない話はなしになってきたが、その後ご、瀬せ戸と内ない海かいはどうなるのだろう？

　秀ひで吉よしのパンチが打うち込こまれ、海かい水すいが蒸じょう発はつしたということは、あとに塩しおが残のこったはずだ。その塩しおの厚あつさはなんと１ｍにもなるので、瀬せ戸と内ない海かい名めい産さんのカタクチイワシ、アナゴ、アサリなど４００種しゅの魚ぎょ介かい類るいが塩しお漬づけになったのは間ま違ちがいない。や、それは意い外がいにおいしいかも。特とくに、筆ひっ者しゃのようなお酒さけ好ずきにとっては最さい高こうの肴さかなになると思おもわれ……。

　などと唾だ液えきをあふれさせている場ば合あいではない。蒸じょう発はつした水みずは、いつか雨あめとなって降ふってくる！　６２００億おくｔの雨あめが瀬せ戸と内うち地ち方ほうに降ふったとすると、降こう雨う量りょうは１万まん５千せんmm。年ねん間かん降こう水すい量りょうの10倍ばいであり、人ひとも家いえも田た畑はたも流ながされ、せっかく征せい服ふくした四し国こくは無む人じんの荒こう野やに……。

　それだけではない。秀ひで吉よしのパンチのエネルギーは、最さい終しゅう的てきに熱ねつに変かわる。また、長ちょう距きょ離りを走はしれば体からだが熱あつくなるように、パンチを打うった秀ひで吉よしの体からだも熱あつくなる。これらの熱ねつの総そう量りょうは、筆ひっ者しゃの計けい算さんによれば、石せき油ゆ１５８０億おくｔ分ぶん。これは世せ界かいで消しょう費ひされるエネルギーの15年ねん分ぶんだ！

　これほどのエネルギーが放ほう出しゅつされようものなら、全ぜん世せ界かいの気き温おんは１・４℃上じょう昇しょうする。戦せん国ごく時じ代だいに、秀ひで吉よしはたった１人ひとりで地ち球きゅう温おん暖だん化かを起おこしていたわけだ。

　だが、そうなるのはパンチを放はなってから何なん年ねんも先さきの話はなしである。熱ねつは、瀬せ戸と内ない海かいを中ちゅう心しんに徐じょ々じょに広ひろがっていくからだ。

　その熱ねつが、瀬せ戸と内うち地ち方ほうを覆おおう半はん径けい２５０kmに広ひろがったとき、あたりの平へい均きん気き温おんは３６００℃上じょう昇しょう！　敵てきも味み方かたも全ぜん滅めつするどころか、中ちゅう国ごく四し国こく地ち方ほうの陸りく地ちは溶よう融ゆうするだろう。その後ご、熱ねつが日に本ほん全ぜん土どに広ひろがった段だん階かいでも、気き温おんは１６０℃も上じょう昇しょう。全ぜん国こく津つ々つ浦うら々うら、蒸むし焼やき地じ獄ごくである。

　やがて、遠とおく離はなれたヨーロッパの人ひと々びとも「なんだか最さい近きん、暖あたたかいなあ」「どうもジパングに近ちかづくほど暑あついらしいぞ」と噂うわさすることになるだろう。そこで船ふな乗のりたちが行いってみたら、黄おう金ごんの国くには滅ほろびていて、恐おそろしげな巨きょ漢かんが１人ひとり立たっていた……などという悲ひ劇げきも考かんがえられる。

　瀬せ戸と内ない海かいを干ひ上あがらせるパンチとは、これほど恐おそろしい。日に本ほんを統とう一いつしようとして日に本ほんを滅ほろぼすのだから、本ほん末まつ転てん倒とうにもホドがある。このワザ、秀ひで吉よしには絶ぜっ対たいに封ふう印いんしていただきたい。
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『ＢＬＥＡＣＨブリーチ』に登とう場じょうする死しに神がみたちは、それぞれ「斬ざん魄ぱく刀とう」という刀かたなを持もっている。

　斬ざん魄ぱく刀とうは本ほん来らい、善ぜん良りょうな魂たましいを「尸魂界ソウル・ソサエティ」と呼よばれるあの世よへ送おくったり、悪あく霊りょうと化かした魂たましいを昇しょう華か・滅めっ却きゃくしたりするための道どう具ぐだが、戦たたかいにも使つかわれる。それぞれに銘めい（特とく定ていの名な前まえ）があり、千せん本ぼんの刃はに分わかれて蜂はちの群むれのように襲おそったり、空くう気き中ちゅうの水すい蒸じょう気きを巨きょ大だいな氷こおりの塊かたまりに変かえたりするなど、さまざまな能のう力りょくを持もつ。

　なかでも筆ひっ者しゃが注ちゅう目もくしたいのは、護ご廷てい十じゅう三さん隊たい三さん番ばん隊たい・吉き良らイヅル副ふく隊たい長ちょうの斬ざん魄ぱく刀とう『侘わび助すけ』だ。その能のう力りょくは、斬きりつけた物ものの重おもさを倍ばいにすること。２度ど斬きればさらに倍ばい、３度ど斬きればそのまた倍ばいになる。このため、吉き良ら副ふく隊たい長ちょうと刀かたなを打うち合あわせた者ものは、自じ分ぶんの刀かたなの重おもさに耐たえかねて地ちに這はいつくばり、侘わびるように頭あたまを差さし出だす。ゆえに『侘わび助すけ』なのだという。すごい刀かたなだ！

　持もち主ぬしの吉き良ら副ふく隊たい長ちょうは地じ味みなヒトで、物もの語がたりに大おおきな影えい響きょうを与あたえるほど活かつ躍やくしたわけではない。だが、科か学がく的てきに考かんがえるなら、数かずある斬ざん魄ぱく刀とうのなかでもこれが最さい強きょうと思おもうのだが……。





◆１ヵ月げつ後ごのお小こ遣づかいが５億おく円えん！



『侘わび助すけ』の能のう力りょくが発はっ揮きされたのは、十じゅう番ばん隊たいの副ふく隊たい長ちょう・松まつ本もと乱らん菊ぎくとの戦たたかいだった。激はげしく刀かたなを打うち合あわせた吉き良ら副ふく隊たい長ちょうは、戦たたかいの最さ中なかにこう尋たずねる。「……今いま　何なん回かい受うけました？　僕ぼくの剣けん」。

　気きづくと乱らん菊ぎくの斬ざん魄ぱく刀とう『灰はい猫ねこ』はズンと重おもくなっており、乱らん菊ぎくは思おもわず切きっ先さきを、戦たたかいの場ばだった屋や根ねに落おとしてしまう。吉き良ら副ふく隊たい長ちょうは『侘わび助すけ』の能のう力りょくを説せつ明めいし、計けい算さんしてみせる。

「貴女あなたは今いま　七なな度ど侘わび助すけの斬ざん撃げきを刀かたなで受うけた　その刀かたなの本ほん来らいの重おもさが０・８kgとして　二にの七なな乗じょう倍ばいすると１０２・４kg　抱かかえて走はしれる重おもさじゃあ無ない」。

「２の７乗じょう倍ばい」とは、２倍ばいを７回かい繰くり返かえすことだ。本ほん来らいの重おもさが０・８kgの場ば合あい、２倍ばいになると１・６kg。これの２倍ばいは３・２kg。さらに２倍ばいで６・４kg。それ以い降こうは12・８kg→25・６kg→51・２kg→１０２・４kgと増ふえていったわけである。

　この「２倍ばいの繰くり返かえし」は、恐おそろしい結けっ果かを招まねく。たとえば、あなたがお母かあさんにこんなお願ねがいをしたとしよう。

「お小こ遣づかいを今日きょうは１円えん、明日あしたは２円えん、明後日あさっては４円えんと、毎まい日にち２倍ばいに増ふやしてください」

　これが了りょう承しょうされた場ば合あい、30日にち目めの金きん額がくは、なんと５億おく３６８７万まん円えん！　うひょ～っ、子こどもは嬉うれしいけど、親おやは破は産さんだ！

　同おなじように、紙かみを１回かい折おると厚あつさは２倍ばいになる。２回かい折おれば４倍ばい、３回かい折おれば８倍ばいだ。厚あつさ０・１mmのコピー用よう紙しを26回かい折おると、その厚あつさは富ふ士じ山さんより高たかくなる！

　２倍ばい、２倍ばい……を繰くり返かえすとは、これほど凄すさまじいことなのだ。もし、乱らん菊ぎくが『侘わび助すけ』の斬ざん撃げきを刀かたなで24回かい受うけていたら、乱らん菊ぎくの刀かたなの重おもさは１万まんｔを超こえていた……！





◆相あい手ての威い力りょくも増ましてしまう



『侘わび助すけ』について考かんがえると、いろいろと恐おそろしい想そう像ぞうが頭あたまに浮うかぶ。

「斬きりつけた物ものの重おもさを倍ばいにする」という能のう力りょくは、その相あい手てが斬ざん魄ぱく刀とうでなくても発はっ揮きされるのだろう。すると、もし『侘わび助すけ』が乱らん菊ぎくの体からだをかすりでもしたら、彼かの女じょはどうなるのか？

　当とう然ぜん、体たい重じゅうが２倍ばいになるはずである。グラマーな乱らん菊ぎくは体たい重じゅう57kgだが、かすっただけで１１４kg！　もうひとかすりで２２８kg！　ケガはするし、太ふとってしまうし、乱らん菊ぎくはモノスゴク怒いかり狂くるうのではないか。

　考かんがえてみたら、吉き良ら副ふく隊たい長ちょう自じ身しんも、注ちゅう意いが必ひつ要ようだ。

　１回かい打うち合あわせたら『灰はい猫ねこ』の重おもさは２倍ばいになった。これは『灰はい猫ねこ』にとって、朗ろう報ほうとも言いえる。竹たけの棒ぼうで叩たたくより、バットで殴なぐったほうが威い力りょくがあるように、刀かたなが重おもくなるとそれだけ衝しょう撃げきも大おおきくなる。もちろん、重おもくなりすぎるとスピードが落おちたり持もてなくなったりするが、初はじめのうちは『灰はい猫ねこ』の打だ突とつはパワーアップしていったはずだ。つまり、『侘わび助すけ』には、相あい手ての斬ざん魄ぱく刀とうの力ちからを増ぞう強きょうする側そく面めんもあることになる。吉き良ら副ふく隊たい長ちょうがそれに打うち負まけて、刀かたなを落おとしたりしたら、たちまちメッタ斬ぎりにされるだろう。

『灰はい猫ねこ』が１０２・４kgになるまで戦たたかい続つづけた乱らん菊ぎくも怪かい力りきだが、だんだん強つよくなる『灰はい猫ねこ』の打だ突とつにすべて耐たえ抜ぬいた吉き良ら副ふく隊たい長ちょうも侮あなどれない強つわ者もの。やっぱりこの人ひと、もっと活かつ躍やくしても不ふ思し議ぎじゃなかったのになあ。





◆地じ面めんを叩たたくと、地ち球きゅうが滅めつ亡ぼう！



　登とう場じょう人じん物ぶつの役やく割わりにケチをつけている場ば合あいではない。筆ひっ者しゃが想そう像ぞうする『侘わび助すけ』最さい大だいの問もん題だい点てんは、もし上じょう段だんからの打うち込こみをかわされて、この斬ざん魄ぱく刀とうで地じ面めんを叩たたいてしまったらどうなるのか？ということだ。

　当とう然ぜん、地ち球きゅうの重おもさは２倍ばいになるだろう。星ほしの重じゅう力りょくはその重おもさによって決きまるから、重おもさが２倍ばいになれば、重じゅう力りょくの強つよさも２倍ばいになる！

　これはもう、世せ界かい中じゅうが大おお騒さわぎになるだろう。なにしろ、あらゆる物ものの重おもさが突とつ然ぜん２倍ばいになるのだから。

　体たい重じゅう40kgの人ひとは、倍ばいの80kgになってしまい、ガクリと膝ひざをついて倒たおれ伏ふす。５００ｇのペットボトルは急きゅうに１kgになるから、手てに持もっていた人ひとは驚おどろく間まもなく落おとしてしまうだろう。

　強きょう度どの不ふ充じゅう分ぶんな建けん造ぞう物ぶつは倒とう壊かいし、木きの枝えだはググッとしなって桜さくらも紅葉もみじも散ちり果はてる。海うみの水すい圧あつも２倍ばいになって魚さかなが圧あっ死し、鳥とりも飛ひ行こう機きも人じん工こう衛えい星せいも落おちてくる！

　月つきは、どうなるのだろう？　計けい算さんしてみると……うわっ、やっぱり落おちてくる！　３日かと10時じ間かん後ご、マッハ46で地ち球きゅうに衝しょう突とつ。地ち球きゅうは割われ砕くだけ、破は片へんはドロドロのマグマとなり、たぶん尸魂界ソウル・ソサエティも滅めつ亡ぼうだあ！

　これほど恐おそろしい刀かたなを、吉き良ら副ふく隊たい長ちょうのような地じ味みな人ひとに持もたせておいていいのだろうか。「ああ、今日きょうも出で番ばんねえな～」などと退たい屈くつに侘わびつつ『侘わび助すけ』で地じ面めんをコンコン叩たたいたら、それだけで地ち球きゅう46億おく年ねんの歴れき史しが終おわってしまう……。いくらお詫わびしても償つぐなえないぞ。

　そう考かんがえると、『ＢＬＥＡＣＨブリーチ』において、彼かれがあまり活かつ躍やくしなかったのは、いいことなのかもしれません。戦たたかいの最さい前ぜん線せんで、この危き険けんな刀かたなをブンブン振ふり回まわし始はじめたら、他ほかの死しに神がみたちが血ちと汗あせで紡つむぎ上あげてきたストーリーが、「地ち球きゅうが滅ほろびたので、はい終おわり」。これじゃあ、あんまりだからね。
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『マグマ大たい使し』は、特とく撮さつドラマ史し上じょうに残のこる偉い大だいな番ばん組ぐみである。

　原げん作さくは、手て塚づか治おさ虫む先せん生せいで、放ほう送そう開かい始しはあの『ウルトラマン』より半はん月つき早はやい。巨きょ大だいヒーロー番ばん組ぐみの第だい１号ごうは、『ウルトラマン』と思おもわれがちだが、実じつは『マグマ大たい使し』なのだ。

　この番ばん組ぐみを放ほう送そうしていた頃ころ、筆ひっ者しゃはまだ保ほ育いく園えんに通かよっていたが、モノスゴク憧あこがれた。なぜなら、主しゅ人じん公こうのマモルくんが、マグマ大たい使しを呼よぶための笛ふえを持もっていたからだ。ウルトラマンも心こころ強づよい正せい義ぎの味み方かただが、自じ分ぶんがピンチになったときに駆かけつけてくれるとは限かぎらない。だが、マモルくんの場ば合あいは、笛ふえさえ吹ふけば、強つよいヒーローが飛とんできてくれるのだ！

　ああ、マグマ大たい使しが自じ分ぶんにも笛ふえをくれないかなあ……と遠とおい空そらを見み上あげながらも、ちょっと気きになった。それは、呼よび出だすための道どう具ぐが笛ふえということだ。

　緊きん急きゅう事じ態たいに「音おと」でヒーローを呼よぶのは、どこまで現げん実じつ的てきなのか。本ほん稿こうでは、この問もん題だいを考かんがえてみよう。





◆その家か庭ていに団だん欒らんなし！



　マグマ大たい使しとは、地ち球きゅうを作つくったアース様さまが、悪あくの帝てい王おうゴアと戦たたかうために産うみ出だしたロケット人にん間げんだ。身しん長ちょう７ｍ、体たい重じゅう10ｔで、普ふ段だんは金きん色いろの人にん間げんの姿すがたをしているが、ロケットに変へん形けいしてマッハ10で空そらを飛とぶ。モルという奥おくさんと、ガムという子こどもがいて、この２人ふたりは人にん間げんサイズだが、やはりロケットに変へん身しんできる。

　このマグマ大たい使し一いっ家かを、マモルくんはいつでも呼よび出だすことができるのだ。笛ふえを「ピロピロピ～」と１回かいだけ吹ふくと、ガムがやってくる。「ピロピロピ～、ピロピロピ～」と２回かい吹ふくと、モルがやってくる。そして「ピロピロピ～、ピロピロピ～、ピロピロピ～」と３回かい吹ふくと、マグマ大たい使し本ほん人にんがやってくる！

　誰だれに来きてほしいのかを、笛ふえを吹ふく回かい数すうで知しらせるわけで、非ひ常じょうにわかりやすいシステムだ。しかし、あまりにもシンプルすぎないだろうか。

　マグマ一いっ家かは、海かい上じょうにそびえる火か山ざん島とうに住すんでいる。ここへマモルくんの笛ふえの音おとが届とどいたら、どうなるか。ちょっと想そう像ぞうしてみよう。

「ピロピロピ～」と１回かい目めの笛ふえが鳴なると、家か族ぞくのあいだに緊きん張ちょうが走はしる。この時じ点てんでは、誰だれが呼よばれているのかわからないからだ。

　２回かい目めの「ピロピロピ～」が鳴なると、ガムは自じ分ぶんが呼よばれているのではないと知しって、ホッと胸むねを撫なで下おろすが、夫ふう婦ふの緊きん張ちょうはまだ解とけない。さらに３回かい目めの「ピロピロピ～」が続つづくと、妻つまはソファに腰こしを下おろし、夫おっとはイソイソと支し度たくにかかる……。

　笛ふえが鳴なるたびに、マグマ大たい使しの家か庭ていでは、このようなシーンが繰くり返かえされてきたに違ちがいない。一いっ家かの団だん欒らんをブチ壊こわす笛ふえの音おとですなあ。

　さらに問もん題だいなのは、笛ふえの音おとが重かさなるごとに、より強つよい人ひとが必ひつ要ようとされていることが明あきらかになっていく点てんだ。それは、深しん刻こくな事じ態たいが起おきていることの証あかし。宝たからくじの当とう選せん発はっ表ぴょうじゃないんだから、徐じょ々じょに盛もり上あげていってどーすんだ!?　筆ひっ者しゃとしては、笛ふえの回かい数すうで呼よびたい人ひとを変かえるのではなく、音ね色いろで知しらせるほうがいいと思おもう。たとえば、ガムを呼よぶときは「ピーヒョロロ～」、マグマ大たい使しを呼よぶときには「ビビビビ！」というふうに。
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◆なかなか来きてくれない！



　呼よび出だし方ほう法ほうも気きになるが、そもそも音おとで救きゅう援えんを要よう請せいするというシステムはどうなのか。

　地じ震しんや台たい風ふうで家いえが倒たおれ、下した敷じきになった場ば合あいなどは、笛ふえで助たすけを呼よぶのが効こう果か的てきだと言いわれている。だが、それは救きゅう援えん隊たいや近きん所じょの人ひとが近ちかくにいるからこそ。

　前ぜん述じゅつのとおり、マグマ一いっ家かは海うみにそびえる火か山ざん島とうに住すんでいる。マモルくんが、悪あくの帝てい王おうゴアが操あやつる怪かい獣じゅうに襲おそわれるなどピンチになるのは、火か山ざん島とうからは離はなれた場ば所しょがほとんどだろう。

　そうなると、音おとの性せい質しつが問もん題だいになってくる。音おとが届とどくには、時じ間かんがかかるのだ！

　音おとが空くう気き中ちゅうを伝つたわる速はやさは、気き温おん15℃のとき秒びょう速そく３４１ｍ。秒びょう速そく30万まんkmの電でん波ぱに比くらべると、とっても遅おそい。たとえば１００km離はなれた地ち点てんに情じょう報ほうを伝つたえたいとき、光ひかりなら０・０００３３秒びょうで伝つたわるが、音おとだと４分ぷん54秒びょうもかかってしまう。

　この問もん題だいに、マグマ大たい使しはどう対たい処しょしているのだろうか。

　ある回かいの映えい像ぞうを確かく認にんすると、マモルくんが笛ふえを吹ふいてから、マグマ大たい使しが火か山ざん島とうの火か口こうから飛とび出だすまで１秒びょう９２だった。早はやい！

　この１秒びょう９２のあいだに笛ふえの音おとが伝つたわったとすれば、マモルくんは火か山ざん島とうから６５０ｍという近ちかい場ば所しょにいたことになる。

　ところが、その後ごのシーンを見みていると、この至し近きん距きょ離りの現げん場ばにマグマ大たい使しはなかなか着つかない。10秒びょう、20秒びょう、30秒びょう……と飛とび続つづけ、１分ぷん８秒びょうが経たったところで「来らい週しゅうへ続つづく」。

　なんなんだ、この不ふ可か解かいな現げん象しょうは!?　マグマ大たい使しの飛ひ行こう速そく度どは、最さい初しょに書かいたとおりマッハ10。これは音おとの速はやさの10倍ばいという意い味みだから、１秒びょう９２で笛ふえの音おとが届とどくところから出しゅっ発ぱつしたのなら、０・１９２秒びょうで来きてくれんと困こまるのだ。

　マッハ10で１分ぷん８秒びょうも飛とび続つづけると、２３０kmも移い動どうできる。これは、東とう京きょうから新にい潟がたぐらいまでの距きょ離りだ。たった６５０ｍ離はなれた場ば所しょに行いくのに、これほどの距きょ離りを飛とび回まわったということは、マグマ大たい使しはものすごく方ほう向こう音おん痴ちなのか!?

　もちろん、テレビの演えん出しゅつの都つ合ごうで、笛ふえの音おとが届とどくまでのシーンがカットされて１秒びょう９２になった可か能のう性せいもあるだろう。その場ば合あい、マグマ大たい使しの飛ひ行こう時じ間かん１分ぷん８秒びょうが正ただしいとするなら、マモルくんのいる現げん場ばは火か山ざん島とうから２３０km離はなれていて、笛ふえの音おとが届とどくまで実じっ際さいには１分ぷん８秒びょうの10倍ばいの11分ぷん20秒びょうもかかったことになる！

　これは大たい変へんだ。マグマ大たい使しの飛ひ行こう時じ間かんと合あわせると、マモルくんが笛ふえを吹ふいてから、マグマ大たい使しが駆かけつけるまでの時じ間かんは、実じつに12分ふん28秒びょう。この間かん、マモルくんのもとには誰だれも来きてくれない。マモルくんは、どんなに恐おそろしい怪かい獣じゅうに襲おそわれようと、自じ力りきでピンチを切きり抜ぬけなければならないのだ。

　絶ぜっ体たい絶ぜつ命めいの状じょう況きょう下か、あるいは怪かい獣じゅうにやられてしまって意い識しきが遠とおのくなか、マモルくんはこう思おもったのではないか。「こんな笛ふえ、もらわなきゃよかった……」。

　ああ、なんて不ふ便べん。あんなに憧あこがれた笛ふえだったのになあ。
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　特とく撮さつ番ばん組ぐみのヒーローには得とく意い技わざがあった。たとえばウルトラマンはスペシウム光こう線せん、仮か面めんライダーはライダーキックで、多おおくの敵てきを葬ほうむってきた。その結けっ果か、地ち球きゅうの平へい和わが守まもられてきたのだから文もん句くはないのだが、筆ひっ者しゃには不ふ思し議ぎで仕し方かたなかったことがある。

　怪かい獣じゅうや怪かい人じんにはたいてい、明めい確かくな「弱じゃく点てん」があったのだ。それは怪かい獣じゅう図ず鑑かんなどにハッキリ書かいてあって、たとえば怪かい獣じゅうゲゾラの項こうには「水みずに強つよいが、火ひに弱よわい」、怪かい人じんトカゲロンの項こうには「寒さむさに弱よわい」という調ちょう子し。昆こん虫ちゅう図ず鑑かんや動どう物ぶつ図ず鑑かんには決けっして見みられない、怪かい獣じゅう図ず鑑かんの一いち大だい特とく色しょくだった。ヒーローの皆みなさんはこれを活いかし、相あい手ての弱じゃく点てんを攻せめてもよかったんじゃないかなあ。

　では、怪かい獣じゅうや怪かい人じんは具ぐ体たい的てきにどんな弱じゃく点てんを持もっていたのか？　手て元もとにある数すう種しゅ類るいの怪かい獣じゅう図ず鑑かんを調しらべてみたところ、抱ほう腹ふく絶ぜっ倒とうの弱じゃく点てんがいっぱい見みつかったので、ドドドッと伝つたえたい。





◆侵しん略りゃく者しゃの資し格かくナシ！



　一いっ見けんもっともらしいが、科か学がく的てきに考かんがえると怪あやしい弱じゃく点てんから紹しょう介かいしよう。

　地ち底てい怪かい人じんモグラングは「ひかりに弱よわい」。また、怪かい獣じゅうテレスドンを操あやつった地ち底てい人じんは「目めが退たい化かしているので太たい陽よう光こう線せんに弱よわい」。

　どちらも地ち中ちゅうで暮くらしてきた生せい物ぶつだから、ついナットクしそうになる。ところが『トンネルネットワーク おもしろモグラ学がく』（手て塚づか甫はじめ／北ほく隆りゅう館かん）によれば、モグラに１００Ｗワットの電でん灯とうを近ちかづけても、まったく無む反はん応のうだったという。目めが退たい化かしているため、光ひかりに鈍どん感かんなのだ。著ちょ者しゃは「モグラが太たい陽ように当あたると死しぬ、というのはまったくの俗ぞく説せつにすぎません」と断だん言げんしている。

　すると、怪かい人じんモグラングと地ち底てい人じんの弱じゃく点てんはどうなる!?　特とくに地ち底てい人じんは『ウルトラマン』の劇げき中ちゅう、ハヤタ隊たい員いんが変へん身しんする際さいの光ひかりを浴あびて全ぜん滅めつしていたが、これ、まったくのムダ死じにだったの!?

『ウルトラマンタロウ』に登とう場じょうした改かい造ぞうエレキングの弱じゃく点てんは、こう書かかれている。「月つきの光ひかりをエネルギーにしているので、夜よ中なか、それも満まん月げつの日ひにしか行こう動どうできない」。満まん月げつが巡めぐってくるのは29日にちに１度ど。しかも、太たい陽ようの47万まん分ぶんの１の明あかるさしかないため、エネルギーとしてはまことに微び弱じゃくだ。弱じゃく点てんを超こえて、根こん本ぽん的てきな欠けっ陥かんではなかろうか。

　耐たい熱ねつ怪かい人じんゴースターは「火か山ざんのふんかを自じ由ゆうによびおこす。１０００度どのこうねつをなんともおもわない」。これは弱じゃく点てんというより、長ちょう所しょとして記しるされたものだろう。だが、マグマの温おん度どは８００℃から１２００℃。このヒト程てい度どの耐たい熱ねつ力りょくでマグマを扱あつかうと命いのちが危あぶない！

　ブラックピジョンも問もん題だいだ。「胸むねにある長ながさ10ｍの角つのは、敵てきに刺ささると二に度どと抜ぬけない」。すごそうな気きもするが、よく考かんがえると困こまった角つのである。二に度どと抜ぬけなかったら、刺さした敵てきの死し体たいを一いっ生しょう眺ながめて暮くらさねばならん。

　さらに、怪かい鳥ちょう人じんギルガラスは「空そらを飛とぶスピードがライダーより劣おとる」。毛け虫むし怪かい人じんドクガンダーも「そらをとぶはやさが仮か面めんライダーよりおそい」。もちろん、皆みなさんご存ぞん知じのとおり仮か面めんライダーは空そらが飛とべない。それより遅おそいとは、まったく飛とべないということじゃないの!?

『ウルトラマン80エイティ』のノイズラーは「超ちょう音おん速そく機きや新しん幹かん線せんなどの騒そう音おんや音おん波ぱを好このんで吸きゅう収しゅうする宇う宙ちゅう怪かい獣じゅう」。しかし、そうした地ち上じょうの音おん波ぱは、彼かれのいる宇う宙ちゅうまで届とどかない。

『ウルトラセブン』のペガ星せい人じんは「地ち球きゅうの気き圧あつに耐たえられない」。だったら、地ち球きゅう侵しん略りゃくなんか企くわだてないでくれっ。





◆改かい造ぞうに失しっ敗ぱいしたネ！



『仮か面めんライダー』の悪あくの組そ織しき・ショッカーの怪かい人じんには、武ぶ器きと一いっ体たいになった弱じゃく点てんが多おおい。

　たとえばコブラ男おとこは、右みぎ腕うでがヘビになっており、これを自じ在ざいに伸しん縮しゅくさせて仮か面めんライダーと戦たたかっていた。ところが怪かい獣じゅう図ず鑑かんに記しるしてある弱じゃく点てんは「みぎ手てのヘビのあご」。な、なぜそんな大だい事じなところが弱じゃく点てんなんだ!?

　ギリザメスの場ば合あいは「鼻はな先さきはドリルのようにまわり、どんなにかたいからだでも穴あなをあけてしまう。弱じゃく点てんはノコギリのような鼻はな」。さんざん自じ慢まんしておいて、実じつは弱じゃく点てんかよ！

　サイギャングの「頭あたまのつのをぬき、そこから催さい涙るいガスを出だす。ぬいたつのはするどい短たん刀とうのよう。弱じゃく点てんはつの」というのも同どう類るいだ。

　さらに、アブゴメスは「口くちのはりはおそろしいぶきだが、はずれやすいのがけってん」。カナリコブラは「コブラハンドのつけね。ここがおれやすくなっている」。こうなるともう、ショッカーの改かい造ぞう手しゅ術じゅつが失しっ敗ぱいしただけとしか思おもえない！

　もっと悲かなしい連れん中ちゅうもいる。吸きゅう血けつこうもり男おとこは「はねのつけねがもろい」。怪かい鳥ちょう人じんプラノドンは「つばさのつけね」。モスキラスは「はねのつけね」。こいつら全ぜん員いん、羽はねをつけたばっかりに、かえって弱よわくなってるじゃん！　「手てばさみのつけね」が弱じゃく点てんの怪かい人じんさそり男おとこ、「はさみのつけねがよわい」泡あわ怪かい人じんカニバブラーも同おなじ。鳥とりやサソリやカニに改かい造ぞうしたこと自じ体たい、間ま違ちがいだった？

　惜おしいのは、人ひと食くいサラセニアンだ。「北きたアメリカ出しゅっ身しん。10度ど以い下かになると死しぬ」。食しょく虫ちゅう植しょく物ぶつサラセニアは、カリフォルニアおよびオレゴン原げん産さん。調しらべると、カリフォルニア州しゅうサンフランシスコの１月がつの平へい均きん気き温おんは９・２℃だ。サラセニアは大だい丈じょう夫ぶだが、サラセニアンは死しんでしまう。

　ギラーコオロギは「ライダーが１分ぷん以い上じょう受うけていたら、かくじつにしぬ殺さつ人じん音おん波ぱをだす」。これもいい線せん行いってるが、効こう果かが現あらわれるのに１分ぷんもかかったら、仮か面めんライダーは委い細さい構かまわず殴なぐりかかってくるだろう。キミが勝かつためには、その猛もう攻こうに１分ぷん以い上じょう耐たえなければならない！

『スペクトルマン』の悪あく役やく・宇う宙ちゅう猿えん人じんゴリも同おなじ轍てつを踏ふんだ。彼かれが作つくった怪かい獣じゅうギラギンドは「両りょう目めをあまりにも大おおきくつくられたため、攻せめられると非ひ常じょうに弱よわい」。限げん度どを知しらんのか!?





◆それは弱じゃく点てんなのか？



　本ほん人にんたちは気きにしているようだが、実じつはまったく困こまらない弱じゃく点てんというものもある。

　たとえば『帰かえってきたウルトラマン』に登とう場じょうしたオクスター。「長ながい間あいだ水すい中ちゅうで暮くらしていたために、地ち上じょうでは10分ぷん間かんしか生いきられない」。まったく心しん配ぱいない。キミと戦たたかうウルトラマンは、地ち球きゅう上じょうでは３分ぷん間かんしか生いきられないんだから。

『ウルトラマンレオ』のガロンは「長ながさ１ｍのロケット弾だんを連れん続ぞく発はっ射しゃして、どんな建たて物ものでも爆ばく破はしてしまう。ところが、１時じ間かんのうちに時じ間かんをおいて、10分ぷん間かんしか発はっ射しゃできないのが弱じゃく点てんだ」。この弱じゃく点てんは、相あい手てのウルトラマンレオにしてみれば脅きょう威いでしかない。レオの活かつ動どう時じ間かんは、ウルトラ一いち族ぞくのなかでも短みじかい２分ふん40秒びょう。その間かんずっと、ロケット弾だんを撃うち込こまれっぱなしだ。

　ファイヤーモンスは「体たい温おんは常つねに２千せん℃。３千ぜん℃を超こえると体からだが爆ばく発はつする」。普ふ通つうに暮くらしている限かぎり、体たい温おんが１千せん℃も上じょう昇しょうすることはないだろう。まず心しん配ぱいない。

　ムカデンダーも「火か炎えんが３００ｍまでしか届とどかないのが弱じゃく点てんだ」と奥おくゆかしい。だが、彼かれの身しん長ちょうは59ｍ。３００ｍとはその５倍ばい強きょうで、人にん間げんが10ｍの火か炎えんを吐はくようなものだ。自じ慢まんしてもいいんじゃない？

　また、セミ人にん間げんは「知ち能のうは高たかいが体たい力りょくがない。鋭するどいクチバシで岩がん石せきをバラバラにする」。充じゅう分ぶんすぎるほどの体たい力りょくじゃないか。

　ムカデタイガーに至いたっては「接せっ近きん戦せんに弱よわい。得とく意い技わざはムカデパンチ」。大だい丈じょう夫ぶだ、自じ信しんを持もて。その得とく意い技わざを使つかえば、接せっ近きん戦せんにも勝かてるって！
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◆誰だれだってそうなんだよ！



　あたり前まえのことを弱じゃく点てんと表ひょう明めいしている怪かい獣じゅうや怪かい人じんもたくさんいる。

　ザザーン、ゴーガ、ガボラ、フクロウ男おとこ、怪かい奇き蜘く蛛も男おとこ、毛け虫むし怪かい人じんドクガンダー、毒どく蝶ちょう女おんなギリーラ、人ひと喰くい怪かい人じんイソギンチャック、怪かい奇きフクロウガン、彼かれらはみんな「火ひに弱よわい」。だが、それは生せい物ぶつだったら当とう然ぜんではないだろうか。

　ナメクジラー、シュガロン、ヒドラ、ベキラ、海うみ蛇へび男おとこ、ネコヤモリ、毒どく草そう怪かい人じんトリカブト、火か炎えん怪かい人じんエジプタス、この人ひとたちは全ぜん員いん「後うしろからの攻こう撃げきに弱よわい」。これはすべての人ひとに共きょう通つうで、とくに弱じゃく点てんとは言いえないと思おもう。

　ガマボイラーと毒どく性せい怪かい人じんハエ男おとこは「目め玉だまを攻こう撃げきされると弱よわい」。『スペクトルマン』のキュドラは「胸むねにクイを打うちこまれると死しんでしまう」。『ウルトラマンレオ』のブラックドームは「腕うでをもぎ取とられると、戦せん力りょくが低てい下かする」。『ウルトラセブン』のギラドラスは「首くびを切きられるとバッタリ」。だから、誰だれだってそうだってば！　なぜそれを弱じゃく点てんだと思おもう!?

　これらと対たい照しょう的てきに、わけのわからない弱じゃく点てんを持もっているヒトビトもいる。

　吸きゅう血けつ怪かい人じんザンブロンゾは「血ちがなくなると体からだが小ちいさくなり、こうげき力りょくがにぶる」。『仮か面めんライダー』の劇げき中ちゅうでも、等とう身しん大だいから３cmくらいまで一いっ気きに小ちいさくなっていた。しかもまったく動うごけなくなり、戦せん闘とう員いんに運はこんでもらっていたほどだから、この弱じゃく点てんは筋すじ金がね入いりといえる。それなのに、他ほかの怪かい人じんと同おなじように、戦せん闘とう員いんが全ぜん員いん倒たおされてから仮か面めんライダーに立たち向むかうザンブロンゾ。キミは特とく殊しゅ体たい質しつなんだから、戦せん闘とう員いんの最さい後ごの１人ひとりは身みを挺ていしてでも守まもるべきだった！

　インパクト満まん点てんなのは『ウルトラマンＡエース』に出でてきた伝でん説せつ怪かい人じんナマハゲだ。怪かい獣じゅう図ず鑑かんには「日に本ほん本ほん来らいの神かみをあがめないで、異い国こくの神かみをあがめている人にん間げんを憎にくみ、みなごろしにしようとたくらんでいる。ヨーロッパやアメリカの思し想そうに染そまった人にん間げんが大だいきらい」。愛あい国こく心しん旺おう盛せいな怪かい人じんである。欧おう米べいかぶれの人にん間げんを懲こらしめようと超ちょう獣じゅうも作つくった。その名なは「スノーギラン」。あんたの嫌きらいな英えい語ごが入はいっているじゃないか。その語ご学がく力りょくは、大だい弱じゃく点てんだっ。

　ムササビードルは「ものすごいスピードで走はしり、しんくうスリップストームをおこし、まわりのものをすべてバラバラにする。だが、ヒゲをぬかれるととべなくなる」。意い味みが全ぜん然ぜんわからない！　ものすごいスピードで走はしるのが長ちょう所しょなんだから、飛とべなくなっても問もん題だいないのでは!?





◆キミにも僕ぼくにも弱じゃく点てんはあったほうがいい



　弱じゃく点てんは普ふ通つうだが、数かずを稼かせいでいるのはミミズ男おとこだ。「水すい分ぶんがなくなると弱よわい。陸りく上じょうでの動うごきがにぶい。頭あたまの上うえからの攻こう撃げきに弱よわい」。たった１人ひとりで３つも！　ただでさえミミズという地じ味みな生いき物ものなのに、不ふ憫びんだ。

　エレキボタルは「電でん流りゅうがからだのそとにながれると、力ちからをうしなってしまう」。なんだそりゃ!?　体からだの外そとに流ながさなければ、武ぶ器きにはならんと思おもうが。

『人じん造ぞう人にん間げんキカイダー』に登とう場じょうした敵てきロボットのシルバーキャットは「部ぶ品ひんの破は損そんが多おおい」。わかっているなら、直なおしてやれよ！

　同おなじく『キカイダー』のブルーバッファローは「首くびの後うしろ側がわと、わきの下したを攻こう撃げきされると弱よわい」。えらく人にん間げんっぽい弱じゃく点てんだ、ロボットなのに。

『ウルトラマンタロウ』のどろぼう怪かい獣じゅうドロボンは「宇う宙ちゅうを代だい表ひょうするどろぼうとして知しられている。ちょっと間ま抜ぬけなところがある」。それはどろぼうに向むいていない！

　そして極きわめつけは『怪かい獣じゅう王おう子じ』のジアトリマ。「敵てきからの攻こう撃げきに対たいして非ひ常じょうに弱よわい」。キミはもういいから、家いえでおとなしくしていなさいね。

　──ここまでくると考かんがえたくなる。怪かい獣じゅうや怪かい人じんには、なぜこんなにハッキリとした弱じゃく点てんがあるのだろう？

　彼かれらは本ほん来らい、とても恐おそろしい存そん在ざいだ。劇げき中ちゅうにはウルトラマンや仮か面めんライダーがいてくれるからいいけれど、そうでなかったら恐きょう怖ふや憎にくしみの対たい象しょうにしかならないかもしれない。だが、われわれ人にん間げんと同おなじような弱じゃく点てんがあるとわかれば、グッと身み近ぢかな存そん在ざいになってくるのだ。

　筆ひっ者しゃも彼かれらを見み習ならって、初しょ対たい面めんの人ひとに挨あい拶さつするときに「柳やなぎ田た理り科か雄おです。空くう想そう科か学がく研けん究きゅう所じょの主しゅ任にん研けん究きゅう員いんです。弱じゃく点てんはゲームができないことです」などと言いおうかと思おもいます。
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